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1V　調　査　結　果

1．　植物群落

A　ブナクラス域

　厚木市の夏緑広葉樹林は，山地のブナクラス城を中心にブナ，イヌブナ，シデ林がみられる。

また丘陵地や低地にはクリ，コナラ林，ケヤキ，ムクノキ，エノキ林などが生育している。すな

わち，厚木市では今日，相観的には，山地から低地まで二次林を含めて夏緑広葉樹林をみること

ができる。

　厚木市におけるブナクラス城（夏緑広葉樹林帯）を理論的に推定してみると，カシ類，シイ，

タブノキなどの常緑広葉樹類の分布の限界温度とされるヒ暖かさの指数”85℃以下になるのは，

海抜約700m以上である。またく寒さの指数’での分布限界となる一15℃になるのは海抜高度約

800m付近である（B　ヤブッバキクラス域p，44参照）。

　我々の植生調査による実際の常緑広葉樹類の限界線も海抜高約800mであると観察された。す

なわち，厚木市では標高800mを境に，高海抜地が夏緑広葉樹林（ブナクラス）域に属している

といえる。厚木市のブナクラス域は，したがって，大山の東側斜面を中心としたごく一部の地域

に限られている。しかし実際には，標高8001n以下にもシデ林やクリ，コナラ林などの多くの夏

緑広葉樹林がみられる。これらの植生は，乾燥，湿潤などの極端立地に自然植生として生育して

いる林分もあるが，大部分は長い間の様々の人為的な影響に対応して，二次的に分布域をひろげ

たと考えられる。

a　森　林　植　生

　　D　ヤマボウシープナ群集

　　　　Corno．Fagetu芝n　creRatae　Miyawaki，　Okba　et　Murase　1964（Tab．2）

　大山山頂部の海抜1，17伽nから頂上の1，251mまで，小規模ながらブナの残存林がみられる。

このブナ林は，高木層がブナ，コハウチワカエデ，エンコウカエデ，ミズナラで構成されるが，

いずれも比較的まぼらに生育し，林冠の空いた感じを与えている。しかも亜高木層，低木層もあ

まり発達しておらず，サラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，リョウブ，ノリウツギなど，い

ずれも小被度で生育している。それに対して林床の草本層は1，2～2mに達するスズタケが密生

しており，典型的ササーブナ型を示し，他の草本植物はほとんどみられない。群落の出現種数は

少なく20種程度である。
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Fig．！1．大山のヤマボウシーブナ群集，扇状に枝をひろげたブナ，ミズナラ，コハウチ

　　　ワカエデが散生し，林床はスズタケが密生している。

　　　Cofno．Fagetum　crenatae　aufdemBeτgOyama（1，200mU，NN）．

　このブナ林は，ヤマボウシ，アセビ，ミズナラを標微種あるいは区分種としてヤマボウシーブ

ナ群集にまとめられた。ヤマボウシーブナ群集は，東β本の太平洋岸側に分布するブナ林である。

厚木市ではブナ林の残存林は大山山頂域に小面積で現存しているにすぎない。

　2）　イヌブナーブナ群集

　　　　Fagetum　jaPnico．creRatae　S段sak呈　i970（Tah。3）

　イヌブナーブナ群集は，丹沢山地の800m付近から上部の尾根部を中心にみることができる。

さらに上部に発達しているヤマボウシーブナ群集との境界部は，現在，スズタケの二次草原やス

ズタケーリョウブ群落の低木林などで占められ，その境界は明確ではない。イヌブナーブナ群集

内ではすでにブナの生育はみられず，高木層はクマシデ，イヌシデ，サワシバなどのシデ類やミ

ズナラ，イヌブナ，モミ，ツガなどが混生している。厚木市では，イヌブナの優冒する林分はみ

られなかった。低木層ではミツバツツジ，ヤマツツジ，サラサドウダンなどのツツジ科植物をは

じめ，マンサク，ツクバネウツギ，ヤマボウシ，クロモジ，ウリカエデなどの多くの夏緑広葉樹

類を混生している。丹沢山塊におけるイヌブナ林は，今日までヤマボウシーブナ群集の一下位単

位であるツガ亜群集（宮脇伽964）として取り扱われてきた。しかし，丹沢山塊の中腹域ブナ林

の下部一帯にシデ類とイヌブナ，ツツジ科槌物で特徴づけられる森林植生が広くみられ，またイ
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Lage　u．　Datum　der　Aufnahme調査地と調査年月日：Berg　Ooyama（Aug．13．1980）大山
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ヌブナ，ミツバツツジ，アワブキ，モミ，

一ブナ群集とは区別された。

ツガなど多くの区分種群があることから，ヤマボウシ

　　3）　シラキークマシデ群落

　　　　SαP加配ノαpoηεcπ贋一Cα耽Pεπ郡sノαpoπεcα一Gesllsch往fも（Tab。4）

　シラキークマシデ群落は，丹沢山地の標高400m付近から700mまでの広い範囲にみることが

できる。シラキークマシデ群落は高木層をコナラ，エゴノキ，エンコウカエデ，ヤマザクラなど

の他クマシデ，イヌシデ，サワシバなどのシデ類が多く混生する特微がある。またやや崩壊性の

ある急斜面地ではヤシャブシが優織している。亜高木層，低木層にはシラキ，コァジサイ，ウリ

カエデ，クロモジ，ツリバナ，ダンコウバイ，ムラサキシキブ，ツクバネウツギなどの多くの夏

緑広葉樹類が生育している。また草本層においても，ヒナスミレ，ヤマオオイトスゲ，アカショ

ウマ，シロヨメナ，ヒメノガリヤスなど，植被率が小さいながらも，林床にササ類を欠くことか

ら比較的多くの種が生育している。とくに夏緑性の低木類が多く，平均出現種数も50種近くにの

ぼる。シラキークマシデ群落は，急傾斜地ではヤシャブシを優占種とした持続群落として発達し

ている。またイヌブナーブナ群集やアラカシーウラジロガシ群落の代償植生としても発達してい

　Fig．12．田沢山地の中腹を占めるシラキークマシデ群落（厚木甫七沢）。

3ψ∫z〃ノ露ノ妙。／zノα〃厚一Cαψ〃膨∫ノ妙。ノビα・Gesl｝schaft　am　Hang　des　Beτges　Tanzawa

（NanasaWa　620　m員。　NN）．
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る。

　シラキークマシデ群落は，コアジサイ，リョウブ，アカショウマ，ツタウルシで区分されるコ

ァジサイ下位群落と，エンコウカエデ，ウツギ，フジ，ミツバアケビ，ヤマウグイスカグラ，タ

チツボスミレ，コチヂミザサ，センニンソウ，チゴユリ，キクバドコロ，トコロ，ヤブレガサな

ど多くの種群で区分されるエンコウカエデ下位群落とに区分される。コアジサイ下位群落はより

高海抜地に分布し，イヌブナーブナ群集の代償植生と考えられ，エンコウカエデ下位群落はより

低海抜地に生育し，アラカシーウラジロガシ群落の代償植生としても発達している。

　シラキークマシデ群落は，いずれも母岩である緑色凝灰岩が露出，風化した，乾燥しやすいザ

ラザラした砂礫土上に発達している。

　　4）　クヌギーコナラ群集

　　　　Quercetum段cut呈ssimo－se野rat3e　Miyawak量1967（Tab．5）

　厚木市の北西域にひろがる山地や丘陵地には，クヌギ，コナラ，クリ，ヤマザクラなどの夏緑

広葉樹類を主体とした，いわゆる雑木林が広くみられる。とくに高松山（147m）を含めた，上，

下古沢の丘陵地や鳶羅山（235m）南部の丘陵地などに目立って多い。これらの雑木林は，かつ

ては薪炭林として！5～20年に1圓定期的に伐採，利用されてきた植生である。しかし今日では人

為的影響が少なくなり，徐々に自然植生へと圓復しつつある。この雑木林は，クヌギーコナラ群

集にまとめられる群落である。林分の高さは10～15mで，コナラ，クヌギ，エゴノキ，クリ，ヤ

マザクラ，イヌシデ，ホウノキ，クマシデ，ケヤキ，エンコウカエデ，ミズキなど種々の夏緑広

葉樹類が高木層に混生している。優占種はコナラであることが多い。しかし，ときにクヌギ，イ

ヌシデが優占種であることがある。一般に亜高木層はまだ発達が不十分であり，代って低木層は，

良く発達しており，植被率も高い。亜高木層，低木層にはガマズミ，ムラサキシキブ，ヤマコウ

バシ，カマツカ，ダンコウバイ，ウグイスカグラ，クロモジ，ツリバナ，サンショウ，ヤマツツ

ジ，コゴメウツギ，ノイバラ，マユミ，アオダモ等きわめて多数の夏緑広葉樹類が生育している。

また低木層にアズマネザサが優占している群落も多い。草本層では，低木層の植被率が高いこと

から，二三被率は30％前後と高くはないが，生育する草本植物やツル植物，木本植物の芽生えも

多く，コウヤボウキ，ヤマユリ，シラヤマギク，シロヨメナ，ジョウニヒトエ，シュンラン，オ

ケラ，ミツバアケビ，サルトリイバラ，タチツボスミレ，アケビ，トコロ，コチヂミザサ，オオ

バウマノスズクサなどの常在度が高い。

　また低木層や草本層にはアラカシ，アオキ，ピサカキ，ヤブラン，ジャノヒゲ，ヤブコウジな

どの常緑生の低木，草本植物が多数混生している群落も多く，クヌギーコナラ群集がヤブツバキ

クラスの常緑広葉樹林を潜在自然植生とする代償植生林であることの一つの特牛を示している。

クヌギーコナラ群集は，以下の2亜群集，2変群集に下位区分された。
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　i）クロモジ亜群集

　クρモジ亜群集はエソコウカエデ，ウグイスカグラ，コウヤボウキ，クロモジ，ホウノキ，

ツリバナ，モミジイチゴ，サンショウ，ヤマザクラの夏緑広葉樹類とヤマユリ，シラヤマギク，

シロヨメナ，ホウチャクソウ，ジョウニヒトエ，シュンラン，オケラなどの多くの夏緑性草：本

植物によって区分される。優占種はコナラが多いが，ときにイヌシデ，植栽されたと考えられ

るクヌギが優占することがある。群落の平均出現種数は60種と多く，夏緑生木本，草本植物類

のもっとも豊かな森林植生である。標高的には150mから500mの山地にまでおよんでおり，

おもにヤブコウジースダジイ群集およびアラカシーウラジロガシ群落を潜在自然植生としてい

るものと考えられる。クロモジ亜群集はさらにヤマツツジ，ナオバギボウシ，ヒカゲスゲ，ハ

ンショウヅル，マメザクラ，アキノタムラソウ，ヤブレガサ，ミツバツチグリ，コマユミ，ノ

ダケ，アカネスミレ，オニシバリ，モミ，ウワミズザクラ，クサボケ，ヒメノガリヤス，ヤマ

ジノホトギスで区分されるヤマツツジ変群集とアズマネザサ，エノキ，ケスゲ，キブシ，シラ

カシで区分されるアズマネザサ変群集に区分することができた。ヤマツツジ変群集は林床にア

ズマネザサを欠く，より自然度の高い種組成の豊かな群落であり，アズマネザサ変群集は林床

にアズマネザサの密生したやや荒れた林分である。

Fig．13．クヌギーコナラ群集の春季相，植林されたクヌギが優占している林分

　　　　（岡津古久，海抜120m）。

Fr琶hlingsaspekt　der　Quercetum　acutlss三mo－se■ratae（Okazukoku，120m

江NN）．
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Fig．14，クヌギ～コナラ群集，クロモジ亜群集の船内相観，生育する植物種数のもっとも

　　　多い生物相の豊かな森林植生である（上荻野，横林，海抜50m）。

　Quercetum　acutissimo－seHatae，　Subass．　vo且Lindera　umbellata
　　（Kamio9三no　50　m　芭．　NN）．

　ii）ピサカキ亜群集

　ピサカキ・亜群集はピサカキ，チャノキ，シロダモ，テイカカズラ，ビナンカズラ，ベニシダ，

ナキジスゲの常緑生の種群とアワブキ，ヤマグワ，ヤマトアオダモで区分されるQ高木層には

コナラの他イヌシデ，エゴノキの被度が高い。林床はアズマネザサが密生していることが多く，

また群落の出現種数も平均48種と少ない。おもに関東ローム台地上にみられ，入為的影響も大

きく，種類組成の貧化した群落といえる。このピサカキ亜群集は潜在自然植生をおもにシラカ

シ群集としているものと考えられる。

　クヌギーコナラ群集は，以上のように群落構成種数が多いのと同時に，林分によって，種類

組成にぼらつきがみられる。これは各林分の生育地の潜在痘然植生が異なっていることと，岡

時に薪炭林等として利用されてきた森林であり，人為的影響の強さ，管理の違いによるものと

考えられる。

　クヌギーコナラ群集は，その購成種数が多彩で，生産性が高いこと，また人為的，外的影響

に比較的強いことから都市の近郊緑地として利用価値の高い植生ということができる。
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b　低　木　群　落

　　1）　スズタケーりヨウブ群落

　　　　8α8α　δorθα’ε8－C’θ’ゐrα　δαrbεπεroε8－Gese盤sckaft　（Tab．ア）

　標高約900m以上の山地には，林床にスズタケの密生した亜高木林の二次林が多くみられる。

標高900m以上のLU地は，ブナクラスの夏緑広葉樹林域であるが，自然植生のブナやイヌブナの

残存林は局地的に限られている。この：二次低木群落はスズタケ，リョウブ，ノリウツギ，ツルウ

メモドキを区：騒騒としてスズタケーリョウブ群落としてまとめられる。スズタケーリョウブ群落

には，群落特有の区分種群はみとめられず，ヤマボウシーブナ群集の構成種が貧化し，その一部

の種群によって構成された群落といえる。スズタケーリョウブ群落の大部分は，ヤマボウシーブ

ナ群集の代償植生であり，また発達途上の群落である。また隣接群落として，周囲にスズタケの

密生したササ草原が多い。しかし，このササ草原内にも，リョウブ，ニシキウツギ，ノリウツギ

などの低木類が散生しており，スズタケージョウブ群落に移行しつつあることを示している。

薦

　　　げ　　ら寒雷、
　　r　　　T　　r

蕪魏．

騨

　Fig・！5．大山山地の陵線部に発達したスズタケーリョウブ群落（大山1，！00m付近）。

Auf　dem　R疑cken　des　Gebiτges　Oyama　entwickelt　s量ch　d玉e　3α∫αδo’でα♂～∫．α8彦111一α6αrう∫η8，一麗∫一

Gesellschaft（Oyama　1，100m　U．　NN），
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Fig．！6．大山山地の陵線部上，緩斜面地の上部に発達しているミツバウツギーニシキウツギ群落Q

　　　＆卯＞／妙Z8α翫〃〃αZ4α一W扉gθZα4θcorα一Geselischa士t　auf　dern　R荘cken（玉es　Berges　Oyama

　　　　（1，100π｝負．NN）．

　　2）　ミツバウツギーニシキウツギ群落

　　　　8¢αPん〃Zθα　6ωηεαZ〔1α一Weερε’α　｛9θcorα一Gcselischaft　（Taヨ），8）

　大山の東側の尾根部には，アラブチャン，ニシキウツギ，リョウブ，アオダモ，ノリウツギ，

マユミなど多数の夏緑広葉樹類から成る低木林が発達している。この群落は，同じ大山で報告さ

れたミツバウツギーニシキウツギ群落（宮脇，大場，村瀬1964）にまとめられる群落である。ミ

ツバウツギ一穂シキウツギ群落は，ブナ林域の尾根緩斜面に発達しており，土壌は，黒色の火山

灰土やスコリヤで形成され湿性である。群落の林床は，イトスゲ，ダイコンソウ，シロヨメナ，

タテヤマギク，ヤマカモジグサ，ヤマトリカブト，チゴユリなど多数の多年生草本植物が生育し，

群落の出現隠田は30～50種に達している。ミツバウツギーニシキウツギ群落域では，まったくサ

サ類を欠いており，隣接群落として広い面積を占めるスズタケーリョウブ群落がスズタケを密生

することから，群落相観が大きく異なっている。したがって，ミツバウツギーニシキウツギ群落

は，湿性の火山灰土壌に対応した特異な群落であるといえる。

　3）　アズマイバラーツクバネウツギ群落

　　　ROSα　」臨Cεαε一減わθ髭α　spα’んπ～αfα一GeseUSC数a£t　（嬰ab．　9）

大山山塊はおもに緑色凝灰岩を母材とした山体である。山地の中腹や上部では，時に崩壊地や
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崖地として，この緑色凝灰岩が露出した所も多く見ることができる。厚木市の大山から派生し，

七沢方面に走る尾根では，尾根を境に南斜面が，凝灰岩が露出している急崖となっている。この

崖地ではツクバネウツギ，ニシキウツギ，マルバウツギ，アズマイバラ，マメザクラ，ヤマボウ

シ，ヤマツツジ，コゴメウツギ，コナラなど多数の夏緑広葉樹類による低木群落が発達しており，

アズマイバラ，ツクバネウツギなどを区分種としてアズマイバラーツクバネウツギ群落としてま

とめられた。アズマイバラーツクバネウツギ群落は，群落高が2～！0mと巾があるが，低木層は

80％以上の高被度で密生し，多数の夏緑広葉低木類が混生している。時にはアイグロマツの混生

もみられる。低木層の高い植被率にもかかわらず，草本層においても20～40％と比較的響町が高

く，ノガリヤス，アキノキリンソウ，ヤマムグラ，タチツボスミレ，コチヂミザサ，ケスゲ，ヒ

メカンスゲ，ヤマカモジグサなど多数の多年生草本植物が生育している。群落の平均出現種数は

62種ときわめて多い。また，群落高騰10mもあるクロモジ下位群落では，さらに，クロモジ，ア

プラチャン，キブシ，ツルウメモドキ，コウヤボウキ，ツルマサキ，ノブドウ，ミツバアケビ，

ノササゲ，アカネ，ヤクシソウ，ヤブレガサ，チゴユリなど多数の低木類や草本植物が混生し，

出現種数は72種の多数にのぼっている。クロモジ下位群落は，隣接して発達しているシラキーク

マシデ群落への移行群落として位記づけることができる。

Fig．！7．山地南斜面の急傾斜地に発達したアズマイバラーツクバネウツギ群落

　　　　（大山，七沢約500m付近）。

Auf　dem　steilen　SUd－Hang　des　Berges　Oyama　entwickelt　sich　die　Ro∫αZzイ。’αε．且∂θ♂ガα

功砿勧Zα診αGesellschaft（Oyama，　Nanasawa　ca　500m　U．　NN）．
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　　4）　カナウツギ群落

　　　　SfβPんαπαπdrαオαπακαε・Gesellschaft（Tab40）

　不動尻の谷太郎川に沿ってタマアジサイーフサザクラ群集が発達するが，その野縁には樹高2

m程度のカナウツギ，ヤマグワ，ウツギ，モミジイチゴ，ヤマブキなどの低木類やミツバアケビ，

ヘクソカズラ，トコロ，スイカズラなどのつる植物から構成された群落が生育している。とくに

優占する種はみられないが，カナウツギがやや優勢である。この群落はカナウツギ，ヤマグワを

区分種としてカナウツギ群落とされた。カナウツギ群落は流水辺でしかも水面との間にかなりの

段差を生じている立地に，タマアジサイーフサザクラ群集のマント群落として発達している。生

育立地は岩礫の多い残積土からなり，やや湿性ではあるが排水はよい。

　カナウツギは近畿地方以東，東海，関東に分布する種で，とくにフォッサ・マグナ地帯に多く

みられる。したがって，ヵナウツギ群落は，かなり局所的に分布しているものと考えられる。

Nr．　d．　Au｛nahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（　2m）

H6he　d．　Vegetatlon（m）；

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Ar亡enzah1：

　Tab．10．カナウツギ群落
3岬）1協π伽みαオαπα肋。－Gesellschaft

　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　出現回数

1

30

2

95

29

Trennarten　d．　Gesellscha｛t：　　　　　　　　群落区分種

　＆ゆhαηαπ訪u孟απαんα8　　　　　　　　　　　　カナウツギ　　　　　　　　　　　3・2

　Moプπ5う。ηめ！y6∫∫　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマグワ　　　　　　　　　　　　　十

Kennarten　d．　h6heren£inheiten：　　　　　　　　上級単位標徴種

D観漁σ，π伽　　　　　　　　　　ウツギ　　　　　　1　2・2
　Rπろπ∫ραZ〃～α如∫var・o（4⑳1）1叱yZ伽∫　　　　　　　　モミジイチゴ　　　　　　　　　　2・2

　楡r万αゴ妙。海6α　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマブキ　　　　　　　　　　　　　　1・2

　五θ∫ρ6漉羅加醐98擁　　　　　　　　　　　　　キ・・ギ　　　　　　　　　…　　　十

　艶匁♂α漉60ア’α　　　　　　　　　　　　　　　ニシキウツギ　　　　　　　　　　　ート

　ノ1δ読αゆα疏厩α顔　　　　　　　　　　　　　　　ツクバネウツギ　　　　　　　　　十

　5∫α6妙獄醐ノザα8coエ　　　　　　　　　　　　　　　キブシ　　　　　　　　　　　　　　　十

ωα∫嬬。「6溜磁∫　　　　　　　ツルウ・モドキ　　　i　＋
Begleiter：随伴種A舵∂ぬ孟万ルZガα厩ミツバアケビ十・2，勘θ4θ痒α∫oαπ48π5　var．ηzα力窃ヘクソカズラ十

　・2，D∫05co7rθα如ゐoroトコロ十・2，　Loπfoθrαブ曜）022∫‘αスイカズラ十，　Ro∫αノノz配’ガZoluノイバラ十，

　D∠05607’θαノψ0痂Cαヤマノイモ十，Rμ飯α盈α喫アカネ十，3〃3∫Zα」じプψαガαシオデ＋，　Bアて膨∬0π召’如

　ん備fπ0観コウゾ十，Aηψ8Z（4）∫∫5加6η4）ε4ππ‘厩α∫αノブドウ十，∫bμ1慨τ如θαη〃。∫αvar．♂αθ沈∫カマ

　ツカ1・2，Boθ11ηz〃∫αψ記α彦αコアカソ1。2，　CαZωzαgro漉∫んαん。ηεη∫奮ヒメノガウヤス十・2，疑y42層απ一

　g64切η01z‘∬磁αタマアジサイ十・2，1確5オβがπガ。万うz防磁・フジ十・2，望rα‘加Zoψ8r〃3z〃ηα5∫磁α〃フ3　vaL

　加診θrηzθ読πη3テイカカズラ十。2，（沙♂∫5アノz8／2π∫瑚4継当の伽∫var．ブ妙。短研∫コチヂミザサ十・2，　Eπo一

　πッ7η駕5認α旗∫var。妙詑rμ5コマユミ十，エ）砂肋6∫》∫θπ40ηz傑θ7rθ観πオニシバリ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；Fudoliri（Nov．5．1980）不動尻
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　　5）　シバヤナギ群集

　　　Salicet迎m　japo鷺icae（Tab．員）

　山地の渓谷部や，林道沿いの急傾斜岩壁上には，樹高2m程度のヤシャブシ，キ軸側，シバヤ

ナギ，ニシキウツギ，ウツギなどの夏緑生の低木類が疎正した低木群落がみられる。疎生するこ

れらの低木類の問にはススキ，リュウノウギク，ウラバグサ，ハコネシダなどの草本植物が混生

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．王）robeflache（㎡）

氾xposition＝

Neigung　（。）；

H6he　d．　Strauchschicht（％）：

Deckung　d．　Strauchschicht（m）：

Hdhe　d．　Krautschicht（m）；

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Arte且zah1＝

Tab！1．シバヤナギ群集

Salicetum　japonicae

　　　　　　　調査番号
　　　　　　　調査面積
　　　　　　　方　　　　位

　　　　　　　傾　　　　斜

　　　　　　　低木層の高さ

　　　　　　　低木層植被率

　　　　　　　草本層の高さ

　　　　　　　草本層植被率

　　　　　　　出現種数

1　　　2

25　　25

NW　NW
85　　40

2　　　4

60　　85
0・4　　0・4

20　　20

19　　28

Kennart　d．　Ass．：

　＆漉∬ブ砂。η∫oα

Kennarten（1．　h6heren　Einheitenl

　ム¢5ρε融之α伽6磐8アゴ

　Co擁αフー珈ゴ⑫ω1乞。α

　．4♂πz‘∫βプ〃3α

　盈だα詑砂ん㍑∫5磁∫％1πf

　W認9θ♂α雄。α僧α

　D6％彦短αα・θηα‘α

Begleiter＝

　Hσん07Z66配0αノフZαα一α

　A読’αη彦z〃2zηzoηo‘〃α〃酬5

　疑y訪rαπ98α加ηo♂μ（γα診α

　C1〃ツ5αη〃38〃酬ηz　2／zαたカzo∫

　エ）1：y（～か診87閣∫5薩㏄ノu

　脇∫ごαη彦ん那∫5∫ηβπ∫ゴ∫

　CαZαηzα9フ’・∫’ガ∫αブ泓η漉ノzα繊vaLδノ‘αご妙〃8κ1Lα

　五ゆ孟。∫oプ～‘5疏πう879ごαπz‘5

群集標式種

　シバヤナギ

上級単位の標徴種

　キハギ

　ドクウツギ

　　　　　　ヤシャブシ

　バイカウツギ

　ニシウツギ

　ウツギ

随伴種

　ウラバグサ

　ハコ不シタ

　タマアジサイ

　リュウノウギク

　クマワラビ

　ススキ

　ノガリヤス

　　　　　“　ノキシノブ

S

S

S

S

S

S

S

　K
　K
S・旦

　K
　K
　K

　K

1。2　　4・3

3・3　　！・2

玉・2　　十

1・2　　4。3

十　　　十

1・2　　1・1

1・2　　1・2

1・2

1・2

十。2

2。2

1・2

！・2

十

十

十

1・2

1・2

1・2

1・2

÷

十

十

出現一回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr，！＝ゐ07z∫㏄’闇αノ砂。麗6αスイカズラS一十・2，　A5妙’α96－

7噌碗。舵∫var．07α伽∫ノコンギクK一十・2，　Aψ♂8ノτ如ノz加6∫5z‘〃3トラノオシダK一十，　Nr．21　Ro5α〃耀Z．

‘解01uノイバラS一十，　D8～6彦2fα5ごα加αマルノ〈ウツギS一十，《ルθノ用。κ∫58rlu如コナラS一十，五ゐ8々α功α一

　痂招α如ツクバネウツギS一＋，＆α6履y配74π∫メ＞rαθεαむキブシS一→一，CαZα〃3αgブ。鋭∫11αん07z6η∫∫∫ヒメノガ

　リヤスK－1・2，α8〃z4‘∫∫5顔π∫クサボタソK一十，ノ1舵腕α〃鈎伽彦αミツバアケビK一十，（沙薦〃z6πμ∫

　槻伽Z認ケbZ如5　vaLノψoπゴ膨5コチヂミザサK一十，・砒81弓∫5漉δ読∫ジシバリK一十・2，　50〃ぬ96てノカ19α一

　磁プ6αvar．α∫∫α汝∫‘αアキノキリンソウK：一十，ぬθ漉万α∫cαπ漉η5　var．ηzαfア厩ヘクソカズラK一十・2，

　PbらFgoηπアπoκ宴）∫4α彦πノπイタドジKl一十．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4！

している。斜面下部では，低木類の被度が大きくなり，草本植物の混生は少ない。この植分は，

シバヤナギ1種を標徴証としてシバヤナギ群集に含めまとめられる。シバヤナギ群集は，同じ低

木群落であるヤマイバラーックバネウツギ群落と根観種組成がやや類似するが，ツクバネウツ

ギ，マルバゥッギ，コゴメウツギ，ヤマイバラなど多数の低木類を欠き，群集の出現種数は19～

28種と少ない。シバヤナギ群集は，遷移系列上ではアズマイバラーツクバネウツギ群落より先の，

岩礫地での先駆的な群落として位置づけることができる。

　シバヤナギ群集は，関東，東海地方のフォッサ・マグナ地帯を中心とした地域に分布している。

　　6）　タマアジサイ～フサザクラ群集

　　　　Hydr段聡geo－Eupteleeもum　ρolyandrae　1》［圭yawakieta1舌966（7a1）．12）

　タマアジサイーフサザクラ群集は，丹沢山塊の沢に沿って多く発達している。群落の高さは！0

m前後で，亜高木林あるいは低木林状を呈している。木本層は，そのほとんどがフサザクラ1種

の優叢林で，時にマメザクラ，ヤブデマリ，ミズキなどを混生するが，いずれも低輝度である。

低木層には，タマアジサイ，アプラチャン，コアカソが高い被度で生育し，ウツギ，ウリノキ，

Fig！8．山地渓谷部のフサザクラータマアジサイ群集（七沢キャンプ場，

　　　標高約310m）。

Hydrangeo．Eupteleetum　polyandrae　entlangdesBergtales
vom　Tanzawa．Gebirges（Nanasaw技3！0rn　U．　NN）
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ヤマブキ，カマツカなどが低志度で混生している。草本層の植被率は低いが，ミズヒキ，シロヨ

メナ，モミジイチゴなどの他クマワラビ，イヌワラビ，リョウメンシダ，ジュウモンジシダなど

のシダ植物が多く生育している。タマアジサイーフサザクラ群集は，山地の河川敷内に発達して

いる場合と斜面下部の崩壊性のある立地にも発達している。厚木市でも，丹沢大山から発する谷

太郎州とその支流となる沢地に多くみられ，河川敷の群落では一般に低木林状で，林床はヨモギ

クラスの草本植物が多い。一方，斜面の群落は，亜高木林が多くアプラチャン，ウリノキ，タマ

ァザサイなどの低木類やクマワラビ，イヌワラビなど多くの湿生の植物種群が生育している。

　すなわち，タマアジサイーフサザクラ群集は，河川敷内の低木林状の先駆群落から，亜高木林

まで広く不安定立地に生育しており，また，その群落組成にも変化が大きい。

c　崩壊地植生

　1）　フジアザミーヤマ謹選ルブクロ群集

　　　C童rsio．Campanu｝etum　hoR農oensis　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　（Tab．13）

大山山頂域は関東大震災で大きな崩壊が各地におこり，崩壊縫地が各所にみられる。二次的崩

灘馨舞灘i謬箋轟i叢霧雲響萎叢難

難鑛磁
蟻聾羅繋職一…熱脳熱闘

謎譲露

騨

Fig・！9．山地の崩壊地に発達するフジアザミーヤマホタルブクロ群集の群落相観。

Cirsio・Campanuletum　hondoensis　aufdenLavagesteinmitgeringer　Deckung
wachsend（Berg　Oyama　1，080m　a．　NN）．
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Nr．　d．　Auinahme

H6he廿Meer（m）l
Gr6Be　d．　Probe士lache（㎡）＝

Exposition

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　　　　　Tab．13．フジァザミーヤマホタルブクロ群集

　　　　　Cirsio－Campanuleturn　hondoensis
a＝Subass．　von　Petasi亡es　laponicus　フキ亜群集

b：Subass．　von　Spiraea　laponica　　シモツケ亜群集
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Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月随Berg　Oyama（Aug．15．1980）大山山頂東側

壊が今日なおつづいている場合には，そこは自然裸地となって無植生地となっている。やや安定

するとフジアザミやヤマホタルブクロなどの先駆生の草本植物がまぼらに生育しはじめる。この

崩壊地にみられる植生は，フジアザミとヤマホタルブクロを標徴種としてフジアザミーヤマホタ

ルブクロ群集としてまとめることができる。

　今回の調査ではこのフジアザミーヤマホタルブクロ群集は，フキを区分種とするフキ亜群集と

シモツケ，ニシキウツギ，ヤシャブシ，ススキ，ヤハズハハコを区分種とするシモッケ亜群集と

にさらに下位区分できた。フキ亜群集は砂や礫などが風や雨で移動するかなり不安定な立地にみ

られ，群落構成種もおずかに5種程度である。これに対してシモツケ亜群集はやや安定した露岩

地に生育しており，木本植物の侵入が目立っている。
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B　ヤブツバキクラス域

　厚木市のヤブツバキフラス域，すなわち常緑広葉樹林域は，残存植生の分布から，シイ，タブ

あるいはアラカシ，ウラジロガシの常緑カシ林域であることがわかる。厚木市の常緑広葉樹野冊

を理論的に推定してみると，常緑カシ類やシイ，タブなど常緑広葉樹類の分布の限界温度とされ

るく暖かさの指数”85℃以下になるのは，海抜約700m以上である。また，く寒さの指数で”常

緑広葉樹類の分布限界は一15℃されており，厚木市では海抜高度約800m付近にあたる。以上は

いずれも厚：木市の気象データ（Tab．1）を基に，減準率0．55℃／100　mで計算した結果である。

我々の現地調査（おもに大山の東側斜面）では，実際の常緑広葉樹林の上限線は海抜約800mで

あると観察された。すなわち，厚木市では標高800m以下が，ヤブツバキクラスの常緑広葉樹林

域に属している。

　ヤブツバキクラス域は，残存植生の分布からシイータブ林域と常緑カシ林域とに区分すること

ができる。シイータブ林域の領域判定には，スダジイの残存木が好指標種となり，厚木市では標

高約200m以下の低地にシイータブ林域がある。常緑カシ林域は，ウラジロガシを指標種に標高

200～800mの山地にあることが明らかとなった（Fig．58参照）。

　厚木市のヤブッバキクラス域は，現在，土地利用のもっとも盛んにおこなわれている地域であ

る。とくに標高200m以下のシイータブ林域では畑地，住宅地，工業立地，人工林など様々に土

地利用されており，そのほとんどが代償植生によっておおわれている。自然植生としての常緑広

葉樹林は，社寺林や，段丘斜面上にわずかに，断片的に残存しているにすぎない。

a　森　林　植　生

　　1）　ヤブコウジースタジイ群集

　　　　Ardisio－Cas£anopsie批ユm　s童eboldii　Suz．・Tok．1952（Taも・14）

　ヤブコウジースダジイ群集は，関東地方の低地に発達する主要な常緑広葉樹林の！つである。

高木層はスタジイが優臆することが多く，スダジイの他にモチノキ，タブノキ，アラカシ，ウラ

ジロガシ，アカガシなどを混生する。亜高木層や低木層にはシロダモ，ヤブツバキ，アオキ，ヒ

イラギ，シキミ，ピサカキなどの野縁性低木植物が生育している。草本層にもヤブコウジ，マン

リョウ，ジャノヒゲ，ビナンカズラ，ヤブラン，ベニシダ，ヤマイタチシダ，テイカカヅラ，キ

ヅタなど常緑性の植物群によって占められる。ヤブコウジースダジイ群集は，厚木市内でも台地

部や山足部で優勢であったものと考えられる。しかし，耕作地や市街化など様々な土地利用の結

果，現在ではその残存林はきわめて少ない。数少ない残存林も，社寺林として少面積でみられる

にすぎない。厚木市内のヤブコウジースダジイ群集の残存林や，スダジイの単木的な残存木の分

布（Fig・55参照）は，地形や地質にかかわらず，各地にみることができる。しかし，海抜高度
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的には，標高約200m以下の低地に限られている。また，残存林，残存木の分布は，台地や丘陵

地に，より集中している。厚木市内におけるヤブコウジースダジイ群集の残存林は，飯山観音，

松石寺，陽福寺，上古沢諏訪神社および丸打の屋敷林のわずかな社寺林に限られている。厚木市

内の丘陵地上の大半を占めていたと考えられるこのヤブコウジースダジイ群集の生きた標本とし

て，今後も保全，育生が望まれる。

　　2）　イノデータブノキ群集

　　　　Polysticho－1》erseeもum　thunbergi圭S疑z．Tok．1952（τab．15）

　イノデータブ群集は，ヤブコウジースタジイ群集と同様に，日本のヤブツバキクラス域の北限

地帯を代表する常緑広葉樹林であり，常緑広葉樹林としては，もっとも北部まで分布し，北限は

秋田県や岩手県の海岸地域にまで達している。また，ヤブコウジースタジイ群集とは，一般には

尾根部と谷部とで隣接しながら生育領域をすみ分けており，イノデータブノキ群集が，より適湿

な谷部や斜面下部を占めて発達している。

　厚木市内におけるイノデータブノキ群集の残存林は，ヤブコウジースダジイ群集と同様にきわ

めて少なく，また残存林分も不完全で断片的な群落が多い。厚木市内では，金謝寺，蓮生寺，広

沢寺，本四寺船子正八幡宮，高坪吾妻神社，下沖諏訪大明神などの各社寺に社寺林としてみるこ

とができる。イノデータブノキ群集の残存林を含めたタブノキの残存木の分布（Fig．55参照）

をみると，スタジイよりも個体数はさらに多く，また広く分布しており，沖積低地や台地，丘陵

地と各地にみられる。しかし，全般的には低地や台地地域に多い傾向がある。また垂直分布的に

は，タブノキはスダジイと同様に標高約200m以下に集中しているが，鐘ケ岳（561　m）の山頂

域にも生育がみとめられ，より高海抜地のアラカシーウラジロガシ林まで単木としては生育可能

であることを示している。タブノキの生育範囲は広いがイノデータブノキ群集の生育域は，海抜

200m以下の低地に限られると判定される。

　イノデータブノキ群集は，厚木四域ではタブノキ，イノデ，クマワラブで標徴，区分される。

高木層はタブノキが優占することが多いが時にスダジイ，ヤブニッケイ，シロダモ，モチノキな

どを混生し，また，ムクノキ，エノキ，ケヤキ，イヌシデなどの夏緑広葉樹類も混生している。

林内には，厚木市の常緑広葉樹林における共通種群であるヤブツバキ，シロダモ，アオキ，キヅ

タ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，ベニシダ，ビナンカズラ，ヤマイタチシダなどが高常在度で生育

している。とくに，林床ではクマワラビ，イノデ，ベニシダ，オオバノイノモトソウ，ヤマイタ

チシダ，オオイタチシダなどシダ植物が多数生育しているのが特微の1つである。

　厚木市のイノデータブノキ群集は，群落組成のちがいから以下の2亜群集に下位：区分できた。

　　i）　ムクノキ亜群集

　　ムクノキ亜群集はムクノキ，キチジョウソウ，ヤツデ，ナキリスゲ，ホウチャクソウ，ハナ

　イカダ，シャガで区分される，より適湿富養立地の林分である。高木層セこはエノキ，ケヤキ，
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　　　Fig．20．沖積低地上の社寺森林としてのイノデータブノキ群集の残存林

　　　　　　　　（一ド沖，諏訪大明神，海抜13m）。

Als　Shintoistischef　Schreinwald　noch　erhaltener　Bestand　des　Polysticho．Perseetum

thunbergii呈m　alluvialen　Flachiand（Shintoschrein　Suwa－Da1myojin，　Shlmooki　13m廿．　NN）．

ムクノキなどの夏緑広葉樹類の混生が目立っている。また草本層の被度も高く，キチジョウソ

ウ，ヤブコウジ，ヤブラン，ホウチャクソウなど多数の植物が高い被度で生育している。

　ii）　スダジイ亜群集

　スダジイ亜群集は，スダジイ，ヤブニッケイ，イヌシデ，モチノキの高木の木本植物で区分

される。スダジイ亜群集は，ヤブコゥジースダジイ群集に接した斜面や谷部に発達し，ムクノ

キ亜群集に比較して，より乾性立地を占めている。

　　3）　シラカシ群集

　　　　Quercetu瓢myrsi陰aefoliae　M：圭yawaki　1967（Tab．16）

　シラカシ群集は，高木の常緑広葉樹林のひとつで，とくに関東地方のローム台地上に広く潜在

自然植生域をもっている。高木層の優占種は，シラカシであることが多く，時にタブノキ，カゴ

ノキ，アラカシ，アカガシ，スダジイなどを混生する。高木層には，また，ムクノキ，土ノキ・，

イヌシデ，ケヤキなどの夏緑広葉樹類をしぼしぼ混生している。厚木市内では，これらの夏緑広

葉樹類が優占していることが多い。群集内では，亜高木層以下にシロダモ，ヤブツバキ，シュロ，
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　　Fig・21．火山灰台地上のシラカシ群集典型亜群集の残存林（緑ケ丘福伝寺約52m）。

Rest－Bestandvorl　Quercetum　myrsinaefoliae，　Typische　Subassoziation
auf　der　Hochebene，　wo　diese　mlt　vulkanisc｝1er　Asche　bedeckt　ist（Fukudenli，　Midorigaoka，　ca

501n　U．　NN）．

アラカシ，ヒサカキ，ネズミモチ，ナンテン，チャノキ，アオキ，モチノキ，マンリョウ，シキ

ミなどの常緑広葉樹類が多教生育している。草本層においてもヤブコウジ，ヤブラン，キチジョ

ウソウ，ジャノヒゲ，テイカカズラ，ビナンカズラ，ナキリスゲ，オモトなどやヤブソテツ，ヤ

マイタチシダ，イワガネゼンマイ，オクマワラビ，ベニシダ，アイアスカイノデなど，常線，半

弓緑生のシダ植物などが多数生育している。また，群落内に生育する夏緑広葉樹類は，高木層に

ケヤキ，ムクノキ，エノキ，イヌシデ，ミズキなどを混生，あるいは優占し，低木層にはマルバ

ウツギ，カマツカ，ヤマブキ，エゴノキ，コクサギ，ガマズミ，イボタノキ，ムラサキシキブな

どが小被度ながら生育している。

　シラカシ群集には，厚木市内では以下の2亜群集がみとめられた。

　i）典型亜群集

　特別の区分種をもたない，群集の典型林分である。高木層はシラカシが優占し，また同じ常

緑カシ類のアカガシも高い難度で混生することが多い。高木層にはイヌシデの他は，ほとんど

夏緑広葉樹類を混生しておらず，常緑広葉樹類の優占した典型的な常緑広葉樹林の群落相観を
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呈している。亜高木層以下でも，ヤブツバキ，アオキ，テイカカズラ，キヅタ，ヤブコウジ，

ピサカキ，ジャノヒゲ，ベニシダなどの常緑生の低木類や草本植物の常在度と詠出が高く，夏

緑生の低木や草本植物は，低難度で混生するにすぎない。群落の平均出現種数は24種と後述の

ケヤキ亜群集に比較してきわめて少ない。

　典型亜群集は，厚木甫内の火山灰台地地帯である中津原，荻野原，尼寺原，長谷原などの台

地上におもに発達している。しかし，これらの台地上は，現在，畑地や住宅地として広く利用

されており，その残存林分は，数えるほどしかない。

　ii）　ケヤキ亜群集

　ケヤキ亜群集は，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，ハナイカダの夏緑広葉樹とタブノキ，オクマ

ワラビ，ヤブソテツ，イワガネゼンマイ，ヤマイタチシダ，キチジョウソウの常緑生の植物種

群によって区分される。高木層はケヤキが優占している群落がほとんどであり，常緑広葉樹の

シラカシ，タブノキなどが20～30％の植被率で混生しているにすぎない。

　シラカシ群集は，おもに火山灰台地上を占める常緑広葉樹林として位置づけられている。し

かし，シラカシ群集を特徴づける優占種のシラカシをはじめ，チャノキ，オモト，シュロ，ナ

蝋
1舞　

霧鼻面面懸講羅灘繊難騒饗鉱毒

織

、灘謹． 懸

　　Fig．22．河成段丘斜面にみられるシラカシ群集，ケヤキ群集（古賀約45m）。

Quercetum　Inyrs重nae董oiiae，　Subass．　von　Ze｝kova　seエrata　auf　dem

奎｛ang　der　Terrasse　aus　FluBsedimenten（Koga　ca　45　m菰．　NN）．
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ソテソなどの種群は，いずれも栽培逸出種であり，植栽であることが多い。厚木市内に限って

みると，シラカシ群集の群落構成種のうち逸出種などを外くと，群落組成はヤブコウジースダ

ジイ群集やイノデータブノキ群集に類似してくる（Tab45参照）。

　また，厚木市では，標高約200mまではシイータブ林（ヤブコウジースダジイ群団）域であ

ると考えられ，厚木市の火山灰台地のほとんどが，気候的にはシイータブ林の潜在自然植生域

に属している。したがって，厚木市のシラカシ群集は，成立年代が新しく，貧養な火山灰地と

いう地質二面と，長い間の人為的影響に対応した常緑広葉樹林として位置づけられる。

　亜高木層，低木層には，シロダモ，アオキの丁度がとくに高く，その他にヤブツバキ，アラ

カシ，ピサカキ，ネズミモチ，チャノキ，タブノキ，シュロなどの常緑生の低木類の常在度が

高い。草本層は一般に植被率が高く，キチジョウソウ，ギヅタ，ヤブラン，ヤブコウジ，ジャ

ノヒゲなどの常在度が高い他，とくにオクマワラビ，ヤブソテツ，イワガネゼンマイ，ヤマイ

タチシダ，ベニシダ，アイアスカイノデなどの中形の常緑生のシダ類が高い常在度と被度を占

めているのが特徴である。群落の平均出現回数は41種類にものぼり，植物相が豊富な森林のひ

とつである。

　このケヤキ亜群集は，火山灰台地と沖積低地の双方にみられるが，残存植生の大半は，河成

段丘面としての火山灰台地の段丘斜面に集中している。この段丘斜面地の残存林分は，群落高

が20mを越す自然度の高いものである。幅をこそ狭いものの，段丘面に沿って長く生育してい

るこれらの残存林は，土地利用が進み，緑地の少ない厚木市の台地や低地地帯の中で景観形成，

環境保全上においても，きわめて重要な植生である。

　　4）　アラカシーウラジロガシ群落

　　　　Q拠θrc麗8ρ」απcα圃Qμθreπ88α」εdηα”Geselischaft　（Tab．17）

　厚木市では，海抜高度約200mを越えると，低地で多くみられるスダジイやタブノキの残存木

がきわめて少なくなる。標高200m以高の山地では，代ってアラカシ，ウラジロガシ，アカガシ

の常緑カシ類を主とする森林がみられる。この群落はウラジロガシ，ヤブテッケイ，イロハモミ

ジ，コナラ，シラキ，オオバウマノスズクサを区分種としてアラカシーウラジロガシ群落にまと

められる。アラカシーウラジμガシ群落は，高木層にウラジロガシ，アラカシが優占する他，コ

ナラ，ケヤキ，エソコウカエデなどの夏緑広葉樹類をわずかに混生している。亜高木層，低木層

でもヤブニッケイ，カヤ，シロダモ，アオキ，ピサカキ，ヤブツバキなどの常緑樹とともにイμ

ハモミジ，シラキ，ダンコウバイ，マルバウッギなどの夏緑広葉樹類が生育している。しかし，

いずれも常緑の種群が優勢である。草本層は一般に発達が悪く，植被率5～15％と低い引分が多

い。草本層ではヤブコウジ，テイカカズラ，ヤマイタチシダなどの常緑植物がおもに生育してい

るQまた，低地のシイータブ林域に高い常在度で生育しているヤブラン，ベニシダ，キチジョウ

ソウ，ビナンカズラなどがほとんどみられない。この群落の生育地である丹沢山地，中津山地で
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は緑色凝灰岩（グリーンタフ）を母岩としており，岩質はもろく，くずれやすい。したがって，

土壌は，母岩の露出した砂質の未熟土壌で，林床植生を貧弱にする要因ともなっている。

　また，アラカシーウラジロガシ群落と接して，上部尾根部に発達しているシキミーモミ群集と

は，アオキ，叢薄バノイノモトソウ，ジャノヒゲ，ヤマイタチシダ，シロダモが生育することで

区分される。

　アラカシーウラジロガシ群落は，さらにケヤキ，キヅタ，クマワラビ，ウラギソツルグミで区

分されるケヤキ下位群落と，アカガシ，クマノミズキで区分されるアカガシ下位群落とに区分さ

れた。ケヤキ下位群落は，斜面中下部に発達し，アカガシ下位群落は斜面上部にみられる。ケヤ

キ下位群落はイロハモミジーケヤキ群集の組成に類似してくるが，林床にケヤキ林特有の好湿性

一群が少ないことと，高木層に常緑広葉樹類が優勢であることからケヤキ下位群落にまとめるに

とどめた。厚木市内の谷部では，このアラカシーウラジロガシ群落に接するイロハモミジーケヤ

キ群集に含められる植分をみることはできず，代ってタマアジサイーフサザクラ群集が発達して

いる。

　5）　シキミーモミ群集

　　　1ユ玉ic圭。－Abietetum　fir凱ae　Suz－Tok．1961　（愛ah．18）

丹沢山塊の尾根筋には，針葉樹のモミを主とした森林群落が帯状に発達している。この針葉樹

　　　　　Fig．23．大山山地の尾根部に発達したシキミーモミ群集（約480m）。

11hcio－Abietetum　firmae　au士denR菰ckendesGebirgesTanzawa（ca480m葛。NN）．
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林はシキミ，モミ，ミヤマシキミ，アセビ，コウヤボウキ，キッコウハグマ，イヌガヤ，ヒイラ

ギで標徴，区分されシキミーモミ群集にまとめられる林分である。高木層はモミの優目する林分

が多いが，アカガシの優占林分もみられる。亜高木層以下にはシキミ，アセビ，ウラジロガシ，

ピサカキなどの常緑広葉樹類の被度が高い。しかし，低被度ではあるがマルバウツギ，ヤマツツ

ジ，クロモジ，ヤマボウシ，ツリバナ，タチツボスミレ，コウヤボウキなど多数の夏緑性の低木，

草本植物が混生している。丹沢山塊では，大山のモミ林，札掛のモミ林がそれぞれ有名であり，

まとまった面的ひろがりをもって残存している。厚木市内では，標高800m以下の山地の尾根に

沿って細長く帯状に散在するだけで，面積的にも狭く，シラキークマシデ群落や，アズマイバラ

ーツクバネウツギ群落などの隣接群落の影響を受け，これらの群落の構成種が多数侵入している

といえる。また，札掛のモミ林の一部では，モミとッガの混生林もみられるが，大山の厚木市域

ではツガの生育はみられない。

6）　コクサギーケヤキ群集

　　Orixo－Zelkovetロ翼n　serra重ae　Miyawak圭etToma　1975（7ab・20）

コクサギーケヤキ群集は，斜面下部や谷沿いに発達する夏緑広葉樹林である。高木層はケヤキ

Fig．24．コクサギーケヤキ群集の標七種のひとつ，イチリンソウ（舟沢，小鮎川）。

　　Aη8〃30ηθノZαcc∫4αin　Bl｛ite，　eine　Charakterart　des　Oτixo－Zelkovetum

　　serratae（bei　FluβK・ayugawa　Funazawa，12G　m荘．　NN）。
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が優占し，ミズキ，イヌシデなどを混生している。コクサギーケヤキ群集は，林床に生育する地

中植物（Geophyten）群によって特徴づけられる。ここではイチリンソウ，ジロボゥエンゴサク

などの早春開花の植物がみられた。その他ではウバユジ，セントウソウ，サイハイラン，ホウチ

ャクソウ，ツルカノコソウ，イヌショウマなどの夏緑生の多年生草本植物が多数生育しているの

が特徴である。また，林床にはアズマネザサが高い二度で生育しているが，低木類の生育種数も

多い。アオキ，アラカシ，ツルグミ，シロダモ，チャノキなどの常緑広葉樹類をはじめ，ヤマブ

キ，ムラサキシキブ，アプラチャン，ミヤマウツギ，イボタノキ，ヤブデマリ等の他，多数の：夏

緑広葉樹類が生育している。しかし，いずれも小面度で生育している。

　コクサギーケヤキ群集は，おもに関東地方のローム台地帯にその分布がみとめられている（宮

脇，藤間1975）が，厚木市では，中津山地の山足部にも発達していることから，ローム台地に限

らず山地山足部や谷部等にも分布していることが明らかとなった。また，コクサギーケヤキ群集

は，同じ常緑広葉樹林域に発達するケヤキ林であるイロハモミジーケヤキ群集とは，イロハモミ

ジ，イヌガヤやクマワラビ，ヤブソテツなどのシダ植物類を欠き，種組成的に異なる他，イロハ

モミジーケヤキ群集が岩直上の渓谷林であるのに対し，コクサギーケヤキ群集では，土壌の厚く

堆積した富民立地上に発達している。

　コクサギーケヤキ群集は，厚木市の山地山足部一帯に潜在自然植生域を占めていると考えられ

る。

　　7）　ムクノキーエノキ群集

　　　　Apha烈aRもko－Celもidetum　japo斌ic3e　Ohno1979（雪ab．21）

　相模川とその支流によって形成された沖積低地地帯では，今日その橡とんどが住宅，商業地域

と水田，畑作地として利用されている。このような低地では残存する自然植生は皆無に近く，わ

ずかに社寺林や古い農家の屋敷林にそのおもかげをみるにすぎない。

　相模川沿いの厚木市関口で，この沖積低地にエノキ，ムクノキの夏緑広葉樹類が高木層を占め

る群落がみられた。．この群落は群落高16mに及び，エノキ，ムクノキの他にミズキ，イヌシデ，

ケヤキの夏緑広葉樹を混生している。しかし，亜高木層以下にはシロダモ，アオキ，ビナンカズ

ラ，カヤ，シュロ，ヤブラン，ジャノゲ，キチジュウソウなど多くの常緑性の嘉言が生育してお

り，その植被率も高い。この群落は，ムクノキ，エノキ，キチジョウソウを標徴種，区分種とし

てムクノキーエノキ群集にまとめられる。ムクノキーエノキ群集は，おもに西日本太平洋岸側の

ヤブツパキクラスにおける沖積低地に生育しており，温量指数125℃以上の地域に分布するとさ

れている（大野1979）。しかし，厚木市の低地では温量指数118℃を示し，かなり低い。したが

って，ムクノキーエノキ群集は，実際には温量指数125℃の等温線よりも若干広く分布している

ものと考えられる◎

　ムクノキーエノキ群集は，相模川沿いの自然堤防上や三角州性低地上の潜在i自然植生と判定さ
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騰
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：轟幽幽

　　　　　　・・翻智

瓢雛箋灘、

Fig，25．沖積低地に発達するムクノキーエノキ群集，ムクノキの優占林分（関q，約30m）。

Auf　dem　AiluviumimFlachlandentwlckeltes　Aphanantho－Celtidetum　japon亙cae

　（Sekiguchi　ca．30　m廿，　NN）．

れるが，これらの低地でも，現在，畑地や住宅地として盛土をしてある地域では，イノデータブ

ノキ群集が潜在自然植生として成立している。ムクノキーエノキ群集とイノデータブノキ群集は

組成的にもきわめて類似しており，ムクノキ一隅ノキ群集ではテイカカズラ，ヤマイタチシダ，

ベニシダなどの常緑性の種群を欠いており，高木層を夏緑広葉樹類が占めて優翻している。

b　低　木　群　落

　　D　クサイチゴータラノキ群集

　　　　Rubo　hirsut童・Aralietum　Miyawakieもal．1971（Tab．22）

　クサイチゴーダラノキ群集は，山地の森林植生伐採跡地に発達した夏緑生の低木群落である。

森林伐採直後の初期段階ではベニバナボ恥曝ク，ダンドボロギクなどの一年生草本植物による群

落（ベニバナボロギクーダンドボロギク群集）がみられるが，ここでは，タラノキ，アカメガシ

ワ，カラスザンショウ，キブシ，ヌルデ，クサイチゴなどの先駆生の夏緑低木類を標三種，区分

種として，クサイチゴLタラノキ群集にまとめた。クサイチゴ磯鶏ラノキ群集は標高600～700m

の山地，カシ林域に比較的多くみられ，低地のシイータブ林域には少ない。低地のシイータブ林
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では伐採跡地にはヨモギクラスの多年生草本群落や，ツル植物，あるいはアズマネザサなどがい

ち早く繁茂し，伐り跡群落としてベニバナボロギクーダンドボロギク群集やクサイチゴータラノ

キ群集は1～2年ないし3～5年の短期間に，しかも断片的に発達するにすぎない。

　　2）　ク：コーノイバラ群落

　　　　五〃。砿η第rん。〃め∫fb‘∫腐η多．Ro8α7ππ髭がJorα．GeseHschaft（Tab．23）

　相模川戸沢橋付近の堤防上にはクコやノイバラを優勢とする群落が断続的にみられる。この群

落は平塚市の相模川や金目川の土堤上から報告されたクコーノイバラ群落（宮脇他　1976）と種

組成的に一致することから同じ群落に含めまとめられた。クコーノイバラ群落はクコ，ノイバラ，

ガガイモ，ヘクソカズラ，ツルウメモドキを区分種としてあげられているが，今回調査を行なっ

た群落では，このうちツルウメモドキを除く4種の群落区分種の生育がみとめられた。クコーノ

イバラ群落は同じ堤防上にみられるオギ群集やメダケ群落とモザイク状に生育するが，最近では

堤防がコンクリートなどで補強されたり，火入れされているため，この群落を含めた堤防上の植

生の多くは破壊されている。

　クコーノイバラ群落は，多摩川，荒川流域でも観察される。

　　　Tab．23．クコーノイバラ群落
義yc如〃ユ78ん。ηzろゲb謀z‘〃z－Ro∫αη耀髭ゲZorα一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahne：

Gr6Be　d．　Probeflache（㎡）；

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）l

Artenzahl＝

調　査　番　号

調　査　面　積

植　　生　　高

岳　　被　　率

出　現　種数

1

4

1

80

8

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　Ro5のノ謝あゲZoプα

　義y磁ηげ1zoηz∂麹伽ノ1乙

　姦e漉プfα∫cα7z48η∫var．1～～α〃窃

　M珍彦‘ψ♂θ諮ブ砂。／zゴごα

Begleiter；

　Mご∫cαη疏泓∫∫α励αプ卯。耀5

　Aπθ〃zゴ5∫α含力zαψ∫

　Coη3〃露読παco／2z〃z朋お

　Egμゴ5顔〃ノ3ρプ喫刀5θ

Lage蔵．　Datum　d．　Aufnahme＝

群落区分種

　ノイバラ

　クコ

　ヘクソカズラ

　ガガイモ

随伴種

　オギ

　ヨモギ

　ツユクサ

　スギナ

3・3

3・3

十・2

÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

調査地および調査年月日Tozawabashi　am　Flu8　Sagami（Dec，28．1980）

1・2

1・2

十

十

相模川戸沢橋付近．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55

　　3）　ジャヤナギーアカメヤナギ群集

　　　　Sal圭cetum　er玉ocarpo麟chaeno瓢eloiδis　Okuda1978（Tab・24）

　相模川や中津測の三等敷では，イヌコリヤナギ，オノエヤナギ，カワヤナギ，タチヤナギなど

のヤナギ類が，単本的にはかなり広く生育する。しかし，群落を形成するまでには至っていない

ものが多い。相模川の相模大橋付近より下流の河川敷や，新玉川と相簸川との合流点付近には，

樹高3～4mのアカメヤナギの小群落が点在している。

　このヤナギ林は，アカメヤナギ，ジャヤナギを標徴種とするジャヤナギーアカメヤナギ群集に

まとめられる。

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集は，藤本層にアカメヤナギの他にジャヤナギ，オノエヤナギが

低襟度で混生している。林床にはクサヨシ，ギシギシ，ウシハコベなどの草本植物が優勢であり，

アカメヤナギ林に隣接するセリークサヨシ群集やオギ群集，ナガバギシギシーギシギシ群集の構

成種麹が多数混生している。

　群落は，河川敷において冠水の影響を比較的受けにくい，粘質土壌の厚く堆積した立地にみら

れる。

驚藻

潮嚢菱喰・

法認鞍藁菰驚．搬

纏鍵講

　ゴ謝一・、

衝ぎ趨

憲’

Fig．26．相模川河川敷内セこみられるジャヤナギーアカメヤナギ群集。

Sahcetum　eriocarpo，chaenomeioidis　belmFluBSagami．
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　　Tab．24．ジャヤナギーアカメヤナギ群集

Saliceturn　eriocarpo－chae烈omeloidis

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）；

H6he　d．　Krautschicht（m）；

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl＝

調　査　番　号

調　査　面　積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層頬被幅
出　現　種　数

Kennarten　d。　Ass．：

　＆漉：τ‘んαθηo祝8♂of如∫

　＆τ傭8r∫oα砂α

Kennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　＆乙Z鋤5α漉α伽6π5∫5

　5診ぬ祝伽zろ狗幽πη3

Begleiter：

撫加π伽5∫6απ漉η5

・47閣’θ痂5ゴαρ廟⑫∫

飢α♂α万5α耀η読ηα66α

E7傅∫962層。π5襯α彦プ6π5ゴ∫

アb彦β漉♂♂α方倒η伽α

Ro5α2π麗Z彦〃702弓α

群集標野種

　アカメヤナギ

　ジャヤナギ

上級単位標徴種

　オノエヤナギ

　コモチマンネングサ

随伴種

　カナムグラ

ヨモギ

クサヨシ

オオアレチノギク

ミツバッチグリ

ノイバラ

　L匁π∫’フ駕ηzゴ妙。加飾加　　　　　　　　　　　ネズミモチ

　ル短α6刀Z漉6ho孟0ηZ解0プZ己ηZ　　　　　　　　　　　　　　　オ’オ’クサキビ

　5館ZZα2ぜαπ（1κα彦∫Cα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシハコベ

　Agr吻・プ。η肋ηz（η’f　　　　　　　　　　　　　　カモジグサ

　Rπη昭∬ノ4ρ0加躍∫　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

　Gζz距㍑η宴）μ万z6ノπノニ5孟万go5z6ノπ　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

出現1回の種AuBerdem　le　einmahn　Aufn．　Nr．1．

S

S

S

K

S

K
K
K
K
K
S

K
K
K
K
K
K
K

1　　　2　　　3

25　　25　　！6

4　　3．5　　4

70　　70　　70

1　　0，5　　1．5

20　　40　　50

19　　19　　21

4●4　　4●4　　4●4

1●2　　1．1　　1・2i

1・1　　玉・1

・　　十

1・1

　●

　十

　十

十。2

　十

1・1

　十

　十

　十

　〇

　●

　●

　●

2・1

　0

1・2

3・3

十

1・2

　●

　■

　●

　0

2・2

十

1。2

十

十

十

1・1

2・2

1・2

十

　●

　●

　●

1・1

1・1

2・2

1・2

十

1。2

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル餐5cαη’勧∫∫αo漉αプヴ70プπ5オギK－1。2，　Lα地y耀5

　9μ∫229πεηθプη加5レンリソウK一十，々ycoプ露㍑読α如ヒガンバナK一十，50Zαη珈ππ忽耀加イヌホオズキ

　K一十，Mbプπ5う。η3の‘∫5ヤマグワ．K一十，　Mfσ05’θ9勿ηz加㎜加θ郡η3　var．ρo砂∫’αc勿π規アシボソK一十，

　E痒gεγoπ‘απα漉η5露ヒメムカシヨモギK一十，50Z∫ぬ90α屠∬カπαセイタカアワダチソウK一十，　Nr．2．

　1乃『ガ61LO5α漉1Lθ56麗。π2π8r碗漉∫カラスウリS一十，　Mb5Zα漉απ疏θプαヒメジソK一十，7br∫Z∫5ノ＠oπ∫ατヤ

　ブジラミK一十，Cα紹£疏雌66㎎’f∫アゼスゲK－1・1，　Cσ解エ読⑫αZα如カサスゲK一十・2，1％らgoππ解

　5θ雇∫co5卿ηママコノシリヌグイK一十，　Nr．3．盗m9’η漉8∫ブ64）oηf6αツルヨシK－1・2，08ηαη疏6ノ妙。．

　擁。αセリK一十，A規δプ05∫α〃諺諏オオブタクサK－1・1，　Cαプ幽ηz勿8∫Zθエz‘o∫αタネツケバナK一十，

　Xα漉腕πη30αηα漉π58オオオナモミK一十，1％8漉万α5α切4顔5var．ノη勧窃ヘクソカズラK一十，α翼ηθ

　∫（〃娩ツルマメK一十・2，＆〔ツ05α㎎厩α’π5アレチウリS－1。1

Lage　u・Datuln　d・Auf聡hme：調査地および謁査年月日；FluB　Sagami（Dec．28，1980）相模川戸沢橋付近
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　　4）　イヌコリヤナギ群集

　　　　Sahcetum　圭ntegrae　MiyawakietOk聡虚＆19ア2（Tab．25）

　相模川の戸沢橋付近では，相模川本流の流水辺に沿って樹高2m程度のイヌコリヤナギとネコ

ヤナギが帯状に生育している。低木叢林を形成するには至らず，単本的であるものも多い。また

イヌコリヤナギとネコヤナギに混じってヨモギ，ギシギシ，クサヨシなどの草本植物も混生して

いる。

　この細く帯状にみられるヤナギ低本植分は，イヌコリヤナギを標徴種とするイヌコリヤナギ群

集に含めてまとめられる。イヌコリヤナギ群集には，さらにネコヤナギ亜群集と典型亜群集とが

知られており，ネコヤナギ亜群集は桐模川中流部の河床部に生育するとされている（奥田1972）。

今回植生調査された植分は，ネコヤナギ亜群集の区分種とされているネコヤナギとオノエヤナギ

が混生していることから，イヌコリヤナギ群集ネコヤナギ亜群蜘こ相当すると判定される。

　イヌコリヤナギ群集のみられる立地は，礫を多量に含む球質土から成っている。また流水域か

らはなれると丁丁土の割合が高くなり，ジャヤナギーアカメヤナギ群集の生育地となっている。

このことからイヌコリヤナギ群集は高木林であるジャヤナギーアカメヤナギ群集のマント群落的

な位置を占めていると考えられる。

　なお柑模川中流域上半の新昭和橋付近では，礫を主体とした河川敷に樹高2m程度のイヌコリ

ヤナギとタチヤナギが相妾数みられる。これらの幼木はイヌコリヤナギ群落を形成しつつあるが，

Tab．25．イヌコリヤナギ群集

GrδBe　d．　Probefl謹che（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Σ）ecku昆9　d．　Strauchsch歪cht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d。　Krautschicht（％）；

Artenzah1＝

Salicetum　integrae

　　　　　　　調査面積
　　　　　　　低木層の高さ

　　　　　　　低木層植被率

　　　　　　草本層の高さ
　　　　　　　草本層喫驚率

　　　　　　　出　現品数

20

2

40

0。5

80

17

K。＿・d．Ass．：　　　　　　　群集灘種　　　　1
5疏伽餌　　　　　　　　　イ・・リヤナギ　　si　2．2

繋撚蹴　　　繋乳　：』：l
Begleiter：随伴種

　Ro5αη3πZの70鵤ノイバラS－2・2，　K一十・2，　Aプ∫θ〃zf∫短ρガηc砂5ヨモギKl－2・2，　Rπηz8」じブ＠）o厩6％∫ギシ

　ギシKl－2。2，」％’8π’”α々♂6∫疵απαオヘビイチゴK－2・2，飢α」αr∫∫αプz‘加物α06αクサヨシK：一2・3，＆”一

　α万αα9πα批αウシハコベK－1。2，Cαプ4αη3魏θ∫Zε解。∫αタネツケバナK一十・2，　Mf5cαη疏π∫5αo罐αプ解。．

　耀5オギK一十，蹟3cαη訪％∫5加θπ5ガ∫ススキKl一十，06ηαπ疏6ブαηα厩。αセリK一十，拓η∫‘πη漉‘1LO彦。－

　1π卯0耀ηZオオクサキビK一十，Mf（γ05如g伽㎜η力厩π8％η凄var．ρ0む∫如6勿πηLアシボソK一十，50Z∫4αgO

　α屠∬吻αセイタカアワダチソウK一十，（憂yo勿8∫（ゴαツルマメ　K一十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日；Tozawabashi　am　FluB　Sagami（Dec．28．1980）

相模川戸沢橋付近
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まだかなり単本的であり，河川敷で優勢なメドハギーヨモギ群落の中セこ点在する形をとっている。

このヤナギ類が点在する群落はイヌコリヤナギ群集としては，種類組成的にはかなり不完全であ

る。しかし，人為的影響の弱いところではイヌコリヤナギがよく生長していることも考慮すれば，

相模川の河川敷ではイヌコリヤナギ群集の潜在領域がかなり広いものであると考察するに十分で

ある。

c　乾生多年生草本植物群落

　　1）　アズマネザサーススキ群集

　　　　Arundinario　ch呈no．Miscant難e重um　si飛e盤sis　M圭yawaki（T3b．26）

　ススキ草原の多くは，自然植生が破壊された後に二次的に成立する二次草原である。二次草原

としてのススキ草原は，毎年あるいは数年に一回火入れや採草を行なうことによって持続群落と

なっているものの他，森林伐採跡地や耕作放棄畑における遷移の途中相としてもみられる。これ

に対して，自然植生としてのススキ草原は海岸風衝地や定期的に冠水する河川敷のススキ草原な

iil

轍．－鍮
竃騰

、職総総

騨
聯慧

，四獣鞍

網鞭
霧

熱凝

Fig．27．雑木林であるクヌギーコナラ群集が後退して発達したアズマネザサーススキ群集

　　　　（小野　約100m）。

Einko狙plexerBestandvom　Quercetum　acutissimo－serratae　m量t　deln　Arundinario

chino－Miscanthetuln　slnensis，　durch　menschliche　Einwirkung　entstanden（Ono，　ca

100mU．NN）。
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　　　　Tab．26．アズマネザサーススキ群集

Arundinario　chino－Miscanthetum　sinellsis
Nr．　d。　Aufnahme＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

壬｛6he　d．　Vegetatlon（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl＝

調査番号
調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現種数

1　　2　　3　　4

9　16　ユ6　50

2　　2　　2　　2

100　ユ00　100　　90

8　　8　1！　22

Ken臓arten　d．　Ass．　u．　h6heren£inheiten：

　Mf∫cαη孟ん郡5∫加eη5∫5

　1ゼθ乞0うZα∫彦π5‘尻πO

Begleiter：

　君9μ乞5ε加η3α7u8η∫ε

　・4プ68〃z∫5fαρプゴηc6ρ∫

　Pκeプαプ∫αZO6α彦α

群集，上級単位の懸鯛種

　ススキ

　ァズマネザサ

随伴種

　スギナ

　ヨモギ

　クズ

5●5　5．5　1●1　5●4

●　　3●3　5●5　　●

十

1十・2　十
1・2

出現1嗣の種AuBerdem裟βinmal　ln　Aufn・Nr・L　Co〃〃zθ♂勿8‘o〃〃溜廊ツユクサ1・2，

　6αηα盈η∫なヒメムカシヨモギ十。2，　G砂。加85（ヴαツルマメ　1・1，ゐαc旗‘α勿読。αアキノノゲシ

　Nr．2．ぬ8漉万α56αノz4伽∫vαr，〃z厩ブ厩ヘクソカズラ1・2，　E妙α如r加ノz　o痂πθη∫evar．5∫ηψ♂∫c4b♂加73ヒ

　ヨドリバナ＋，V四∫’β万αプ70万δμπぬフジ2・2，　R勧∫プαηα短6αヌルデ1・1，　Nr．3．　Ho班吻：yガαcorぬ畝

　ドクダミ3・3，A舵玩αgμ勿α如アケビ十，　Gッηo∫’βη37παρθ漉妙んッ♂Z躍πアマチャヅル十，∫b砂goηπ珊

　μ♂‘プbηπθミズヒキ十，D∫05corθαブ64）o短。αヤマノイモ十，　Ro∫α2ηπZ彦耀。プαノイバラ十，　Co6‘π伽50プー

　∂∫o認α臨∫アオツヅラフジ3。2，・4疏ッ2用一一ηψo痂。躍πイヌワラビ十，Nr，4．1？腕θη彦∫♂Zα々」初加απαオヘ

　ビイチゴ十・2，五8γo漉52あβコヌカグサ1・2，乃6プガ5ブ曜）o加68コ入ゾリナ1・1，物品8ノ』記銘〃z8塑。卿規

　オトギリソウ十，D6雄z如。プ87zα’αウツギ十，　Cαプ6」じ〃αη5τθr∫αヤワラスゲ十，0∬αZゴ∫coブ加‘認碗α

　カタバミ十・2，E万g6roπαηημz6∫ヒメジョオン十・2，醜碩ρ♂θ忽∫ブ砂。加。αガガイモ2・2，　Rμη38κノα一

　ρo厩6αスイバ十，・4r志州認。πん砂∫4z6∫コブナグサ十，ゐe⑫8漉辮甜ηε諺αメドハギ3・3，1％‘87漉ZZα

三陸厩α7zαミツバツチグリ1。2，1η読g（乖rαρ5伽40∫加。彦。ガαコマツナギ十。2，　K躍7zノπεプ。溺α5オr∫磁αヤ

　ハズソウ十，Aプ‘8η3∫∫如ブ砂。加。αオトコヨモギ1・2，エ≧y∫ゴηzαclz∫α6Z8”zr油漉5オカトラノオ1。2，　A5‘8プ

　αgeプ磁。乞（た5　var．　oηα蝕5ノコンギク1。2，　A1ηoψんαプ｝漉∫605αイタチハギ2・2．

Lage　u．　Datum　d．　Aufaahme：調査地および調査年月日；

　Nr．1：Sukuaiko（Sep，24．1980）宿愛甲，　Nr．2，3：Shilnoaiko（Sep．24．1986）下愛甲，

　Nr，4：FluB　Sagami（Sep．15．1980）相模川，新昭和橋付近

十　　十　1・2

　　●　　　　　　　●

・　　・　1・2

　Eノゼ98roπ

　　　　11

どがあげられる。

　厚木市内にみられるススキ草原は，その大部分は古い耕作放棄畑をはじめ市街地，宅地内に点

在するあき地や宅地造成地，さらには鉄道線路沿いや道路ののり面などに，遷移途上の群落とし

て発達したものである。また，相模川の河川敷内には自然植生のススキ草原もみることもできる。

これらのススキ草原は，アズマネザサを標徴種としてアズマネザサーススキ群集にまとめられる。

アズマネザサーススキ群集は，アズマネザサの分布域から，東日本の太平洋側に分布の中心があ

ると考えられる。アズマネザサーススキ群集は，生育地のちがいによって，群落組成に大きな差

がみられる。すなわち，森林伐採跡地や古い耕作放棄畑にみられるススキ草原では，群落内にア

ズマネザサが混生しており，なかにはアズマネザサがススキに代って優占している植分もみられ
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た。このような植分では，群落構成種も8～1！種と少なく，ススキを除いてはススキクラスの標

徴種群を全く欠いている植分もみられる。

　市街地，宅地内のあき地や鉄道線路沿いにみられるススキ草原では，ススキが大きな株となっ

て団塊状に生育しており，アズマネザサは全くみられなかった。しかし，ススキクラスの標徴種

は数多く生育しており，群集構成種も20種以上におよぶ。また中流域上半の礫を主体とした河川

敷に広くみられる自然生のススキ草原ではやはりアズマネザサはみられず，代って河辺植生のメ

ドハギーヨモギ群落やアキノエノコログサーコセンダングサ群集などの構成種が多数混生してい

る。

　　2）　シバ群落

　　　　ZoμsεαノαpOFL‘cα一Gesellschaft　（Tah・2ア）

　シバ草原は，北海道の中北部や高山を除いてほぼ日本全域にみられる。しかし自然草原として

のシバ草原は，岩山から成る海岸の風衝地や山地の露岩地などの極端できびしい立地条件下にき

わめて局地的にみられるにすぎない。現在各地に生育しているシバ草原のほとんどは様々な人為

的干渉下に成立している二次草原である。厚木市でシバ草原のみられるのは，おもに人工的に植

栽管理されているゴルフ場内である。ゴルフ場では週1～3回程度の刈り込みをおこなっている。

　ゴルフ場内ではティーグランド，フェアウェイ，グリーン，ラフなど場所に応じてそれぞれ最

も適した種類のシバが植えられている。ラフ付近にはシバ（ノシバともいう日本の自然種Zoッ磁

力ρo耽のが植えられており，管理が比較的粗放なためススキ，チガヤ，オオアレチノギク，ヒ

メムカシヨモギなどの高温草本植物がμゼット状で多く混生してる。またグリーン付近には踏圧

や刈り込みに強いベントグラス（ハイコヌカグサ）が植えられている◎ここでは高圧や刈り込み

20cm

0

皇

遜

σ

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　瀞ワ辱

　1　　　　　　2　　　　　　　1　　　　　3

　　　Fig．28．シバ群落断面模式図
ヤrε9砿磁∫oη∫プ》r（～π♂der　Zoy5ぎαブ＠o痂‘α一Gesel髭schaft

1二周頃yεfαゴ＠oπ掬4　シバ

2：L8∫∫）ε（！磯αcκηe醜α　メドハギ

3二P伽η∫5ε郎〃z諺。φεcμro認ε5　チカラシバ

子

1
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　　　　　　　　　　Tab．27．シバ群落

　　　　　　　　　Zのノ5ぬブψoη∫‘α・Gesellschaft

a；Untereinheit　voH∬ηψ8プα如くy伽謝。αvar，た08／z∫g∬　チガヤ下位群落

b：Untereinheit　von　Agプ。戯∫∫’oZoη珈rα　ハイコヌカグサ下位群落

Nr．　d．　Aufnahme：

GrδBe　d．　Probeflache（m2）

Hdhe　d．　Vegetation（cm）

Decユ｛ung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

調査番号
調査面積
植　　生　　高

尾　　被　　率

出現種数

1・｝bl

Trennarten　d．　Gese11schaft：

　Zの，5fαブ妙。痂。α

Trennarten　d．　Untereinheite簿；

　Eノ’ゼ98プ。η5μノπα孟プθη∫∫5

　E万9βブ。ηαzηα漉麗∫∫∫

　1ηψ6プ伽妙伽伽。αvar．ん0θη∫9商

　Agγ0∫‘∫∫∫訟0♂0η沸γα

　κy疏π9π9プα6ガ〃〃ノ’π

Begleiter：

　D匁∫畝万αα4508η48π∫

群落区分種

　シバ

下位群落区分種

　ナオアレチチノギク

　ヒメムカシヨモギ

　チガヤ

　ハイコヌカグサ

　ヒメクグ

随伴種

　メヒシバ

1　2　3　4
4　4　ユ　2

5　10　3　5
95　　95　100　100

13　7　5　！0

15●55・5　一ト　　十「

；　十1・1；　。　　◎

l　　i
i＋　＋i●　。
；十・2　十i・　・
…∵一闇τi冒冨；百“弱；

　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　。　・1十　十1

・　1・2十　十

出現一回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nτ．1：Mf5‘召那加∫5加θη跡ススキ十・2，καZ翻βプ∫∫ツ。一

　耀6παヨメナ十，E万g8プ。πσηη膨5ヒメジョオン十，5∫”ガη漉∫μノπα∬α7z孟産π7πニワゼキショウ十，

　Rκ脚8譜ノ64＞o加副5ギシギシ十，五τ朗∫∫彦oZoη旋プαジシバリ十，0：願薦607一η∫σμZ碗αカタバミ十，　Nr．2＝

　50η6乃2‘50～θ7η‘8μ5ノ・ルノノゲシ十，＆‘αがαgZαμ‘αキソエノコロ十，　Nr．3：Po砂goημノπZoπg∫58戯7π

　イヌタデ＋・2，NL　4：」配爾∫4θゐ読5オオジシバリ＋・2，7｝ガb♂加πプゆεη∫シロツメクサ＋，迎α漉α・

　goα5fαだ6αオオバコ十，　EZθ鰐加8初読。αオヒシバ十，∫b砂goηz〃πα擁。配αプθミチヤナギ十，5αψ屠一

　読π寵陀ブηα加ηZフユノハナワラビ十．

Lage　u．　Datuπユd，　Aufnah阻e；調査地および調査年月日　Honatsugl－Countryclub（Nov。5．1980）本厚木カ

ントリークラブ

に強い二二のオオバコ，オヒシバ，ミチヤナギや，ヒメクグ，オナジシバリなどが生育しており，

ラフ付近でみられたススキやチガヤはまったく生育していない。

　このようなシバ草地は，ゴルフ場の他にも公園や工場の敷地内などにみられた。

　　3）　カゼクサーオオバコ群集

　　　　Eragrosもio　feuug呈neae・1）1anもaginet疑masiaticaeΨx．197ア（Tab．28）

　市街地やグランド，駐車場，農道あるいは河賊勢などのように電圧などによる人為的影響の大

きな立地には，カゼクサ，オオバコなどを主体として，オヒシバ，アキメヒシバ，シロツメクサ

など！0種：程度の草本植物で構成される群落がみられる。この群落はカゼクサ，オオバコ，ミチヤ

ナギで標徴，区分されるカゼクサーオオバコ群集にまとめられる。カゼクサーオオバコ群集は踏
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　　　　　　Tab．28，カゼクサーオオバコ群集

Eragrost玉。　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae

　　a：Typische　Subass．典型亜群集

　　b：Subass．　von　Eleusine　indica　オヒシバ亜群集

1・ lb 1
Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cの＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Arlenzah1：

調査番号
調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現二三

1　2　3　4
1　6　12　4
10　　30　　30　　40

60　　60　　80　　95

8　9　11　13

Kennarten　d．　Ass．　u．　h6heren　Einheitenl

　Eプα8ア。∫オf5プ診ププπg〃～印

　迎αη∫α90α3∫α彦∫ω

　∫b砂8・oηπノπα窃α4αプθ

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　E♂召麗∫加8加漉6α

　7bノηκαα〃z聯伽α♂8

Begleiter：

　（乃ガbZ認ノπプψθノz5

　D忽加痒α冨ozα5‘8η∫

　Kz6〃切Z8ブ0加α∫彦ノーガα’α

　A∫’87・孟zめ配α顔∫

　Cbワzo40η4αこら，Zoη

　」κη餌5君εη痂5

　Rzゆα如ノπ勧ノz∂6ノμガ

出現一回の種

群集および上級単位標徴種

　カゼクサ

　オオバコ

　ミチヤナギ

下位単位区分種

　オヒシバ

　セイヨウタンポポ

随伴種

　シロツメクサ

　アキメヒシバ

　ヤハズソウ

　ホウキギク

　ギョウギシバ

　クサイ

　スズメノヒエ

1．24●42●24●4

3●32．2　一ト　2●2

・　。　・　十

。　12●33。3　十1
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・1十　十　十i

　　　　　　AuBerdem　je　einmahn　Aufn．　Nr．11五6ゆ8漉澱ごκ22θ鷹αメドハギ＋，

　ブ。如ノz4z‘5ハマスゲ十，　E7ゴg8π）π6〃zα漉π5ゴ∫ヒメムカシヨギ十，　Nr．3：E61z加。‘配。ασ”π∫・gα♂”イヌ

　ビエ1・1，Rηzガ6κノπ櫛型砿。〃3ゲZo耀η3オオクサキビ十，　Nr．4：3θ彦α2’∫αgZαμ6αキンエノコログサ1・1，

　湯・匁8プ。η／＞1認α認砂ん∫α‘∫ハルジョォン十，乃π加∫ε如ηzαZ砂ε偲ノ闇of（喪∫チカラシバ十，　Aプ彦8〃z∫5毎ρ万ル

　‘ゆ5ヨモギ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日

　　Nr．1＝Shinshowabashi（Sep．！5．1980）新昭和橋，　NL　2；Shukualko（Sep．24．1980）宿愛甲

　　Nr．3＝Naganuma（Sep。18．1980）長沼，　　　　　Nr．3：Kamiochiai（Sep．24。1980）上落合

1●2　1。1　1・13・3

2・2　　●　4。42・3

　。　十　・　3・3

十　　。　十　　。

　・　十　2・2　・

十。2　・　　・÷・2

十。2　・　十　　。

Nr．2：（ら｛ρε駕

圧が強く地面の硬い部分には，主にオヒシバがみられ，踏圧の影響がやや少なくなるにしたがっ

てカゼクサやアキメヒシバが優勢になっている。さらに踏圧の影響が弱い所ではヨモギクラスの

路傍雑草群落が発達する。

　カゼクサーオオバコ群集は，ナヒシバ，セイヨウタンポポで区：分されるオヒシバ亜群集と特別

の区：分種をもたない典型亜群集とに区：分できた。オヒシバ亜群集は，グランドや駐車場などの地

面が硬く乾燥した場所にみられ，典型亜群集は，河川敷内や農道などに多く生育していた。
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25cm

、」

　　　　　　2　　　　　3　　　1　　　　3　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　Fig．29．カゼクサーオオバコ群集の群落断面模式図

VegetationsproflldesEragrost玉。　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae
　1；Eプα9プ。∫彦f∫プけプμ8’加飢　　カゼグサ　　　　3：1乃ガbZ詔ノπプ｛ψ伽∫　　シロツメクサ

　2＝迎αη如goα∫∫α彦∫oα　　　　オオバコ　　　　4：EZ8κ∫加θ∫π（窟。α　　　オヒシバ

　　4）　ミツデウラボシーイワタバ：コ群集

　　　　Cryps圭nus　hasもatus－Conandron　ramond互oides・Ass．

　　　　M量y3waki　et　al．1971（饗ab・29）

　ほぼ垂直に近い露岩，岩壁地や関東ロームの壁面には，コモチシダ，ゲジゲジシダ，ヤマイタ

チシダ，ゼンマイなど，おもに羊歯植物による群落が発達しているQ岩壁面が陽当りが良く乾燥

立地である場合には，ミツデウラボシ，コモチシダ，ヤマイタチシダあるいはハコネシダなどが

多い。また被陰地で，より湿性の立地ではゲジゲジシダ，ミゾシダなどの羊歯植物の他イワタバ

コや蘇苔類が多く生育するようになる。これらの群落は，ミツデウラボシーイワタバコ群集とし

　　　　　Tab　29　ミツデウラボシーイワタバコ群集

Crypsinus　hastatus－Conandron　ramondloides．Ass．

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

門門＿m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1；

調査面積　　　　l

l∴l　！
植　　被　　率

出　現種麹

4

S

90

30

50

5

≦撚下野艶　　饗墜勢び鵬i
。轟沈　一　　随罐御　　1
寮難窯隔　　　鶏罫　l
Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調i査地および調査年月日；Kotakuli（Nov．5．1980）広沢寺

3。3

2・3

1・2

十
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てまとめられている。ミッデウラボシーイワタバコ群集は，神奈川県内では，三浦層群に代表さ

れる第三紀砂層の分布する三浦半島一帯や，丹沢，箱根山塊の山足部など急傾斜や小崖地の多い

地域に局地的に広く生育している。

　厚木市内では，丹沢山塊の一部である山地の山足部にわずかにみられるにすぎない。

　　5）　アキノノゲシーカナムグラ群集

　　　　Lact臓co三Pdicae－H裂muletum3apo苑icae　Okuda1978（Tab．30）

　時に，ゴミ投棄のおこなわれるあき地や畑放棄地，農道と畑の間などの富栄養な立地には，カ

ナムグラが一面に被った群落がみられる。この群落には，カナムグラの他にもクズ，ヤブガラシ，

ヤブマメなどのつる植物が多く，またアキノノゲシが点々と混生している。つる植物に覆われた

被陰一ドセこは，ヒナタイノコヅチ，ツユクサ，ママコノシリヌグイなどの生育がみとめられる。こ

の群落はアキノノゲシを標微雨，カナムグラを区：分種とするアキノノゲシ一二ナムグラ群集（奥

田1978）としてまとめることができる。

　アキノノゲシーカナムグラ群集は，窒素分の多い富栄養な荒地や河川土手，路傍などにマント

群落状にひろがっている。

　工m

　5　　　6　　　　　　　4　　　3　　2　　　　　　　　　　　　　1　　5

　　　Fig．30．アキノノゲシーカナムグラ群集の群落断面模式

VegetationsprQfildesLactuco　indicae・Humulet妖m　laponicae
　1：Hμη沼伽5∫6απ漉η5　カナムグラ

　2：丑）砂goア臨規58彫∫oo∫μ濯　ママコノシリヌグイ

　3：Lα6彦μoα∫π漉‘α　アキノノゲシ

　4：R乙8廊擁α∫cαπ漉π∫v蟹．7π厩γθ∫ヘクソカズラ

　5：・4ηψ痂6αψα6α診が砂θプノπα　ヤブマメ

　6：Rπ房ααゐαη6　アカネ

1

　6）　アシボソーヨモギ群落

　　　ノ匠fσro8fθ9’πη葛。εη3επθ駕配var・PoZ〃s’αoん〃麗η3囎オr’ε〃諺8εαprεπc町）8－GeseUscha危　（Tab．31）

林道や農道などの日当たりが良く，比較的適潤な立地となっている林縁には，アシボソが優占
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する群落が帯状に長く発達しているのがみられる。この群落ではアシボソの他にメヒシバ，ツユ

クサ，ヒナタイノコヅチが高三度で生育しており，ヨモギも混生している。

　また不動尻付近の岩角地には，登山道と岩壁との間に崩壊してくずれ落ちた土砂が堆積してお

り，そこにはノコンギクの優勢な群落がみられる。この群落では／コンギクの他にクサボタン，

イタドリ，フキ，岩壁上に生育するリュウノウギクの侵入がみられる。しかし，アシボソ，ヨモ

ギも比較的多く混生している。

　これらの両群落は生育立地が異なるもののアシボソ，ヨモギの共通種群により，アシボソーヨ

モギ群落の一群落にまとめられた。アシボソーヨモギ群落は，山地の林道等で路傍，林縁群落と

して普通にみることができる。

　　7）　メヤブマオーiヨモギ群落

　　　　Boε海η菖θrjαP’αfαηεfoZjα・1」Lr彦θηLεsεαprεπc⑳8－Gesellschaf毛　（Tal）．31）

　スギ植林地内の小道や林道の被陰地で，やや湿性な立地の林縁には，高茎のメヤブマオーヨモ

ギ群落が道に沿って帯状に細長く発達している。この群落ではメヤブマオの外にヨモギ，カラム

シが高被度で混生しており，低被度でヒナタイノコヅチ，ミツバ，ミズヒキ，コアカソなどが混

生している。これらの草本植物はヨモギクラスの構成種群である。多年生草本植物であることか

らメヤブマオーヨモギ群落はヨモギクラスに含めてまとめられる群落である。

　　8）　カラメドハギーカワラケツメイ群集

　　　　Lespedezo　junceae・CassietumOkuda1978（Tab・32－A）

　カラメドハギーカワラケツメイ群集は，相模川，多摩川のような大型河川の河川敷内に発達し

ている。調査された植分ではマルバヤハズソウが優止し，カラメドハギ，カワラケツメイ，ヨモ

ギなどを混生している。この群落は，マメ科の多年生植物の三度が圧倒的に高いのが特徴のひと

つである。カラメドハギーカワラケツメイ群集は，河川敷内の，地形的にはやや小高い，流水の

影響をほとんどうけない礫地に発達している。しかし，群集の面積的なひろがりはせまい。

　　9）　メドハギーヨモギ群落

　　　　1・espedezo　cuneata・Artemisia　princeps－Gesellschaft（嬰ab・32一］B）

　メドハギーヨモギ群落は，カラメドハギーカワラケツメイ群集と接して，ほぼ同様の立地に発

達しており，量的には，より広い面積を占めている。群落の相観は，マルバヤハズソウやヨモギ

を高い被度で混生していることからカラメドハギーカワラケツメイ群集に類似しているが，カラ

メドハギ，カワラケツメイの両三を欠いている。代って，メドハギーヨモギ群落では，メドハギ

あるいはヨモギが優心し，さらに，ナルコビエ，ツユクサ，イヌコウジュ，ケアリタソウ，オギ，

オオバコなどの1年生および多年草本植物を多数混生している。メドハギーヨモギ群落は，多摩
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　　Tab．32．カラメドハギーカワラケツメイ群集

　　　　　　　　　メドハギーヨモギ群落

A：Lespedezo　lunceae－Cassietum
B：ムθゆ8漉之αo襯6α彦α・ん一’6ノ痂5fαρr珈αψ∫一Gesellschaff

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation　（％）

Artenzahl＝

調

調

植

植

下

査　番

査　面

恥

被

現　四

号

積

高

率

数

A B

1

Ke鍛narten　d．　Ass．：

ゐゆθ伽αブμη08α

　Cα∬ゴαηo〃雄ノ肥

Trennarten　d．　Gesellschaft　l

　ゐθ宴）8盈21α6泓η6α彦α

　E2一∫c郁侃加♂Zo5α

　Co〃〃ノ多8原παωノノz刀z襯ガ∫

　ハ46∫♂αμπ伽zαオα

　ハ4こ口6時置Z魏μ∫5α‘6hα7噌昭0ノ’泌5

　C1～8πoρo読耀παηめブ。∫ゼ。乞d弛∫

　迎αη彦490α∫∫αあごα

Arten　d．　h6heren£inheiten：

群集標三種

　カラメドハギ

　カワラケツメイ

群落区分種

　メドハギ

　ナルコビェ

　ツユクサ

　イヌコウジュ

　オギ

　ケアリタチソウ

　オオバコ

上級単位の種

　マルバヤハズソウ

　ツルマメ

　ヨモギ

随伴種

　ススキ

　オオアレチノギク

　　　　フタクサ

　アメリカネナシカズラ

　ムラサキツメクサ

　ヒメムカシヨモギ

　1　2　3　4
24　　25　　24　　！5

0．31．31．2L3
90　　80　　90　　90

25　　11　　20　　！6

　施ηZノπ8ノ‘0麗α∫’ψμZα‘θα

　Gら，5∫πe5（り’α

　A2層孟8厩∫如ρノ’加⑫5

Beg玉eiteτ二

　泌56αη疏μ55勿8π∫ガ∫

　E7’な8プ。π5脚ηαか闇θ225乞∫

　・肋6ro∫如αプ∫8〃zゴ5∫吻b勲var．θ短∫01－

　Cπ∫ご碗αρ6ηオαgoησ

　乃ψZ蜘ψプα娩∫♂

　Eプ∫98プ07Z　6αノ～α6弛η∫2∫

1。1

1・2

o

●

■

●

o

●

●

■

●

o

●

9

■

1・24●44・4

十。21・2　・

十

●

o

●

●

1・21・2

1・2　十

÷　1・2

十÷・2

十　　十

5・4十。22●3　1．2

十，2　　．　2号21●2

十。24●42・22●3

1。11・2

1・2

1・1

十・2

　十

1。2

十

十

■

●

十

・　1・2

・　十

十　　・

1・2十。2

1・2　・

　o　　　　　　o

出現一回の種　Auβerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：翫〃z〃zεノ”oηゴα∫オブ∫α♂αヤハズソウ十・2，08ηo飾θ鵤

　δゴ碗ηf∫アレチマツヨイグサ十，E万g6プ。πμπη媚5ヒメジョオン十，（汐喫ノ’郡〃沈rofノ’∫4カヤツリグサ

　十，D∫gf‘α商αα4SCεη（加π∫メヒシバ十，伽ρ1L併δ如ノ’．雄C認硯αナオニシキソウ　十，　B∫漉π∫が♂0∫αコセソ

　ダソグサ十，＆‘α2「如圏。∫痒読∫var，ηz∫πoプf．η3f∫82『αムラサキエノコログサ1・2，5密召74’α89Zα146αキンエ

　ノコロ十・2，（汐少θプπ∫αη耀擁。π∫チャガヤツリ　十，7｝加Zf吻’2躍〔4）8η5シロツメクサ1・2，　Cα解必Z偬oo一

　ご配07uアオスゲ十。2，　Bプ。ηz螂ノ妙。π∫偲5スズメノチャヒキ十，　A7’6〃π5∫αノψo加6αオトコヨモギ十・2，

　Nr．2二Poらノgoππ〃3ηo故）∫μ223オ’オイヌタデ　12，　Ro5α〃zz4’解。プα　ノイバラ　2・2，　i且Nτ．3：7hrαエαo躍π

　嚇㍑22αZ6セイヨウタンポポ十，　Aη～6プ。∫彪彦2層醒ぬオオブタクサ11，　Eノ‘αg1躍。漉5ノ珍η’πg∫πεαカゼクサ

　十・2，飢プαg〃漉65ブ曜＞oπ沈αツルヨシ十，！17一襯4加θπαんケ彪トダシバ十，＆ごα擁ατガ万4乞5エノコログ

　サ十，in　Nr，4：0必α♂f5‘oプηf‘扉α’αカタバミ12，疏盈η∫渉。π幽5αアメリカセンダングサ十，　Aγ彦ん一

　m欝。π痂吻ぬ5コブナグサ十，拓召虚rfα56απ礁π5　var．7／zαゴア窃ヘクソカズラ十・2．

Lage　u．　Datu皿．　d．　Au｛nahme；　調査地と調査年月日　FluB　Sagaエni（Sep．玉5．1980）相模川，新昭和橋～

　昭和橋付近
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川中流域に知られているマルバヤハズソウーカワラノギク群集（宮脇，奥田1972）と群落組成と

生育地が類似するが，カワラノギクを欠くことなどからメドハギーヨモギ群落として別個にまと

められた。

　メドハギーヨモギ群落は，礫を主とする中流域の河川敷内にもっとも優勢である。土壌堆積の

みられる中流下部や下流域の河川敷内では，一般にカワラバハコ，カワラヨモギ，カワラニガナ

などが生育するが，厚木市内では，まったく見ることができない。これは厚木甫内の相模川中流

域が，汚水の流入などにより，より富養立地となっているためと考えられる。

　　10）　オオブタクサ群落

　　　　孟配brosεα　’rεfεdα一Gesel董schaft　（「罫ab．33）

　相模川の河川敷には上流，下流をとわず随所に好窒素性大形草本植物のオオブタクサが高さ2

m以上にも生育し密な群落を形成しているのがみられる。開口ブタクサ群落の多くは2層構造を

なしている。上層はオオブタクサが優目し，他の種はほとんどみられない。下層にはアメリカセ

ンダングサ，ヤナギタデなどがみられる。また，単木的に生育するタチヤナギやイヌコリヤナギ

の混生もみられた。オオブタクサ群落のみられる立地はさまざまであるが，主に流水域に近い粘

質土を多く含む立地でとくに優勢である。

　近年河辺立地の富養化に伴い，このオオブタクサやアレチウリなどの群落がふえる傾向にある

ことが奥富（1977）により指摘されている。したがって，このオオブタクサ群落をはじめ，ブタ

クサ，アレチウリ，セイタカアワダチソウなどの帰化植物の侵入繁茂の度合いは，河川の自然環

境の一つの植物指標ともいえる。

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

猛6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．33．オオブタクサ群落
ん♪めプ。∫ゴα彦プφマ廊一Gesellscha重t

　　　　　　　調査面　積
　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　出　現種数

12

2。2

95

11

T・enn…d．　G・・ell・ch・f・・　　　　　群駆輝　　　　l
　Ambrosia　trifida　　　　　　　　　　　　　　オオブタクサ　　　　　　　　　5・4

Artend．B歪dentetea　tripar巨tae：　　　　　タウコギクラスの種
　B∫詑η5〃。π405α　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ　　　　　　　　2・2

　∫b4ygo7zπ〃3んッ砂砂ψび　　　　　　　　　　　　　　ヤナギタデ　　　　　　　　…　　　2・2

肺・・・…一・…ha一・…　　　ケ・・ピー　　　i…
Begleiter　随痒種　8αZ∫：じ5z‘励躍αg漉5タチヤナギ1・2，％砂goηπηzη勿）oπεη∫θヤノネグサ1・2，　Qψθプπ5

　erα望り漉5メリケンガヤツリ十・2，・砿α肱プ∫∫α耀η漉π鷹θαクサヨシ十・2，　A溜プ躍う厩α頗∫ホウキギク

　十，ム4b∫彪読απ漉θrαヒメジソ十，5αZ㍑∫彫εgプαイヌコリヤナギート．

Lage　u．　Datum　d。　Aufnahme：調i底地および調査年月日；ShiHshowabashi　am　FluB　Sagami（Sep．15，

　1980）桐模川，新昭和橋
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　Fig．31．オオブタクサ群落の群落断面横式

Vegetationsprofil　der五ノノzう7－o∫∫α〃醒威z・Gesellschaft

11ん7z加05毎彦プ諺礁オオブタクサ

2：君c11加ooh♂oα07惚∫・9α♂距var．ατ麗面∫α　ケイヌビェ

31（フzθπ（ψ04謡η34η1δ2弓。∫∫厩漉5　ケアリタソウ

4：拓◎go／zμ魏π04b5瑚zナオイヌタデ

2

5＝Aプ∫8〃z∫5観ρがηαψ∫　ヨモギ

6：ル’加曾α②oμ痂ゆ∫磁∫　コブナグサ

7：G砂‘ゴ7zβ5塗タα　ツノレマメ
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　　1D　夕力アザミ群落

　　　　0εrsεπηL　pθπ己郡」配〃レGesellschaft　（Tab．34）

　タカアザミは，関東から北部に分布するが，関東地方でも少ないアザミのユ種である。タカア

ザミは，相模川中流域の上部で，礫質の河川敷内に残された旧河道に繁茂している。ここでは，

人頭大の礫が露出しているが，砂質土壌の堆積があり，湿性立地となっている。タカアザミは，

高さ約120cmの高さで優呈している。またアメリカセンダングサやオオクサキビ，ホウキギク，

マメグンバイナズナ，ヒメミカンソウなどの1年生草本植物や，クサヨシ，ツルヨシ，マルバヤ

ハズソウ，シロツメクサなどの多年生葦本植物などが多数混生しており，群落組成的には安定し

ていない。したがって，ここでは，タカアザミの優占する一時的な優占群落としてタカアザミ群

落としてまとめられた。

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung己Vegetatio漁（％）＝

ArteRzah1＝

Tab．34　タカアザミ群落

αプ5珈ノπノ）βη4認πη3－Gesellschaft

　　　　　　　調査面積
　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　出現種数

6

1。2

80

22

Tre漁nart　d。　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　α2’5露7πρ67z4認πη3　　　　　　　　　　　　　　　タカアザミ

Art盤d．　Oenantho　japonicae－Phalaridion　arundi照ceae：セリークサヨシ群団の種

　勘α♂α万∫αノ闇観読ηα6εα　　　　　　　　　　　　クサヨシ

　勘プ49規露θ∫ブ曜）0ηfcα　　　　　　　　　　　　　　ツルヨシ

Arten　d．五θ宴）θ晦zα6繊8α孟α一Aπ8ノ厩∫fαメ〉がηαψ5－Gesellschaft：

メドハギーヨモギ群落の種

　マルバヤハズソウ

　　アメリカ不ナシカズラ

　イヌコウジュ

　　メドハギ

3・3

K吻zη解。擁α5‘ゆμZα06α

Cμ∫α‘彦α♪θηオαgo刀α

ル1b5」αρ瑚。翻♂α彦α

Lθ砂昭ε脚α‘ノzθα彦α i

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

幸・2

Sonstige　Artenlその他の種　β獅θπ5丑。η滅）∫αアメリカセンダングサ1・2，　A∫彦8プ∫κろ配α旗∫ホウキギク2・

　2，姦廓6μηz読。加孟。ηz解07躍πオオクサキビ2・3，珍yZZαη一八螂5μ7ゴθπ∫ゴ∫ヒメミカンソウ1・2，　T2－4b一

　♂珈加2砂8π5シロツメクサ2・2，jL砂磁鋤～πψ力窟πあ銘ノπマメグンバイナズナ1・2，2z痂認2π玩5πあα彦朗π

　ヌカキビ十，7》ガbZ鋤π餌認θη∫6ムラサキツメクサ，1・2，　E砂加乃1α2澱6厩α如オオニシキソウ十，

　乃ご8／zごfZ♂αんZθf痂απαオヘビイチゴユ・2，＆‘αガα．ル日長アキノエノコログサ，（洗6π（1♪04魏〃zαηめプ05∫o∫4θ∫

　ケアリタソウ十，（をρ8耀5痂〃。か如カヤツリグサ十，ゐoZ癩〃zη3㍑Z彦びZoプ絢7zネズミムギ1・2，　Broη躍5

　ノ曜）o班。π5スズメノチャヒキ十。

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme；調査地および調査年月日；ShiRshowabashi　am　FluB　Sagami（Sep。15．

　1980）i新昭和橋付近，相摸川．
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d　湿性多年生草本植物群落

　　1）　ヨシ群落

　　　　Pゐrαρηε髭θsα配8frα髭8・Gese茎lsckaft　（Tab．35）

　ヨシは，汽水から淡水，あるいは低地から山地まで広く水湿地に繁茂する多年生草本植物であ

る。しかし，厚木市内では，自然の湖沼や湿地がほとんどないことと，相模川をはじめとする河

川敷内も，ススキやオギで占められていることから，ヨシの生育する場所は少ない。厚木市内で

は，小河川沿いや，水田放棄地などに小規模にみられるにすぎない。10c組以上の冠水立地では，

ヨシの単一優占群落もみられるが，多くのヨシ群落は，水田放棄地などでごく浅く冠水した立地

にセリ，ミゾソバ，アシボソなどをともなっていることが多く，群落組成は単純である。ここで

は，ヨシ1種を区分種としてヨシ群落としてまとめるにとどめられた。

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6島e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　VegetatiQn（％）：

Artenzahl；

　　Tab．35．ヨシ群落
飢プαg〃漉8∫απ5かαZ∫5－Gesellschaft

　　　　　　　　調　査番　号

　　　　　　　　調　潮面　積

　　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　出　現種　数

1　　　2

9　　　9

3　　　3

100　100
4　　　7

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　　　　！

　盈rαg加漉5απ5’rαZお　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　　　　　　　　 5・5　5・5

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　0θηαπ’h8ブα刀αη掬α　　　　　　　　　　　　　セリ　　　　　　　　　　　　4・4　2・3

　Pb4yggoππ〃z’ん躍z∂αgfゴ　　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　　　　　　4・4　3。3

出現一回の種Au8erdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：M砂。∫ご8g∫πη3”珈∫2z6μ〃ゐvar．ρ04y5オα♂騨〃3アシ

　ボソ1・2，Nr．2：Egμf∫8麺〃3α籾θノz5εスギナ1・2，　GZ8‘ho〃1α1z848プα6θαvaL　grαπ読∫カキドオシ十・

　2，助μo腕κηz”揮f‘んoZ（ψ13朔3アカバナ十，んθ飽r如5‘απ48η5　var．〃露α∫プ8ゼヘクソカズラ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日；Yokobayashi（Nor．11．1980）横林

　　2）　サンカクイ群落

　　　　Scj7コπ8　frεg駕θfεr＿Geseilschaft　（「£ab．　36）

　サンカクイ群落は，サンカクイ，ウシノシッペイ，コシロネを区分種としてまとめられる挺水

植物群落である。サンカクイ群落の高さは，約70cmで，浅く冠水した，流れのゆるい，ほとんど

停滞水にみえるような立地に発達している。

　サンカクイ群落は，中津川河川敷内で，本水流から離れた派生流沿いにみられた。土壌は粘質

土で，サソカクイとともにウシノシッペイが高被度で混生し，他にミゾソバ，コブナグサ，セリ

なども生育している。
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Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（c鵜）＝

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．36．サソカクイ群落
＆吻）π5彦プ絢κθ’θプーGesellschaft

　　　　　　　調　査　面　積

　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　出　現　種　数

Trennarten　d，　Gesellschaft：

　＆fψμ∫魏9κ8妙

　魚ノπαプ疏万ζz∫ガ6∫7・かごα

　ムyα脚∫rα〃Z・∫∫∬∫・ノZπ3var．ブ妙傭α‘5

Sonstige　Arten＝その他の種

群落区分種

　サンカクイ

　ウシノシッペイ

　コシロ不

2

70

95

16

4。4

4・5

1・2

　乃）ら雪。ππ〃3岱山6β磐∫ゼミゾソバ2・3，．B∫4飢∫ノ％アz40∫αアメリカセンダングサ1・2，　Pb砂8’o／3柳π1砂ので一

　ρψ8プヤナギタデ十，Xαη疏謡〃zoαηα4θη∫6オオオナモミ十，αy6加θ∫oブαツルマメ1・2，　Eg麗5θ如ノπ

　α勘6π5θスギナ÷・2，Aプ疏m∬oη玩ゆ観π∫コブナグサ1・2，06ηαπ疏θブ＠）oπ記αセリ1・2，κyZZ加9’α

　grα6∫Z諭2zαヒメクグ1・2，　Cα∬如ηo〃3α刀z8カワラケツメイ1・1，（加8r鰐∫αηg漉7zoZ6π如5カワラスガナ

　十，ハ盃’げ。∫勿g加μブ砂。加。μ〃zササガヤ十，（ろψθ秘∫α〃躍耽醐チャガヤツリ十．

Lage　u．　Datum　d，　Auf聡hme；調査地および調査年月日；Hara　am　Nakatsu（Sep．16．1980）原，中津川

　多摩川などでは，群落出現種数がユ～5種のサンカクィの優占する群落が知られているが（宮

脇他1972），ここでは隣接群落の構成種などが多く侵入しており，群落の出現種数は16種にもの

ほっている。

　　3）　箒ガマ群落

　　　　丁〃Pゐαorεθπオα髭s翻Gese至1sckaft（Tab．3ア）

　古い放棄水田などで現在も滞水のある場所には，群落高1．5m前後のコガマが優占する群落が

みられる。今回調査をおこなった2地点の群落の種組成は，かなり異なっており，両地点に共通

な種は，コガマの他にセリとイヌコリヤナギの3種類こすぎない。この2地点で得られたコガマ

の優乱する群落を種組成的にみると，下古沢の古い放棄水田にみられる群落では，上層を優曝す

るコガマを除くと，下層はミゾソバ群集セリ亜群集と類似し，また，上荻野の窪地に生育してい

る群落は，コガマとともにサンカクイが比較的高被度でみられサンカクイーコガマ群集（奥田

1978）とも類似する。しかし，コガマは，ガマと同様に風散布型の広範な強い分布力をもち，水

湿地に先駆群落を形成することが多い。しかも，コガマと特別結びつく種群もないことから，コ

ガマー種を区分種としたコガマ群落としてまとめられた。

　　4）　ナル＝1スゲ群落

　　　　0αrθκc配rひεcoπε8髄Gesellschaft（Tab．38）

ナルコスゲは温帯を中心に全国の各地に分布するカヤツリグサ科植物である。ナルコスゲは，

とくに小渓流沿いの水際に特徴的に群生し，群落を形成する（宮脇，佐々木1980）。ナルコスゲ
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Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetation（m）；

Deckung　d．　VegetatioR（％）＝

Artenzah1：

　Tab．37．コガマ群落
71yメ）肋。ガ8η‘α廊．Gesellschaft

　　　　　　　調査番号
　　　　　　　調査面積
　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　出　現種数

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

　三助αo万8漉α躊　　　　　　　　　　　　　　　　　　コガマ

Begleiter；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　08／zαπ彦1zθブ砂。π比α　　　　　　　　　　　　　セリ

　3αZ耽謝6grα　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌコリヤナギ

出現一回の種　AuBerdem　je　einmaHn　Aufn。　Nr．1：

　π柳7z漉配η∂87gガミゾソバ2・2，　E61πノzoo”oα（γκ5君α♂♂∫イヌビエ1・2，　Nr．2：

1　　　2

25　　15

1・7　！・3

90　　75

6　　11

5・5　4。4

十・2　　十

十　　1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ切ご％58伽∫π∫vaL　46吻∫θπ5イ＋・2，％砂9・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36カψμ5ご万g配ごεプサンカ

　クイ2・2，ノ1η4）痂。α7ψαθαオ万砂α一ηzαヤブマメ2・2，1醜〃めプ∫5砂Zゴ∫5π∂6碑》左α彪ヤマイ1。2，Eg厩∫θ施η3

　α初θπ56スギナ2・2，Aプ漁プα∬oπ廊ρゴ伽∫コブナグサ1・2，　K麗〃z〃z6プ。腕α∫癖α君αヤハズソウ十。2，

　＆カψ榔ん砿αr厩ホタルイ十，」砺πoπ5αZα臨∫ハナビゼキショウ十．

Lage　u・Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日；Nr．1：Shimofurusawa（Aug．6．1980）下古沢．

　Nr。2：Klamiogino（Aug．6，1980）上荻野

群落は，渓流の水際という生態的な立地特性と強い関連性がある。しかし群落内の種類組成では，

地域が異なるとナルコスゲ1種の共通種以外，特定の種群の結びつきに欠ける。したがって，こ

こでもナルコスゲ1種を区分種としてナルコスゲ群落としてまとめるにとどめた。ナルコスゲ群

落は，厚木市では小鮎川に注ぐ小河川中にみられたが，群落の量的ひろがりはせまい。

Gr6Be　d。　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．38．ナルコスゲ群落

Cσ8∬o％アー擁60ZZ∫∫一Gesellschaft

調査面積
植　　生　　手

植　　被　　率

出　現種数

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Cα2－6灘Cπ2一ηf‘oπf5

Begleiter＝

　Boε1珈〔ηゴα’万膨ゆ∫5

　Cαノ槻ノ砂。πゴ。α

　C2砂ご。ごα8漉αブ妙07z∫6α

　A〃碇yr伽7πηψoπ∫α〃7z

　O3孟〔η・f‘πηz　5∫θδoZ漉f

　5ご897zo92’αηz2ηα汐。驚。ゴssp．ノπo醗∬∫η1α

　Rαπ麗π6κZZ‘∫0α漉0π乞θη5ゴ5

群落区分種

　ナルコスゲ

随伴種

　アカソ

　ヒゴクサ

　ミツノミ

　イヌワラビ

　ヤマゼリ

　ミソシタ

　ケキツネノボタン

4

25

90

8

5・4

1・2

÷・2

÷

十

十

十

十

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；Bidai（ApriL　29，1980）尾台の東，小鮎川支流
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　　5）オギ群集

　　　　M玉scaRthetum　sacchariflori　MiyawakietOku虚a1972（7ab・39）

　オギ群集は，オギを標徴種とした高東の多年生草本植物群落である。一般には大型河川敷内に

ひろく群生する。関東地方では，多摩川，利根川，相模川など大型河川をはじめ，中小河川沿い

にも生育している。また，西日本を中心とした河川に広く分布している。

　相模川沿いでは，その支流である中津川や小鮎川，玉川，新玉川の下流域に広くみられる。相

模川の本流域では，中津川と相模川の合流する新相模大橋付近から下流域により多く生育してい

る。これらの下流域では河川敷の玉石の上にさらに粘質土や砂質土が厚く堆積している。より上

流域の玉石が露出するような河川敷では，オギ群集に代ってススキ群落が発達している。

　オギ群集は，相模川，中津川などの各河川敷内の他に，河川沿いの堤防土手や，小河川の土手，

さらに，水田放棄地の一部にも発達することが観察できる。オギ群集は，植生高2～3mに達す

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr68e　d．　PrQbefl銭che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　　Tab．39．オ　ギ　群　集

MiscanthetuHI　sacchariliori

　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　出　現歯数

1　2　3
25　50　5

1・82●5　1●5

100！00

8　8　9

4

5

2

95100
12

Kennart　d．　Ass．：

　雌∫6απオ伽∫5αcc1Lαプ耀07¶配5

Begleiter＝

　伍〃〃πZz‘∫ゴ砂。ηf6π∫

　姦θ48r∫α5cαπ48π5　var．ノηαカ・eゼ

　Oo〃〃ノ～8♂加腐60〃3〃3部加5

　Cαツプ磁αノ砂。πゴごα

　D乞056α一8αオ0ん0ザ0

　・4φyプσπ漉d∫勲〃月ど6～

　Mf6プ05彦ゆ～〃π吻π∫ノzεμ〃z　var．ρ吻∫彦α疏yμ〃～

　Aπβ漉5乞αρ1’ごπαψ∫

出現一回の種

群集標徴種

　オギ

随伴種

　カナムグラ

　ヘクソカズラ

　ツユクサ

　ヤブガラシ

　トコロ

　ヒナタイノコヅチ

　アシボソ

　ヨモギ

「・・55・55・55・51

！・2　一←　3．2　　。

十。2　十　　。　2・2

十e2　・　　σ　292

　・十。2　・　1。1

　・　十　　・　1・1

　・　十　　・　十

　。　・　十　十

　・　・　十　十

　　　　　　AuBerdem　je　einmai　in　Au壬n．　Nr．　L　・4〃めノ昌05’α’rの4αオオブタクサ十，　E万g召7侃。α一

　πα漉η5f∫ヒメムカシヨモギ＋，　R）むgoπμ1πゴ碑＞o加cz‘5シロバナサクラタデ1・2，1％4ygo2zπη3∫6雇605πノπ

　ママコノシリヌグイ十・2，Nr．2：・翫82切地Zo6認8クズ十，　Ro錨〃zμ1♂ゲ～oア「αノイバラ1・2，　Nr．3：

　∫b4ygoππ〃zαφ∫が4α診那〃多イタドリ2・2，　Dガ05007m露4＞oπfcαヤマノイモ1・1，5θ彦αがαメzδθ痒アキノエノ

　コログサ十，B観θη∫カηπ40∫αアメリカセンダングサ十，　Rz6ノ〃鶴ωηg♂0ノπ群α彦μ∫アレチギシギシ十，

　Nr．4：Egμゼ∫θ如μα籾θ2256スギナ十，　A〃ψ耽αノψα6α師5ρωη〃鵡ヤブマメ　÷，　E万g81－oπαππ襯5ヒメ

　ジョオン十，Oo型どα明初6ゴ5αムラサキケマン十・2．

Lage　u．　Datum　d．　Autnahme：調査地および調査年月撲

　Nr．1：Klamiyechi　am　FluB　Sagami（Sep．15．198G）　　　上依知　相模川

　Nr．2：Naganuma　am　F｝uB　Tamagmawa（Sep．18．1980）　長　沼　玉　川

　Nr．2，4：Sukualko　am　Flu8　Tamagawa（Sep．24．1980）　宿愛甲　玉　州
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・三二藩
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鍵麟一

数ぎ飼轡㌻獣・

欝

騰 夢響

礫、

　　　　　　　Tab　32　小河川沿いに発達したオギ群集G酎1，新玉川）。

Entlang　des　klelnenFlussesalsGurtelvorkommendes　M】scanthetum　sacchar1flor1

（FluB　Shlnta加agawa，　Saka1）

る高茎の草本植物群落てあるが，群落構成種は10種と少なく，密生するオキの下生えとしてカナ

ムグラ，ヘクソカズラ，ヤフカランなどのつる植物や，生育の悪いツユクサやヨモギなとがわす

かに散生する程度てある。

　　6）　セリークサヨシ群集

　　　　Oe駐a烈tho－Pha孟aride£um　arund圭naceae　M三yawak皇etOkuda1972

　　　　（Tab．40）

　相模川中流域下半の河川蜘こは，本流から分れた枝状の流路がときにみられる。そこでは流れ

がゆるやかで，その流れに沿ってクサヨソが復占する群落がみられる。この群落は，クサヨシ以

外にはミゾソバ，タネツケバナなどかきられた数種で構成されており，クサヨシを標徴種として

セリークサヨン群集としてまとめることができる。セリークサヨシ群集は流水辺ではミゾソバ群

集に，また流水域から離れた立地ではナカパキシキシーキシギン群集に接している。

　セリークサヨゾ群集は，総懸土の堆積した安定した土壌上に生育している。土壌の厚く堆積し

た，中流域下部の河川敷ではかなり優勢てあるが，礫を主体とした中流域上部の河川敷では，土

壌の堆積がみられる本流から離れた凹状地などに局所的に認められるにすぎない。
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　　　　Tab．40．セリークサヨシ群集

Oena鷺tho－Phalaridetum　arun（linaceae
Nr．　d．　Aufnahme＝

Gr66e　d，　Prodef］ache（m2）二

H6he　d．　Vegetation（cm）

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査番　号
調査　面積
植　　生　　高

率　　被　　溶

出　現　種　数

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　P肋Zα7・乞∫α2・襯4勿αcθα　　　　　　　　　　クサヨシ

Begle｝ter：　　　　　　　　　　　　随伴種
　％砂goπ初π漉襯ゐθ21gfゼ　　　　　　　　　　　ミゾソバ

　Cαプ4α2π加θプZθ£κ05α　　　　　　　　　　　　タネツケバナ

　Aブ彦θ1π∫∫ぬρr加αψ5　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　Roブψカαf5Zαη読。α　　　　　　　　　　　　　スカシタゴボウ

　5捗読αガαα9κ鷹比召　　　　　　　　　　　　ウシハコベ

　R耀η砿ゴ砂0加。μ∫　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

出現一園の種　AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：

1　2　3　　4　　5

2　4　　2　　2　4

50　！00　　50　　50　　60

90　　95　　95　100　　95

4　4　6　6　7

匡55・55・55・55・5

　1・2　。　÷　　十　　・

　　・十・2！・2　・　　十

　　・　÷　　・　十　十

　　・　十　　・　。　十

■：堰・：・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫b砂gω耀η3π040∫観πオオイヌタデ＋，rb砂gOπZ‘ηZ

　ヤナギタデ十，Nr．3：E万g8roπ5勘zα’招η5∫5オオアレチノギク十，1『扉αg〃痂θ∫卿脚密∫ッノレヨシ＋，

　Nr。4＝A61妙r⑳z躍8∫プbz’r∫びヒナタイノコヅチ÷，　Nr．5；Co㍑Zαc7yπαグ。∂fジュズダマ1・ユ，姦ηゴ・

　oκη3漉議。オ。〃3ゲ♂oプμ2ノ～オオクサキビ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月田；Toda　am　FluB　Sagami（Dec．28，1980）戸田，

　相模川

　　7）　ツルヨシ群集

　　　　Pltragm隻tetuIn　japo臓量cae　M隻namikawa　l963（Tab．4D

　相模川中流域の流水辺には上部域，下部域を問わず高茎のツルヨシが密生するツルヨシ群集が

発達している。ツルヨシ群集の生育域は，中流域上部の礫地では，きわめて広い面積を占めてい

る。しかし，中流域下部では生育範囲は次第に狭くなっており，中流域上部で劣勢で，下部から

下流域にかけて優勢になるオギ群集と対照的である。これはツルヨシ群集が，流れに対する抵抗

力が強く砂礫地上に，オギ群集は，逆に弱く流水のゆるやかな砂泥地におもな生態立地をもつた

めである。また，河川敷の狭い新玉川でも流水辺にツルヨシ群集がみられる。ツルヨシ群集は，

いずれもツルヨシが優占，密生しており，その内部にはわずかにヨモギ，ツユクサ，ヒメムカシ

ヨモギなどが生育しているにすぎず，ほとんどツルヨシの純群落になっている。

　ツルヨシは降雨時の増水時毎に冠水し，流水による物理的な破壊作用を受けながら生育してい

る。新玉川沿いにみられるツルヨシ群集は，小河川で，河川敷はほとんどないが，増水時に冠水

する流水辺に発達した群落である。ツルヨシ群集はクサヨシ，ウシハコベ，オギを区分種とする

クサヨシ亜群集と，特別な区分種をもたない典型亜群集とに区分することができる。クサヨシ亜
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　　　　Fig．33．砂礫の堆積した場所に発達したツルヨシ群集（相椥i阿川敷）。

Au圭dem　kiesigen　Standort　entwickeltes　Phragmitetum　laponicae（FluBbett　im

FluB　Sagamigawa）

　，ち　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・

@陰　　　　　　・@　　r　響

@　　：
A　　　　rr

@　　　’

輯♂　　　　．

@、

P　馳　　　　　　　　　　鴨

@「r@、　　一馬

　置
@噛@　　「■@　　、　　　■

@●
：・，＝．；。・，

　，@r　　　P黶@，
D、・ ﾃ…　δ＿　．　　P@，

｡陰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・．　・

@　．匂
　　　．
D’
@　　　　‘亀　　　　　　　　　　9◎じ’漏　螺、≒…・”．、．、、．’・・．・　　，

1 2　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1

Fig．34．ッルヨシ群集の群落断面模式図

Vegetationsprofildes　Phragmitetum　laponicae
1・飾傅α92腕85ノ＠・πど如　ツルヨシ

21E7厩56如ノπα脚8π5e　　　スギナ
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　　　　　　　　　　Tab．41．ツルヨシ群集

　　　　　　　　PhragmitetumlapQnicae
a：Subass．　von　Pha王aris　arundinacea

b：Subass．　von　Commelina　communis

Nr．　d．　Aufnahme；

Gr6βe　d．王）robeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahll

調査番号
調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現点数

クサヨシ亜群集

ツユクサ亜群集

！・D｝

Kennart　d．　Ass．：

　鰹〃α9ηz漉5ブ砂。η盆α

Trennarten　d．　Subass．

　刀1αz｛z1ゼ∫α1－z州府刀αご6α

　Coη〃π6♂乞παcoη〃ノzμ加5

　E万981ηπα〃zα漉π5ガ5

Begleiter：

　Aア籾厩∫∫α汐7’∫ηαψ5

出現一回の種

群集漏出種

　ツルヨシ

亜群集区分種

　クサヨシ

　シユクサ

　ヒメムカシヨモギ

随伴種

　ヨモギ

！　2　3　4

4　4　12　40
2．5　 3　1．7　 2

90　ユ00　ユ00　100

4　4　6　／4

瞳至埜55・・1

　　　●　　　　　働

・　・…1・2　十1

　　　　　　：
・　・1十　十1

十十・2　十　　・

　　　　　　AuBerdem　le　eimmahn　Aufn．　Nr．1：＆〃α短αα望fαオ∫cαウシハコベ十，　NL　2；Mガ56αη・

　読岬5α66んαr｛μorz’5オギ÷，　Nr．3二L85，8（露2αoκη8厩αメドハギ十，　C1～oη9ρo漉μ〃’α〃めザ。∫∫of詑∫ケ

　アリタソウ十，Nr．4：Hz6〃観！z4556α2～漉ノ～ぶカナムグラ1・2，　Mb51β読〃z”2醐πヒメジソ十・2，％砂go一

　ππη3η060∫％〃Lオオイヌタデ＋・2，．B∫4醜∫ノ｝ηノz40∫αアメリカセンダングサ＋・2，　A〃ψ11此如ψα8α’ノ『躍

　ρθ1フ7zαヤブマメ　十，％Z：ygω観ノπ‘1zz〃め6，4∫ミゾソバ　十，　Lツ∫翻αc痂αブ卯＞o加‘αf．5μ∂3θ∬読∫コナスビ

　十，5彦薦αガαノ溜漉αコハコベ十，Ac11ッ7・απ疏85ル～〃密かヒナタイノコヅチ十，　Eg嬬θ伽ノπα川侃58スギ

　ナ十，況盆0㍑αむ”05αクワクサ十，

Lage　u．　Datum　d，　Aufnahme：調査地と調査年月日

　Nr．1，2：Toda　am　FluB　Sagalni（Dee．28．1980）戸田，絹模川

　Nr．3：Shinshowabashi　aln　FluB　Sagami（Sep．15．1980）新昭和橋，相模川

　Nr．4：Ichijima　am　FluB　Nakatsu（Aug．6。1980）市島，中津1【i

群集は，中流域下半の粘質土の堆積がみられる立地におもにみられ，セリークサヨシ群集やオギ

群集と接している。また典型亜群集は，中流域上半の礫を主体とした立地に広くみられ，ツルヨ

シ群集の典型的植分である。

　　8）　ヒメウワバミソウ群落

　　　　E置αfo8fθ漉α　廊配beπαオπ襯・Gesellschafも　（田ab．42）

　ヒメウワバミソウ群落は，丹沢山地の岩礫地上を流れる小流水辺に発達した小形多年生草本植

物群落である。ヒメウワバミソウ群落は，流水や岩隙からの湧水が常時みられる流水辺にのみ発

達している。この群集は，湧水辺の群落であるヌマハコベータネツケバナクラスの群落に生態的

に類似している。調査された群落もオオバタネツケバナを混生していることからヌマハコベータ
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Meeresh6he（m）：

GrδBe　d．　IProbef1註che（m2）：

Exposition　u．　Neigung（。）l

H6he　d．　K：rautschicht（Clr1）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）；

Artenzahl；

Ta1）．42．ヒメウワバミソウ群落

EZα’o∫彦8ノπαπノπ加〃α認ηz－Gesellschaft

　　　　　　　　海　　抜　　高

　　　　　　　　調査面積
　　　　　　　　方位と傾斜
　　　　　　　　草本層の高さ

　　　　　　　　草本層植下率

　　　　　　　　コケ層植被率

　　　　　　　　出　現種紙

390

　9
N－20。

3G

80

　30

　5

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　EZα孟05κ〃Zα麗〃ZろθZ♂ごZ伽刀，

　cαプぬη3魏θ∫cμ診α’α

Begleiter；

　，Bo8ん刀～8r如吻‘α彦α

　％砂go欄〃zαゆ4α伽ノ～z

　α㍑αブ妙。η加

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme

　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメウ・・ミミソウ　　1　5・4
　　　　　　　　　　オオバタネツケバナ　　　　　i　　　1・2

　　　　　　　　　随伴種　　　　　［

　　　　　　　　　　瀦　　　1ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　コクサギ　　　　1　＋

調査地および調査年月躍：Yamanokami（Nov．5．1980）山ノ神

ネツケバナクラスに含められる群集と考えられる。しかし，ヒメウワバミソウが優占しており，

他にもコアカソ，イタドリなどヨモギクラスの種群が多数混生しており，クラスの特徴があまり

良く示されていない。

　　9）　ウリカワーコナギ群集

　　　　Sag童tもario・Monochor隻etu茎n　Mliyawak玉1960（Tab．43）

　イネの作付けが済んだ夏季の水田にはイネに混じって高さ1m程のタイヌビエ，やや草丈の低

いコナギ，タマガヤツリ，狭細で人目につきにくいアブノメ，キカシグサ，ホタルイなどで構成

された雑草群落がみられる。この雑草群落は，人間の管理が粗放になった水田ではタイヌビエ，

タマガヤツリ，タカサブロウの優占度が高くなっており，とくに放棄水田に近いものではイネと

タイヌビエがほぼ同； ｶ優占度で生育する。

　夏季の水田雑草群落は，本州，四国，九州に分布するウリカワーコナギ群集，沖縄のマルミノ

スブターコナギ群集，北海道のサジオモダカ群集とそれぞれ地域固有の群集が広い地域にわたっ

て分布していることが知られている。

　厚木市内にみられる水田雑草群落はその分布からしてウリカワーコナギ群集に属すると思われ

るが，この群集の標註種であるウリカワ，オナアブノメ，アギナシ，ナガバスブタは，今回の植

生調査では認められなかった。しかし，コナギ群集群の毛革種であるコナギ，アブノメ，ミズオ

オバコなどがみられたことよりウリカワーコナギ群集としてまとめることができる。

　ウリカワーコナギ群集は，タイヌビエ，タマガヤツリ，タカサブロウで区分されるタイヌビエ

亜群集と特別の区分種をもたない典型亜群集とに区分された。典型亜群集は良く管理された水田
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　　　　　　　　　　　　Tab，43．ウリカワーコナギ群集

　　　　　　　　　　　Sagittario－Monochorietum
a：Typische　Subass．　典型亜群集

b＝Subass．　von　Echinochloa　crus－galli　vaτ．　oryzicoia　タイヌビエ亜群i集

1ゴ

a 「．b］

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（m）；

王）eckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

調査番号
調査面積
植　生　　高

植　被　　率

出現種数
Kennaf亡en　d，　Ass．＝

　莇η06ん。がα搬9伽薦var．μ磁α9伽α

　z）ψα’2勿2πブ醜。θ観δ

　0’彦θあαα距∫ηaoゴ6鯵∫

Trennartan　d．　Subass．：

　E6痂・6〃・α6駕一9απ∫vaL・1ツ沈oZα

　qyψθ駕5漉がわ7フ13ゴ∫

　E‘Zψ如ρプ05’プα’α

Kennar耳en　d．　h6heren　Einheiten：

　07ツ漁∫砿加α

　Ro’αZα∫π6痘Cα

　＆ゴゆ郡∫1LO彦αプ厩

　L故旋師9∫α｛ψ蜘う∫oガ漉∫

　㍑η漉プ加αρプ。αηめθπ3

　＆zg魏α万αカガb勲var．αノ29％∫妙b勲

Begleiter：

　Aηzηzα朋∫αη剛髭解。プα

　Cαプ磁〃z加θノZ8£麗05α

群集時疫種

　コナギ

　　ず　アフノメ

　ミズオオバコ

亜群集区分種

　タイヌビェ

　タマガヤツリ

　タカサブロウ

上級単位の標徴種

　イネ

　キカシグサ

　ホタルイ

　チョウジタデ

　アゼナ

　オモタカ

随伴種

　ヒメミソハギ

　タネツケバナ

1　2　3　4　5　6
9　　　9　　25　　9　　30　　25

0．80．60，70．6！．51．5

100　！00　100　100　　95　100

7　7　7　8　9　13

3。3　1・22●21●2　一←　2。3

…　　　　　十・22・2　・

・　。　・　十　　・　。

。　　。　　・　　一ト　14・45●4：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　ユ…　　　　　　　　●　11●22●21
　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
…　　　　　　　。　1十2・21

5●55・55・55●55●44●5

一ト　1●22●3　一←　1・2　1●2

十・2　・　十十・21・2十・2

十　　十　　・　十　　・　2・2

　・　十　十　　。　・　十

1■21●2　●　　●　　●　　・

●　十・2　・　　。　　・　十。2

・　・　十　　・　。　十

出現一回の種　Auβerde職je　einmahn　Aufnahme　Nr．！：Eご勧zo6配。αα麗∫一9αJZfイヌビエ1・2，　Nr．3：

　K認カノ38ブ∫5ッ。η38παヨメナ十，Nr．5＝Rαノzμηo磁π∫cαノz‘o短碗∫’∫ケキツネノボタン二二，　Nr．6：Roノψρα

　f記αη漉6αスカシタゴボウ十，（汐プ）8耀∫5αηg厩πo陀η顔5カワラスガナ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日；Nr．1：Sarugashima（Sep．15．1980）猿ケ島，

　Nr．2，3：Shimooki（Sep．！8．1980）下沖，　Nr．4～6：Shimoochiai（Sep．18，1980）下落合

の群落で出現部数は7種類と少ない。タイヌビエ亜群集は管理の悪、い水田で出現台数も！！種と多

くなっている。

　10）　アオウキクサーサンショウモ群集

　　　Lemno　paucicostat＆e－Salvinietum　natantis　MiyawakietJ・丁廿xen

　　　ig60　（T艮b．　44）

アオウキクサーサソショウモ群集は，水田や小池の停滞水上に発達する浮葉植物群落である。
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　　　　　　　　　　　Tab．44．アオゥキクサーサンショウモ群集

　　　　　　　　Lemno　paucicostatae・SalviHietum　natantis

Nr．　d．　Aufnahlne：　　　　　　　　調査番号
Wassertiefe（c皿）1　　　　　　　　　　　　　　水　　　　深

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　　　　　　調査面積

DecRung　d．　Vegetation（％）；　　　 植被率
Artenzah1：　　　　　　　　　　繊菌種数

i　1　2　3
i　lO　10　15
i　o、25　0．25　0．25

1909090
；　2　2　2

　無刀切α♪磁碗。伽如

　勘か。漉♂αρoむ擁が潔

しage　u．　Datum　d．　Aufnahme調査および年月日0

アオウキクサ

ウキクサ

5●4　5。4　4●4

2●2　2●3　3●3

Nr。1，2：Sarugashilna（Sep．15．／980）猿ケ島，　Nr．3：K：alniochiai（Sep．18．1980）上落合

厚木市内の水田中にみられた群落では，アオウキクサとウキクサだけによる群落であるが，水面

いっぱいに発達している。ここでは，標徴種のひとつであるサンショウモを欠いている。しかし，

良く管理されている水田などでは，サンショウモを欠くことの方が多く，人為的影響が強いほど

種組成に貧化がみられる。

e　乾性1年生草本植物群落

　　1）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　Pinell量。もer漉atae・Euphorbietum　pseudocha職aesyc圭s　Miywak量

　　　　1969　（Tab・45）

　台地部を中心に広くみられる畑地には，耕作，施肥，除草などの頻繁な人為的干渉のもとに成

立する1年生の雑草群落がみられる。この雑草群落を構成する植物は，旺盛な生活力と繁殖力を

もっている。しかし，これらの人為的干渉が停止され，畑が放棄されると，人為的干渉のために

生育が妨げられていたより高茎の路傍雑草が，畑地雑草に代わって群落を形成しはじめる。

　ヵラスビシャクーニシキソウ群集は，現在管理されている耕作地や耕作が放棄されてまだ1年

未満の放棄地に発達している1年生草本植物群落である。

　厚木市内の畑地では，耕作作物に混じってスベリヒユ，コニシキソウ，トキソソゥ，カタバミ，

コハコベ，コゴメガヤッリ，メヒシバ，シロザなど玲～20種程度の雑草植物の生育がみられる。

しかし，群集標徴種としてのホトケノザやカラスビシャクはそれぞれ一地点でみられたにすぎな

い◎

　比較的管理の粗放なクワ畑や，畑のわき，放棄直後の畑放棄地などにみられる群落には，オオ

イヌタデ，アメリカセンダングサ，イヌビエなどの好窒素性植物やヒメジョナン，ギシギシなど

比較的高茎の種が優勢になっている。この群落はヒメジョオン，オオイヌタデ，イヌビエ，ギシ

ギシなどを区分種：としてヒメジョオン亜群集にまとめることができる。ヒメジaオン亜群集は，
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Fig．35．ヵラスビシャクーニシキソウ群集の発達する畑耕地の多い，火山灰台地上の耕作地

　　　景観①と果樹園②，春季相はセイヨウタンポポ③や・〉・コグサ④が優早し，異なる群

　　　落相観を示す。

　①Ackerlandschaft　auf　der　Vulkanischen　Hochebene　und②Obstgarten（Birnbaume）mit

　dem　Pinellio　tematae－Euph・rbietum　pseudochamaesycis．③FfUlings
　Aspekt　der　Ackef　mit　7撹プα認αα‘〃占（～勝16加αZ8　und④mit　GηζψんαZ加π励’ノz8．

さらに時間が経過するとともに，ヒメジョオンやオオイヌタデなどが優讃するようになり，そこ

ではもはやスベリヒユ，コニシキソウなどの低茎の畑地雑草は生育できなくなると思われる。し

たがってヒメジョオン璽群集は，カラスビシャクーニシキソウ群集のより遷移の進んだ群落で，

より高潔のオオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落への移行群落といえる。また特別の区分種

をもたない典型亜群集は現在作付中の畑地の群落である。

　　2）オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落

　　　　Erερeroπ8ωη2αオreπsε8葡Erぎ9θroπ　cαπα4θηsε8印Gesellsch乱ft　（「rab．46）

　畑耕作地の耕作を放棄して，1～2年の初期段階には，小形の1年生畑地雑草群落に代って，

高さ1～2mにも達する高議の雑草群落オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落が発達する。

群落は種子散布力の強いオオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ハルジョオンなどのキク科ヒメ

ムカシヨモギ属の植物が優淫することで特徴づけられる。厚木市内でみられた群落ではヒメムカ

シヨモギの優占群落である。
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　　　　　　　　　　Tab．46．オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群．落

　　　　　　　　　　Eプガ98ブ。η5〃ηα加θη∫ガ5－Eプゴ98プ。η6αηα漉η∫ガ∫一Gesellschaft

Gr6Be　d．　Vegetation（m2）：　　　　　　調査面積

H6he　d．　Vegetation（m）：　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　 植被率
Artenzah1：　　　　　　　　　　出現種数
Trennart　d．　Gesellschaft：

　E2謂∫987・oηα魏α盈η5∫∫

Beg⊥eiter：

　A5孟θプ5πうz4α頗∫

　Coη〃πθ毒ηαご。ノ〃アzπηガ5

Eご痂・6〃・α傭5－9αZ々var．0アツ沈oZα

　島4ygo照ηzηoの∫㍑ηz

　島4ygoπ麗η3　Zoη9∫5θ加ノπ

　D鷹んθ5／z8αご趣y5αη’んα

　ゐαo餌6αゴη読’6α

　Rz〃ノZβエαご8’05α

群落区分種

　ヒメムカシヨモギ

随伴種

　ホウキギク

　ツユクサ

　タイヌビェ

　オオイヌタデ

　イヌタデ

　ヘビイチゴ

　アキノノゲシ

　スイバ

30

1．8

100

9

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；Ka賊ochia玉（Sep．18．！980）上落合

5・5

2・2

2。2

1・2

1・1

十・2

十

十

十

　群落内にはホウキギク，ツユクサ，タイヌビエ，オオイヌタデ，アキノノゲシなどおもに1年

生の雑草植物が低湿度で混生している。この群落は，耕作放棄畑地や荒地における一時的な優占

群落としてまとめることができる。

　3）オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　Eleusine三nδica・Digitaria　violascens・Ass．　Okuda1978（Tab．47）

相模川などの河川敷内で，土壌堆積がほとんどみられず，こぶし大程度の円礫が多数砂の中に

　　　　Tab．47．オヒシバーアキメシバ群集

Eleusine　indica－Digitaria　violascens．Ass．

Gr68e　d．　Probefl琶che（m2）＝

班6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　VegetatiQn（％）＝

Artenzah1：

調査面積
植　　生　　高

卑　　生　　率

出現冊数

4

5

50

5

薫錦熱　　　臨海　i脇
　K乞‘〃〃溜プ。切α∫彦ガα’α　　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ　　　　　　　　i　　3・3

肋・・敵卿麟　　　　　　　ヨモギ　　　　i　・
E・’・一・・…・ @　　　　　ヒメジ・オ・　　　i　・
　Aηめro5fααプ∫8ノ漉∫如ヴ読α　　　　　　　　　　　ブタクサ　　　　　　　　i　　　÷

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地および調査年月日；Shinshowabashi　am　Flu8　Sagami（Sep．15。

　1980）相模月Li新昭和橋付近
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うまり踏圧などの影響で硬く平坦になった立地には，踏圧により変形したヤハズソウ，アキメヒ

シバを主体とし，わずかに騒小化したヨモギ，ブタクサなどを混じえた群落が斑状にみられる。

このような踏圧の影響を受けるところにはしばしぽオオバコが出現するが，同様な減圧を受けな

がらもここではオオバコを欠くことが特徴的である。この群落はアキメヒシバ，スズメノカタビ

ラなどを標徴種および区分種とするオヒシバーアキメヒシバ群集の断片と考えられる。このオヒ

シバーアキメヒシバ群集は，群落内にヤハズソウやヨモギが生育することや，周辺の河川敷内で

はメドハギ一霞モギ群落が発達していることから，メドハギーヨモギ群落が踏圧やその他人為的

影響によって退行して生じた群落と考えられる。

f　湿性1年生草本植物群落

　1）　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　Ste鷲ar圭。．Ranuncu董e毛umcanto訟圭ens童s　M韮yawakietOkuda19ア2（Tab．48）

水田が耕起される以前の，早春の水田には，スズメノテッポウ，コオニタビラコ，ノミノフス

　　

欝血灘

i…灘講灘羅総

薩無漏

獺 欝

隈灘、 灘

総懸

裂雛睾

Fig．36．水田の春季雑草植物群落，ノミノフスマーケキツネノボタン群集，カズノコグサ

　　　：亜群集（岩田，標高約20m）。

　　　Reisfeid－Unkrautgese1亙schaft　im　Fr曲ling，　das　Stellario・Ranunculetum

　　　cantoniensis，　Subass　von　Beckmannia　syzigachne（lwata20m
　　　荘．NN）．
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爵灘四

駅

隷i・ ．韓

Fig．37．ノミノフスーマケキツネノボタン群集，カズノコグサ亜群集，タネツケバナ優占

　　　群落（下沖，標高約12m）。

　　Stellario，Ranunculetumcanton1ensis，　Subass．　von　Beckmannia
　　mit　dominierender　Cαrぬノノz勿θプ16灘。∫α（Shimooki　12　m　U．　NN）．

マ，ゲンゲ，スズメノカタビラ，ナズナなどがジュウタン状に一面に生育しているのがみられる。

この群落は，ノミノフスマ，コオニタビラコ，ケキツネノボタンなどを標微種および区分種とす

るノミノフスマーケキッネノボタン群集としてまとめることができる。今回，厚木市内では，さ

らに，カズノコグサ，タネツケバナを区分種とするカズノコグサ亜群集と，ハハコグサ，ノゲシ，

キツネアザミなどを区分種とするハハコグサ亜群集とを区分することができた。カズノコグサ亜

群集は，休耕期闘も滞水を生じているところにみられ，そこではカズノコグサが優秘している。

ハハコグサ亜群集は，滞水のない乾燥したところにみられ，種組成的には，春の畑雑草群落とほ

とんど変わらなくなってくる。この両亜群集は乾田，湿田のちがいですみ分けているが，同一水

田内でも停滞水の有無によりモザイク状に分布することも多い。

　　2）　コアカザーオ総総ナモミ群集

　　　　Chenopod呈。・Xanthietumsもrumari圭Miyawak圭etOkuda1972（里ab．49）

　人家周辺の，ときにゴミ投棄のおこなわれるあき地や畑のわきなどの富栄養な立地には，シロ

ザ，メヒシバなどの畑雑草に混じってオナオナモミ，アメリカセンダングサ，オオクサキビ，オ
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　　　　　　　　Tab．48．ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　　　　Stellario－Ranunculetum　canton玉ensis

a：Subass．　von　BeckInannia　syzigachne　　カズノコグサ亜群集

b：Subass．　von　Gnaphalium　affine　　ハハコグサ亜群集

1・ 1 b

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d，　Probefl益che（．m2）

H6hm　d．　VegetBtlon（c雛）：

Dekung　d．　Vegetation（％）

Artenzahll

調

調

虚

言

出

戸　番

査　面

生

生

現　種

切

積

高

忌

数

1

25

50

95

！4

2

25

20

95

14

3　　4

25　25

40　40

90　95

15　15

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．＝

　5孟εZ♂α7一如α♂∫加8var．　Z‘πぬZα’α

　Lo♪∫απα0診090π0ガ漉∫

　Rαπ麗7Zα4Z‘50απオ0／2∫θノZ∫ガ∫

Trennarten　d．　Subass．＝

　β86ゐノノ魏刀η毎ミγ£∫9π6ゐη8

　磁プぬ〃Z加6／Z8」じん05α

　Gπoρんα読‘ノπφカ16

　50πCんZ‘∫oZθ1・α0θ％∫

　飾〃z∫∫オ砂’α砂1u彦α

　Eザガ96プ0η∫躍π碗プ8π5ガ5

　β0漉7ゼ05ρ8ηアZZ‘〃Z記2Z6蔽6ノπ

　α立山加功oZO伽・∫廊var．α刀gz魏卿Z加3

　3θ礁ノπ加‘晶晶rμ〃3

Kennart　d．　Verb．：

　AZoφ86μプκ∫α召9～4α♂ピ∫

Begleiter＝

　韓。ガα∫ゆ謡ηz

　Coρ∫θ”αみκア”5α一ρα∫彦。ノー∫∫

　R）αζ〃zクzz4α

　A5診プα9α盈55f7zゴ。μ∫

　Rz‘ノπ8」じαC6彦0∫α

　v70どαん∫γ5z‘診α

　7｝旧ご9ωZO彦ガ5ρθ漉〃Zα‘Zα万5

出現一回の種

群集漂徴種および区分種

　ノミノフスマ

　コオニタビラコ

　ケキツネノボタン

亜群集

　カズノコグサ
　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　サ

　タ不ツケハナ

　ハハコグサ

　ノゲシ

　キツネアザミ

　オオアレチノギク

　ハナイバナ

　　ミミナグサ

　コモチマンネングサ

群団標徴種

　スズメノテッポウ

随伴種

　カラスノエンドウ

　ナズナ

　スズメノカタビラ

　ゲンゲ

　スイバ

　スズメノエンドウ

　キュウジグサ

2・3

2・2

÷

1・2

4。4

　●

3・3　1・2

3・3　2・2

　・　　　　　　　　o

14。4｝

：　　l

l十1
　　［
　　　　　き

　　ξ

　．i
　　2
　．l
　　E
　　5
　・　　i

　　；
　●　i

　　i
　　1
　　　　ヌ

　　E
　．i

　o

　●

十

十

十

十

十

2・2

　●

　・　　　　　　　　o

　●　　　　　　　　●

　　　　　…
　十　　1・1i

　　　　　｛
　十　　十｛
　　　　　｝
十・2　2・2i
　　　　　…
十・2　　・；
　　　　　ヨ
十・2　　・1
　　　　　セ
　÷　十・2；

　　　　　i
　十　　十1

3・4　　2・2　3●4　　2。2

3・3

十

2・3

3・4

十

十

十

十

十

5・4

　●

十

　●

　●

2・2

4・5

2・2

！・2

　●

　●

　●

1・2

3・4

　●

4・4

　十

十・2

1・2

　　　　　　　　　AuBerdem　je　einmahn　Aufn．　Nr．1：AZ（ψθα‘74κ5ブ64＞o加α‘∫セトガや十，　Nr．2：Eg読∫8一

　オz4ηzαノ『η8η∫8スギナ十。2，　Nr．3：0伽αアz疏8ブαηαη乞。αセリ1・1，飢αZα2廊α7・襯読ηαごθαクサヨシ十，

　NL　4：yoμπg珈ノ砂。η記αオニタビラコ十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme二調査地および調査年月日；Nr．1，2；Okatsukoku（Apri129，1980）岡津古

　久，Nr．3，4：FluB．Hinata（April　29．1980）日向川
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　　　　　　　　　　　　　Tab．49．コァカザーオ山漆ナモミ群集

　　　　　　　　　　　Chenopodio－Xanthietum　strumari｝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　　　　調査面積

H6he　d．　Vegetation（狙）：　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）＝　　　　　　　　　　　　　植　　　被　　；率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

8

1・2

90

21

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　Xαπ疏加ノπ‘αηα廊η58　　　　　　　　　　　　　　オオオナモミ　　　　　　　…　　　2・2

Kennarten　d．　h6heren　Einheitenl　　　　　　　　上級単位の標微種

　ぬ加。πη3読。ん砿。〃4Zoプz‘〃3　　　　　　　　　　　オオクサキビ　　　　　　　；　　1・2

β勲・伽4…　　　　　　　ア・リカセソ妙グサ　i　・
　％砂90π麗7μη0405μノπ　　　　　　　　　　　　オオイヌタデ　　　　　　1　　2・2

Beg⊥eiter：随伴種E海g’8ブ。πα朋π㍑5ヒメジョオン十。2，％4ygo2zκ〃z♂oηg’ゴ∫8‘z〃μイヌタデ十，・47‘妙漉∫∫α

　ρプ加αψ5ヨモギ十，Z）ガg露α擁αα4∫6θπ面π5メヒシバ2・2，　A6αらψ1協α鰐かα痂エノキグサ十，　Clz8ノ～ひ

　ρo読κ〃3α伽〃〃シロザ4・4，義y∫∫〃3α6痂αノ砂。加6αf，∫μ∂∫θ∬漉∫コナスビ十，08πo∫1zε昭伽〃η∠∫アレチ

　マツヨイグサ十，C／～碑ρρ04加πα濯∂ro∫ガ0ピ漉∫ケアリタンソウ十，　Eプ磐6即ηCαノZα漉郷ガ∫ヒメムカシヨ

　モギ2・3，5θ如rぬ∫励81’ゴァキノエノコログサ2・2，Eご1z加06配。α‘昭∫一9αZあvar．6αz44α如ケイヌビエ十，

　E2ψ1zoプ腕α〃zα偲Z醜α引引ニシキソウ1・2，・4〃めro∫∫αα7「記〃薦ガα4bZ∫αvar．6♂α‘ガorブタクサ十，β認81z∫

　がJo∫αコセンダソグサ1・1，　G砂ごη65のαツル’マメ　十・2，　E溜。麓読85競6rαoの諺αダンドボロギク十．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme；調査地および調査年月環：

　Shinshowabashi　am　FluB　Sagami（Sep．15．1980）新昭和橋付近

オイヌタデなどの好窒素性！年生草本植物が密生する高さ1。2m程度の群落がみられる。この群

落はコアカザ，オオオナモミを標早引としてコアカザーオ四球ナモミ群集にまとめられる。コア

カザーオオオナモミ群集は，自然立地では河川敷内の富養立地に発達し，多摩川，利根川，荒川

等でも知られている。また耕作畑地や人為的な荒地等でも一次的に繁茂している。厚木市でも人

家周辺の他にも，相模川中流域下部の粘質砂土上にオギ群集やジャヤナギーアカメヤナギ群集に

接して発達しているのをみることができる。

　　3）オオクサキビーヤナギタデ群集

　　　　1》a1芝隻co－Po董ygo鷺etunl　hydroP玉peris　M量yawakietOkuda1972（Tab．50）

　欝欝クサギーヤナギタデ群集は，相模用や中津川のより上流域に多く発達している。こぶし大

の円礫を主体とした河川敷で河原の本流の水際に沿って帯状に発達している。この群落にヤナギ

タデが優占することが多く，オオクサキビ，アメリカセンダングサ，ケイヌビエ，オオイヌタデ

などの好窒素生の1年生草本植物が多数生育している。オオクサキビーヤナギタデ群集は，ヌマ

ガヤツリで区分されるヌマガヤツリ亜群集とアメリカセンダングサ，ミゾソバ，ツユクサ，オオ

バコで区分されるアメリカセンダングサ亜群集とに下位区分された。
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　　　　　　　　　Tab．50．オオクサキビーヤナギタデ群集

　　　　　　　　Panico－Polyg◎netum　hydropiperis

a＝Subass．　von　Cyperus　glomeratus　　ヌマガヤツリ亜群集

blSubass．　von　Bidens　frondosa　　　　アメリカセンダングサ亜群集

1 a b 1

Nr．　d．　Aufnahme＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetatlon（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl＝

調査番号
調査面積
植　　生　　高

植　　被　　詠

出　現種数
Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　アb砂gO2Z〃πゐツ諭層（ψ4）6ノー

　Eご痂η0ぐ配0ασ％5－9αZ♂fvar．ごα麗4α如

Trennarten　d．　Subass．：

　C｝少｛ヲ2”晦9！0〃Z8ノηオZ65

　B∫漉η5ノ〉”0π4∂5α

　Pbらノ9ηημη3疏κπ∂87’9露

　COノノ〃ノ3θZ∫刀αご0〃〃πτ’η∫∫

　π｛z／z如9ηα∫ガα距ατ

Kennarten　d．　h6heren　Einheiten＝

　ぬηご‘躍μ読Cん0孟0ノπ．卯0アマルπ

　ん4y90ηκ〃’7ZO40∫ε〃”

　Roプ吻αガ∫Zαπ漉ごα

Begleiter：

　／1∫ご（ノブ　5％ろz4α孟配∫

　Cんεηρρo漉麗η3η040∫μ〃」

　絢〃加9α9プαcπ♂勿zα

　qy少6r郡∫ε1一α9呵り5〃5

群集標洋種および区分種

　ヤナギタデ

　ケイヌビエ

亜群集区分種

　ヌマカ“ヤツリ

　アメリカセンダングサ

　ミゾソバ

　ツユクサ

　オオバコ

上級単位の標徴種

　ナオクサキビ

　オオイヌタデ

　スカシタゴボウ

随伴種

　ホウキギク

　ケアリタソウ

　ヒメクグ

　メリケンガヤツリ

　1　　2

　6　　4

0．4　0．4

70　60
　7　　9

3

4

1

70

！2

4　　5

4　　10

1　0．6

70　40
13　16

3●3　4。4　3●3　4●4　2．2

3●3　 2●2　　1●2　 2●2　　 ●

1一←，2　　1・2i　　， ●

●

●

●

●

・　2。2　2・2

。　　1●2　十●2　十●21

・　　十　　・

・　　十　　・

　8
2．2i

　　…

　　…
十・2；

　　ヨ
1・1｛

3・4　十●2　　1・2　　2．2　　●

1●2　　●　　　・　　1●2　　1．2

・　　十　　・　　・　十・2

1・2

●

1・2

●

●

十

●

1・2

1・2

十・2

　十

　〇

1・1

●

●

十

o

l。1

●

●

出現一回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．2＝（汐少εプμ∫∫απ9κ〃zo♂θη飯5カワラスガナ乎・2，（～ソ少8一

　〃45gZo605」‘5アゼ’ガヤツリ　十，　Nr．3：ノ1プ勿〃凄ゴ5∫σ〆η‘魏6｛ψ5ヨモギ十，　盈5彦z4‘αノ¶π6フuオニウシノケグ

　サ十・2，Nr．4：ゐαc伽6α加読6αアキノノゲシ十，　B∫漉η∫μZo∫αコセンダングサ十，　r㍑8漉”αんZθ∫一

　加αηαオヘビイチゴ十・2，ル臨。αη〃膨∫∫f2z8η5乞5ススキ十，　L沈漉1フzぬρ1’o餌ηめθノz5アゼナ十，　NL　5：

　A7’診ん7u竃。π痂5ρガ伽5コブナグサ1・2，ル痘〃耀伽∫πψαZεπ5おvar．掴1）o加。αミゾホオズキ十，　rb砂goππη～・

　∫乞8うoZ磁アキノウナギツカミ，Ec痂π06郁αα［κ5－gαZZ∫イヌビエ2・2，＆漉∬加‘6gノ’αイヌコリヤナギ十，

　CαZα〃故gプ。漉5（ψ∫g’8∫o∫ヤマアワ＋，Rαπ耀zcz‘♂κ∫oα勉。ηfθη∫∫5ケキツネノボタン十，　qyゴ）8ア¶％∫〃z∫oプ。か∫α

　カヤツリグサ÷．

Lage　u．　Datum　d。　Aufnahme：調査地および調査年月舜：

　Nr．1，3，4：Shi聡howabashi　am　Flu8　Sagami（Sep．15．1980）相模川，新昭和橋

　Nr．2：　　Kamiyochi　am　FluB　Sagami（Sep。15．1980）相模川，上依知

　Nr．5：　　Ichijima　am　Flu8　Nakatsv（Aug．6．1980）中津川，市島
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　　4）　アキノエノコログサーコセンダングサ群集

　　　　Setar量。・Bide皿tetump童losae厳iyawakietO1｛罷da　1972（Tab．51）

　相模川などの大型河川敷内には，こぶし大ほどの礫からなる広い河原が広がっている。この河

原の流水辺には，オオクサキビーヤナギタデ群集の比較的植下度の高い群落が発達している。し

かし，流水辺から離れた，やや小高い礫地には，礫の間に根をはった，植三度の低い散生した群

落が発達している。ここでは，とくに優占種はなく，アメリカセンダングサ，オオイヌタデ，コ

セソダングサ，ケアリタソウ，ムラサキエノコPグサ，マレチマツヨイグサなどの1年生，越年

生草本植物がまばらに生育しているQ群落の平均出現種数は29種にも達しており，河川流水によ

って運ばれた様々な種類が発芽，生育しているといえるQこの群落は，コセンダングサ，ムラサ

キエノコログサ，ケアリタソウの1年生草本植物を標徴種，区分種としてアキノエノコログサー

コセンダソグサ群集にまとめられる。厚木市でのアキノエノコログサーコセンダングサ群集は，

以下の2亜群集が区分された。

も’

ノ

3

馨

’

1：Bゴ詑π5μZo50

2：＆如万αη溺漉5

3：5窃α万α！為∂8而

1

、

舞

，

，

，

‘

孟盛

　　　㍉．・驚　・・鐸，　・、，1・”∴し，　．・．　，1・”

　　6　　　　　　5　　　　1　　　3　　　　　　　　6　　　4　　2

Fig．38．アキノエノコログサーコセンダングサ群集断面模式図

　VegetatiQnsprofildes　Setario－Bidentetu鵜　pilosae

　　　　コセソダングサ　　　　　　4：盈ψ1zoプ腕α〃～αo認磁α

　　　　　ムラサキエノコログサ　　5＝＆如万αgZαzκα　キンエノコロ

　　　　アキノエノコログサ　　　　6：1％砂go2zμ1πα沈伽砲プ8　ミチヤナギ

「。く竃　　’

、’

＝3

直物ニシキソウ
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欝認聾灘雛欝蟹㌃凶 鎮繊漕！墾毒鱗融

鐙爵義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漣灘醤．灘　嚢今町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暁箋簸・　輸

　　　　　　　馨灘嚢議聴．一　擬喉輪ゐ
　　　　撒三二轡騒簸、難鞭

Fig．39．玉石状の河原に発達した一年忌草本群落，アキエノコクPグサーコセンダングサ

　　　群集（相模川）。

　In　dem　kiesigen　FluBbett　entwickelte　Einjahrigen－Pflanzengesellschaft　vom　S　e　t　a　r　i　o．

　Bidentetum　pilosae（FluBSagami）．

　i）　オオクサキビ亜群集

　オオクサキビ亜群集は，オオクサキビ，ヤナギタデ，メヒシバ，マメグソバイナズナ，オオブ

タクサ，イヌビエの1年生草本植物で区分される。これらの区分種は，オオクサキビーヤナギタ

デ群集と共通の種が多く，同群集との移行群落として位置づけられ，より砂蟹の多い湿性立地に

発達している。また，このオオクサキ・ビ亜群集は，相模川により多く分布し，中津川には少ない。

とりわけ，相模川の上依知付近の河原に大きな群落をみることができる。

　ii）　⊇ブナゲサ亜群集

　コブナグサ亜群集は，コブナグサ，タケニグサ，クグガヤツリ，ノボロギク，ミヤマキケマン，

カタバミ，オトコヨモギ，オオバコ，コナスビなどの！年多生および多年生草本植物で区分され

る。コブナグサ亜群集は，より乾性の砂礫地上に発達し，厚木市内では，より上流域の様相を示

す中津川の河川敷に多くみることができる。
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　　5）　ミゾソバ群集

　　　　Polygo烈etumもhunbergi玉Lokm．　etMiyawak玉1962（Tab．52）

　ミゾソバ群集はタデ科のミゾソバを標野種としてまとめられる湿生の1年生草本群落である。

ミゾソバ群集は，厚木市では相模川中流域下部の，ゆるやかな流水に沿った粘質砂土の堆積地や

用水路あるいはまた水田の放棄地などにみることができる。ミゾソバ群集は，厚木市ではセリ，

スギナを区分種とするセリ亜群集と，ツユクサ，イヌタデを区：分種とするツユクサ亜群集とに区：

分することができた。セリ亜群集はおもに水田放棄地にみられ，春季にはミゾソバよリセリが優

勢であることが多い。ツユクサ亜群集は下水溝や水田用水路，粘質砂土の堆積した河川敷の流水

辺などに広くみられる。ミゾソバ群集は，相模川の河川敷においては下流域，中小河川でも粘質

砂土や泥土の堆積のみられる立地に発達し，上流域の礫を主体とした河川敷では，ミゾソバは生

育するものの優占度は低く，代ってオオクサキビーヤナギタデ群集の1年号草本植物群落が発達

している。

　　　　　　　　　　Tab．52．ミゾソバ群集

　　　　　　　　Polygonetum　thunbergii
a：Subass．　von　Oenanthe　lavanica　セリ亜群集

b＝Subass．von　Commelina　comInunis　　ツユクサ亜群集

a b

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetatlon（cm）；

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）＝

Artenzah1；

調　査　番　号

調　査　面　三

二　　生　　高

植　　被　　切

出　現　種　数

1　　2　　3　　4

9　　2　　3　　5

25　　　25　　　50　　60

90　　　85　　100　　　90

5　　5　　6　　8

K，n・。，t　d．　Ass．、　　　　　　　群集標微種　　　　　l
　rbそygo／z〃〃’ん％η∂61gガ　　　　　　　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　　　　…｝言；4　2・3　5・5　5礪

麺・麺⊥鋤・・　　　　購区分種　　　i　．一一一．

膿鷺盤1　　　受峯ナ　　i麗1：li‡：
C・一・伽・一ノ・燃　　　　　ツユ・サ　　　に丁一一一71一箆蛍
助・・一図・…〃〃　　　　・・タデ　　　ト⊥±．一2・塚
Kennart　d．　Verb．：　　　　　　　　　　　　　　群団標野種

β漁・〃…4…　　　　　　ア・・カセンダ・グサ　i・・・…
恥91eit鎧随伴蓮一ln　Nr・虹Cα1槻’／zz〃～ゐ8ノ～9〃アゼスゲ！・2，　Bαc1Llz6　gZoδ05αチゴザサ十，　Nr。2：Cαr一

　磁〃乃∫7昭ノZ8認μ05αタネツケバナ2・2，　G♂θ61zo〃α1zβ4εrαご6αvar．　gγαπ読∫カキドオシ牽。2，　Nr．3：Ec痂一

　πoo尻。α‘1脅κ∫一gαZ々var，　gノ『α1～読∫タイヌビエ1・1，ゐz‘4τ面g～α4＞’Zo飯02ゴ65チョウジタデ1・1，　Nr．4：Df－

　9ご’α万ααゐ。εノz48〃5メヒシバ十，　A61ぴノ’αノz読8∫ノ盈ε‘ノ『’8∠ヒナタイノコヅチ十，　Co㍑Zαθツ〃zαヴ。あジュズ

　ダマ÷，五8βr∫如5妙αη雌αサヤヌカグサ！・2．

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme；調査地および調査年月鑓：

　Nr・1，2＝Yokobayashi（April　29．1980）横林，　Nr．3：Klamiochiai（Sep．18．1980）上落合

　Nr．4：Sukuaiko（Sep．24．！980）ネ湾愛甲
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F1940有機物の多い富養な水が流れ込む水流をこ沿って発達しているミソソ・群集

　　（相摸川，中依知）。

　　Am　Rande　des　eutrophlerten　Gewasscrs　dlcht　entwlckeltes　P　o　lygonetum

　　thunberg11　（FluBSagam1）

糞

罐
篤勲

鋸

覇

滋

欝

欝

　　　　　　Flg　41．花をつけたミソソバ群集の標三種ミソソバ

B1。h。。d。％触…〃〃孟乃・・加9〃，dleK・皿・・td・・P・1yg・n・t・m£h・b・・g・・1・t
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　　　Fig．42．ミゾソバ群集の群落断面模式図

VegetationsprofildesPolygonetum　thunbergii
1：Pb砂goノ沼1π疏μπ68rg涯　　ミゾソバ

2：％4yg’02zκ〃’η040∫呂‘〃呂　　オオイヌタデ

3：E‘んゴπocゐZoαθ一z∫5－9幽αZZf　 イヌビエ

　　6）　アゼガヤツリーカワラスガナ群集

　　　　Cyperetumgloboso脚sangu呈識olent量s　Okuda1978（Tab．53）

　相模川や中津川の河川敷内には，旧河道や二三地に水がはった，小さな沼地が点在している。

この沼地は，増水時に冠水し，乾燥時には，大部分が水底を露出し，砂泥に亀裂を作る。このよ

うな浅い小沼地には，ヌマガヤツリ，メリケソガヤツリ，ヒデリコ，タマガヤツリ，アゼガヤツ

リ，カワラスガナなどのカヤツリグサ科やアゼナ，トキワハゼなどの騒性の1年生草本植物が繁

茂している。

　とくに，カワラスガナ，ヌマガヤツジ，メリケンガヤッリ等の植物が優勢である。この群落は，

ヵワラスガナ，ヒメクグ，アゼガヤツリ，コウガイセキショウを標徴種および区分種とするアゼ

ガヤツリーヒデリコ群集にまとめられた。このアゼガヤツリーヒデリコ群集は，水田耕作の放棄

地にも一時的に繁茂する。
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Tab，53，アゼガヤッリーカワラスガナ群集

Cyperetum　g｝oboso－sanguinolentis
Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflまche（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査番号
調査面積
植　　生　　高

息　　被　　率

出現種数

　　　1　　2

　　2・5　100

　　　！　　1

　　100　100

1　・6・8
Kennarten　d．　Ass．：

　qψ8ノ’π5∫α7zg』z伽oZθノ撫∫

　κy〃ガノ～9α9γασ〃ゴ〃～α

　qゆ87躍％5gZoう。∫π5

　」κηα‘∫zε501昭πα麗彦診ガぽ

Begleiter＝

　孟プ彦1〃『α加7zん∫ゆ∫ぬ5

　㊥β7櫓z‘∫4卯bプノノz∫∫

　qy少8耀∫ガ7ゾα

群集標三種

　カワラスガナ

　ヒメクグ

　テゼガヤツリ

　コウガイゼキショウ

随伴種

　コブナグサ

　タ’マガヤツリ

　コゴメガヤツリ

1・2　4・4

1・2　　十

2・2　　・

十　　　・

1・2　　十

十・2　　十

÷　　十

出現一回の種　AuBerdem　le　einmahn　Aufn．　Nr．1＝㍑η4θノ”2加ρ’で研〃め8ノ～∫アゼナ1・2，ハ廊泌∫ρε〃磁κ∫

　トキワハゼ1。2，（砂6ノ闇鷹gZo〃zθ1”α彦z45ヌマガヤツリ3・3，（執ヵ8プκ∫61’αgπ）5渉’5メリケンガヤツリ2・3，

　拓厩飾ノπ読6ん砿。ノπ耀01”μ〃zオオクサキビ2・2，（汐ρθ耀5〃z∫ご7昌。翻αカヤツリグサ1・2，擁漉η5カリπ4b∫α

　アメリカセンダングサート・2，」％そygoημ2πη040∫躍7zオオイヌタデ十，」％z洗。耀ノπ漉加6／z∫6タコノアシ

　十．Nr．2二Ro如♂αカz読。αキカシグサ十・2，　Ec応酬ρ7・05≠7鞠α彦αタカサブロウ十，　jL配4ω∫9出席ガ♂o配。ガ漉∫

　チョウジタデ＋，況〃め2噛硬yZf∫η3漉α‘θαヒデリコ3・3，　E61珈oo配。αorz65－gα♂たvaL　o削麗ooZαタイヌビ

　エ5・4，＆カψ粥ゐ。如プz”ホタルイ3・4，・4〃〃！α〃露〃zκ”解02㍑ヒメミソハギ2・2，1～αノz％η‘記％56〃～♂o一

　廊那∫∫ケキツネノボタン÷，Rπ〃z躍ブ妙。加。αギシギシ十，　Eガg8プ。ηごαηα漉ノ厩5ヒメムカシヨモギ

　十，（シ少8膨∫5σ切加∬ミズガヤツリ十・2，ノ1∫如”躍伽観κ5ホウキギク1・1．

Lage　u．　Datum　d．　Anfnahme二調査地と調査年月日

　Nr．1：Sh三nshowabashi　am　FluB　Sagaml（Sep．15．1980）相模川，新昭和橋

　Nr．2二Kamiochiai　　　　　　　　　（Sep．18．1980）上落合

　　7）　イボクサ’一ミソハギ君拳落

　　　　竣πε認θmα左εεsαた“L〃fんr膨rπα泥。叩s－Gesel｝scha£t　（7ab。54）

　イボタサーミソハギ群落は，アゼガヤツリーカワラスガナ群集と同様，旧河道敷内の小沼地や

水田放棄地などに発達する1年生草本植物群落である。このイボタサーミソハギ群落にはカヤツ

リグサ科の植物は少なく，代ってタカサブロウ，イボクサ，ミソハギ，オオイヌタデ，タイヌビ

エなどの，より広葉性の1年生草本植物が優勢である。

　また，生育立地においても，イボタサーミソハギ群落はより泥質の湿性立地を占めており，乾

燥期にも，湿性を保っている泥土上に発達している。
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　Tab．54．イボタサーミソハギ群落
ノレ～8惚ノ〃αた8ガ5α々一五ッォ1置1マ‘〃’α〃αψ∫一Gese｝lschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probefiache（m2）l

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）l

Artenzahl＝

調　査　番　号

調査面積
植　　生　　高

野　　被　　索

出　現脚数

1　　　2

25　　25

0．7　　1

！00　100

10　　12

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Ec妙孟α抑℃∫々『α‘α

　且ノz8π6ノノ～‘τゐ8’5α走

　々ゾ〃〃wノ多αノzαψ5

Sonst玉ge　Arten：

　Eぬη・ごんZ・αθマ’5－9α臨var．・7ツ沈・♂α

　（～yμ7－zど∫ガ1ゴα

　0θηα7励8ゴα」ひαπ∫c‘i

　■bら・9噸0アZ～〃〃η040∫Z〃π

出現一目の種

群落区分種

　タカサブロウ

　イボクサ

　ミソハギ

その他の種

　タイヌビェ

　コゴメガヤツリ

　セサ

　ナナイヌタデ

3・4

2。3

十

4。4

÷

1・2

4・4

2・2

2。3

3・3

4・4

1・1

十

　　　　　AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．！：姦加α〃π漉ε110’o〃z卯01・z〃πオオクサキビ十，　Cαプ磁一

〃呂加84伽17加∫タネツケバナ　÷，（＝bψ81『κ∫〃z∫61閥。〃’ぬカヤツリグサ十，Nr．2：E擁加ご配。αθ‘置‘5－9α♂々

var。ごαz‘ぬ雄ケイヌビエ2・2，〆11≠んπエ。π1L’功勲65コブナグサ十，　Cyカ6ブz‘55αノzg～’加。♂8η甜∫カワラス

ガナ＋，ムκ改厩g～α砂ピZO6fo認β∫チョウジタデ2・2，黄ノ’めザ説ッ傭〃認fαceαヒデジコ＋．

9　人工植栽林

　厚木市は，丹沢山地や丘陵地さらに沖積低地と地形的に多岐にわたっており，生育する植生も

多岐，多様である。植生の多様性は，一方には種々の土地利用の結果に帰している。とくに山地

における土地利用の筆頭は造林であり，山地の森林の大半を占めている。人工造林は常緑針葉樹

がほとんどであり，スギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツがそのおもなものである。とくにスギと

ヒノキの植林面積は大きく丹沢山地を中心に斜面や尾根ではヒノキの植林が，谷部の適湿地では

スギが植えられている。また乾燥しやすい尾根部や南斜面地ではときにアカマツやクロマツが植

えられている。また丘陵地や台地，低地地区にも斜面地を利用し，スギ，ヒノキの造林が小規模

ながらおこなわれているQ入家の周辺にはとくにモウソウチクやマダケの竹林が醸立っている◎

　　1）　スギ，ヒノキ植林

　　　　Or〃pオ07πθrゴαノαpoπεoα一〇んαηεαεc鯉αrεs　oわ’π8α幽Forst　（lfab。55）

　スギ，ヒノキは，丹沢山地，中津出地の山地斜面にもっとも多く，これらの地域でもっとも広

い面積を占めている。丘陵地域では，クヌギーコナラ群集と接して斜面下部や谷部に多くみられ

る。また低地では量的には少ないものの，台地部と低地部との境界部である斜面を中心にみるこ

とができる。スギとヒノキの多くは，ヒノキが斜面上部，スギが斜面中部から谷部と植栽場所が

ちがっているものの，隣接して造林がおこなわれモザイク状である場合が多い。したがって，現
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霧
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蹴

簸蓼

鱒

蓼
講

Fig．43，ヒノキ人工林の林内相観長い下草刈りによって林床の植生はきわめて貧化して

　　　いる（七沢600m付近）。

　Inneres　des　kUnstlichem　Bestandes　vonα～αノノ’αりψα1一な。ゐオμ∫αmit　sparlichen　Unterwuchs

　　　（Nanasawa，　ca　600　m廿．　NN）．

存植生図においては，両者を細かく区分して図示することは，大きな意味はなく，また困難であ

ることから，一つにまとめられた。スギ，ヒノキ植林地内の種組成は，その土地の潜在自然植生

のちがいによって大きく異なる。調査されたスギ林でも，ムカゴイラクサ，ジュウモンジシダ，

フサザクラで区分されるムカゴイラクサ下位群落はタマアジサイーフサザクラ群集を潜在自然植

生としていると考えられる。またシロダモ，アオキ，ピサカキ，ベニシダ，イノデなど多くの種

群で区分されるシロダモ下位群落はイノデータブノキ群集を潜在自然植生とすると考えられる。

　　2）　アカマツ，ク麟マツ植林

　　　　Pjππ8　dθπsεfgorα一，　P加㍑s　f勧πbergεε一Forst

　マツ類の人工造林は，一般には，貧養な荒地や痩地におこなわれる。したがって，地域的には，

瀬戸内海地方の香川県や兵庫，大阪等の雨量の少ない沿岸地帯に多くみられる。厚木市を含めて，

神奈川県や関東地方では，海岸砂丘地や，山地では尾根沿いに部分的に植林されていることが多

い。

　厚木市では，大山，中津山地の尾根や，相摸川の河川堤防沿いに小規模にみられるにすぎない。
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Flg　44　山地の尾根や南向き斜画にみられるアカマツ植林，アイクロマツが多い

　　（大山700難付近）。
丑～z・ハ伽～ザ・～α＠ノ鳥1孟1脇わe・9〃）一FQrstwurde　auf　dem　Berg　und　an　SudHang

angepflanzt　（Berg　Ooya皿a，　ca　700　m　NN）

瓢蟻 魏

樗

　　F玉g45　相模川堤防上にみられるクロマツ植林。
Angepflanzter　P～ノzzζ～孟ん～‘ノ醜1　g〃F◎rst　auf　dem　Delch　vom　F］uB　Sagam1
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とくに，大山，中津山地のアカマツ植林は，直接植林したものではなく，二次的に自然発生した

アカマツ林をもみることができる。しかし，この二次林ではアイグロマッであることが多い。ま

た，クロマツは，厚木市におけるものは，すべて人工造林であり，河川堤防沿いに小規模にみら

れるにすぎない。

　　3）　ニセアカシや植林

　　　　BobεπεαP8θπdloαcαcfα一Forst　（Tab・56）

　ニセアカシアは北米原産のマメ科夏緑高木である。ニセアカシアは，荒地にも良く根づき，生

長も早いことから，海岸や河川などの護岸，早期緑化木として各地に広く利用されてきた。今日

では，旺盛な繁殖力から各地に野生化しているのも見ることができる。

　厚木市では，相模川や中津川沿いの堤防上に植栽された林分をみることができる。厚木市にみ

られたニセアカシや林では，オニグルミ，ネムノキ，ヌルデの他エノキ，ムクノキ，コウゾ，イ

ボタノキなどの夏緑広葉樹類を低被度ながら混生している。ニセアカシや林の林床は，むしろ，

クズ，アズマネザサ，キツネガヤ，ツユクサ，ヤブガラシなど草原生やマント群落の種類がより

高被度で生育し，荒れた様相を呈している。ニセアカシや林は高木林に生育した後でも，林床が

雑草群落で占められ，遷移が進みにくい。これは，ニセアカシヤがマメ科特有の窒素固定力があ

　　　Fig．46．相模川の堤防上に植栽されたニセアカシア。

Gepflanzter　Ro6勿∫αメ）56μ40αcαc∫α一Forst　auf　dem　Deich　vom　FluB　Sagami．
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ることから，土壌を過窒素状態にし，雑草の繁殖の場と．なっているためである。

い霞でみれぽ，緑化木としては不適当な樹種であるといえる。

したカミって，長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．56．ニセアカシア林

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～06勿fαメ）5θμ40α6α‘乞α一Forst

Gr68e　d．　Probefl盗che：調査面積100　m2

Exposition　u．　Neigung（。）：＝方位と傾余｝N－250

H6he曲er　Meer：海抜高40　m

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht：高木層の高さと植被率10　m，80％

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht；．低木層の高さと植被率2，5m，60％

H6he　u．　Deckung　d．　Klrautschicht：草本層の高さと植被率0．8m，70％

Artenzah1；出現種数35種

Gepflanste　Art二

Ro腕π∫αメ）5α‘40αCα0∫α

植栽種

　ニセアカシア

Sonstige　Arten＝　　　その他の種

　海g地ノZ5α～♂απ読麹～～α　オニグルミ

　ノVわ∫衷α．ノz‘露∂1・お∫∫η　　　ネムノキ

　R加∫ノ卿α耽α　　ヌルデ
　Cooc厩㍑∫oプ飯‘厩α顔∫　アオツヅラフジ

Ro5α〃zπな4Zoプα　　　 ノイノミラ

ω‘ど55ガ・・θ2Z∫ガ5　var．ブ砂・π∫Cα

　　　　　　　　　　　　エノキ

ノ宴涜απα刀功¢αゆ8ザα　　ムクノキ

Bプ0㍑5∫0η8だα々α2∫ノτ0んf　コウゾ

πβガ。配α∫伽∫品川。　　アズマネザサ

L忽尻∫オノ¶Z〃π06彦～‘5∫派）♂露1／Z

　　　　　　　　　　　　イボタノキ

ル6／rαアー比zZo翫拡α　　　　　クズ

Coη切zεZ加α60〃〃ノzz魏ゴ5ツユクサ

．Bア閣。η膨∫ρακご耀α’μ∫　キツネガや

D如5σ0ブβαブ曜）0η記α　　ヤマノイモ

C¢：ソ7’α彦如ブ砂。加。α　　ヤブガラシ

B－5・4

S－2・2

B－1・1

9－1・1

9－1・！

B－1・2

S－1・2

S－3・3

S－1・2

S畦。2

S－1・2

S級・2

K－2・2

S一十

K－2・2

K－2・2

K－2・2

K－1。2

K一．1・2

照α‘・5渉89加πu伽ゴ22θκηzvar．ρ0砂5孟αc1騨7／z

　　　　　　　　　　　　　アシボソ　　　　　K－1・2

E万g87’oηoαηα（加π∫お　ヒメムカシヨモギ　K－1・2

Zヴ60が∫プα漉α’α　　　ヒガンバナ　　　　1（一1・2

5冶ぬノη伽乃品目規　　コモチマンネングサK－1。2

ぬθζ泥プfα∫6απ6詑π5var．フπαカ・ε∫

　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

バ4ま∬αη6んzφ∫豆ηθη∫お　　 ススキ

漉ηZ8プ・・α燃ノ協αvar。　ZOη9随う6

　　　　　　　　　　　　　ノカンゾウ

808ん〃招ノ・ゴαπψ0η0η∫76α

　　　　　　　　　　　　　カラムシ

0必α距500ノフz∫oμZα’α　　カタバミ

君々65如4κ勿α忽　　　　　アケビ

五〇加08ブαブ砂。痂。α　　スイカズラ

α6伽ηzα1z6幽・αcθαvar．91w麟∫

　　　　　　　　　　　　　カキドオシ

Ao妙1層α7z漉85品目〃・記∫

㍑ゴ5μ加伽VarjOゐα’α

　　　　　　　　　　　　　エビヅル

孟〃ψ痂‘αノ診α8召〃ゴψθア’η薦

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　ヤフマメ

Eプゴ9θノ’0η5π規α彦プ8η∫ガ∫

％α宴漉。η4ゾ。盈5　　イチゴツナギ

Rμ擁αα為αηα　　　　アカネ

R躍π6必αcθ彦。∫α　　　　スイバ

K－1・2

K－1・2

K－1。2

K－1・2

K一十・2

K一十・2

K一十・2

K一十。2

ヒナタイノコヅチK一十・2

オオアレチノギク

K一十

K一十

K一÷

K一÷・2

K一十

K一十

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；

Ipponmatsu　am　FluB　Sagam1（Sep．15．1980）一本松，相模川



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99

　　4）モウソウチク林

　　　　．p苑〃πos彦αcん〃8んεεθroc〃cZαvar．　pπうθ8cεη8．BestaRd（Tab．57）

　モウソウチク林は丘陵地のすそ野や，台地，低地部の集落付近に多くみうけられる。モウソウ

チクは高さ10mにも生育している。林内は比較的良く管理がおこなわれており，低木層はほとん

どみられなかった。しかし草本層ではやブニッケイ，シロダモ，アオキ，ネズミモチ，モチノキ，

ヤブッバキなど多くの常緑広葉樹類の幼樹をはじめ，ビナンカズラ，ヤブラン，テイカカズラ，

ヤブコウジなど常緑性の一群が数多く生育している。またケヤキ，エノキの夏緑広葉樹の幼樹の

他，ドクダミ，ミズヒキ，コチヂミザサなど人里植物も多く生育している。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．57．モウソウチク林
　　　　　　　　　　　乃＝y〃。∫孟α‘庚y5　hθ診8プ。のノZαf．メ）πろ85c6π∫・Bestand

GrδBe　d．　Probeflache：調査面積2251n2

Exposition　u．　Neigung：方位と傾斜SE－15。，　H6he琶ber　Meer：海抜高30　m

Hδhe　u．　Deckung　d。　Baumschicht：高木層の高さと植被率15　m，95％

H6he　u，　Deckung　d．　Krautschicht：草本層の高さと植被率　1　m，50％

Artenzah1：出現函数29種

Gepflanzte　BaUlnart二　植栽樹種

　玖ゾZO5’α改y∫1Lθオ6roの，Zαf。カめ8∫ご6η∫

　　　　　　　　　　モウソウチク
Arten　d。　Camellietea　japonicae：

ヤブツバキクラスの種

7短ψツ6αψπ∫プb君ππθ∫シュロ

αηηαηzoηzπηzブ妙。ηf‘πノπ

　　　　　　　　　ヤブニッケイ
Aπcめαノψo加6α　　　アオキ

κα45πプαノ＠）o漉‘α　　ビナンカズラ

ゐ忽μ∫’耀那ノψo海6躍ηネズミモチ

五が万（ψ8μαπ砂♪庚ゾぬ　ヤブラン

N珍。砒∫εα58プ1Cθα　　　シロダモ

B－5・5

K弓・3

K－2・2

K－2・2

K－2・2

K－1・2

K－1・2

1（一1・2

7｝ηC観卿θr脚η3α5ガα彦癬η3var，ごη‘βηπε4加π

　　　　　　　　　テイカカズラ　　　K級・1
1あ£七八gプα　　　　　モチノキ　　　　　K一十

Aプ読∫如ゴ勿＞oπ左α　　　ヤブコウジ　　　　K一十

％400αψπ∫アノ3ασ（ψんツπμ∫

　　　　　　　　　イヌマキ　　　　　K一十
ハ厄η漉ηα60ηz8∫彦沈α　　ナンテン　　　　K：一十

　君プ漉∫∫α（γθπα∫α　　　マンリョウ

　Cαηz〃∫α誰4）o短。α　　ヤブツバキ

　ZZ8」じア‘o彦襯ぬ　　　　　　クロガネモチ

Sonstige　Arten：　　　その他の種

　Zθ踊ouα58アフ趨α如　　　　ケヤキ

　Hoπ材Z姻ηゴα　COプ4αオα　　　ドクダミ

　π丁田α∫顔5漉勿。　　アズマネザサ

ωψf55加8η5ご∫vaLブ‘ψ傭6α

　　　　　　　　　エノキ
Po4ygoηπノπ声Z卿7フ肥　ミズヒキ

Aηψ4砂∫f5δザ6ηψ8ぬη6πzα’α

　　　　　　　　　ノブドウ
の露5η3θη麗∫瑚駕α彦4bZ郷var．ブ‘ψ・η伽∫

Aゐθδ毎9厩ノzα孟α

Mo耀∫う0ηψy6f∫

M詔。旗∫ノ妙。η∫6鰐

確∫孟8プゴαfZoプ∫伽π晦

Co7πη38Z勿α60ノπη耀π訟

Ro5αη躍Z孟解07u

コチヂミザサ

アケビ

ヤマグワ

アカメガシワ

フジ

ツユクサ

ノイバラ

K一十

K一十

K一十

K－2・2

K－2・3

K－1・1

K一十・2

K一十

K一十

K－1・2

K一十

K一十

K一十

K一十

K一一十

K：一十

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；Tempel　Da玉genli　in　Aiko（Sep．24．1980）愛甲，

　大疑寺
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〕；1欝：鷲

礫灘鑛
　難、

灘…羅

・騰画幅

駄ヌ

灘
　　　　　　　Fig．47．農家のウラ1」」などに多いモウソウチク林○

∫ワ耽y♂♂o∫’αご伽∫加斗θノη（＝y4αf4）μゐe∫6η∫一Bestand　an　dem　Hang　hinter　dem　Bauemhause．

　　5）　マダケ林

　　　　Pん〃π08オαcん〃s　6απ己わπ80ε4θ8－Bestand　（Tab。58）

　厚木市では，モウソウチク林は農家周辺に多くみられるが，マダケ林は量的にはきわめて少な

い。モウソウチク，マダケともに大陸から移入された植物であるが，モウソウチクは斜面下部や

谷部の土壌の厚い場所によく植えられるのに対し，マダケは土壌の薄い斜面地にも植えられる。

調査のおこなわれたマダケ林も大山山地の山地斜面に植栽されたものである。群落高は！0mにも

および，モウソウチク林にくらべてはるかに密度高く生育している。閣内にはアラカシ，ピサカ

キ，ヤブツバキ，シロダモ，アオキ，ヤブコウジなど常緑盤の種麹が多く生育している。また同

時にアプラチャン，マルバウツギ，タマアジサイなどの夏緑広葉樹類やミズヒキ，ウマノミッバ，

コアカソなど夏緑性の多年生草本植物も多い○

　　6）　メダケ群落

　　　　PZθめ配αs加8白ε7πoπ∫ε一Gesensc嚢af重（Tab．59）

　相模川の自然堤防上や中小河川の土塁上などには団塊状にメダケ群落がみられる。相模川の自

然堤防上で調査した三分では，密生するメダケの中に，堤防上に広く生育するクコ，ノイバラ，

オギなどの混生がみられた。このメダケ群落は自然植生としては海岸風衝地や川岸などにみられ
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．58．マダケ林
　　　　　　　　　　　　PんメZo5孟αご互y∫うαηzろz多50∫詑5－Bestand

Gr6Be　d．　Probeflache：調査面積120　m2

Exposition　u．　Nelgung：方位と傾斜N15。，　H6he曲er　Meer＝海抜高180　m

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht：高木層の高さと植被率10　m，95％

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht：低木層の高さと植被率2m，15％

H6he　u．　Deckung　d．　K：rautschicht；草本層の高さと植被率0．4m，40％

Artenzahl：出現種数53種

Gepflanzte　Art：　　　植栽樹種

Pんツμ0∫彦αo玩y∫ゐαηめ～‘∫of漉5

　　　　　　　　　マダケ　　　B－5・5，S－1・2

Arten　d．　Camellietea　lapon1cae：

Qμθκ醐gzα㍑cα

盈〃ツαブ砂。／z詫α

Cα〃沼Z♂ガαブ曜）oηfぐα

盈虚ノrαプ乃0〃め8π

Aπαめαブ6ゆ。／zガ‘α

飛0♂f～558α∫81ゴC8α

A7層漉∫’αブ妙。ηご。α

＆zゐ麗ア1配ノ妙07z～αz

ヤブツバキクラスの種

アラカシ

ピサカキ

ヤブツバキ

キヅタ

アオキ

シロダモ

ヤブコウジ

ビナンカズラ

0ρ海（4＞ogoημαノzガ∫ご4μ‘5

S一十

S一十

S一十

K一十・2

K一十

K一十

K：一÷

K一十

オオバジャノヒゲ　K一十

　（塑海（！か090πノ妙0π詫μ5ジャノヒゲ　　　 K一十

Sonstige　Arten：　　　その他の種

　魚7『αわ8η之。肋ρブα660エ　アプラチャン　　　S－1。2

　Z）8z繕麗ζτ5ごαろノ・α　　　　マルノミウツギ　　　S一十

　C幽5∫ガノ～87z5∫5　var．ブ妙。航α

　　　　　　　　　エノキ　　　　　S一十
　Mo78z6∫　ゐ。ノ〃の6∫5　　　　　ヤマグワ　　　　　　　　　S一十

　珊’諾6海αノ10円型〃z4廊　フジ　　　　　　S一十

　地Z四脚g’忽露4＞o加。α　ハナイカダ　　S一ト，Kl一十

　吻4rαノzg砲ガη妙。伽Cノ’α置α

　　　　　　　　　タマアジサイ　　　S一十
　Rzめz．‘5μ♂ノ〃α齢var．α脚（～か1酬Z配5

　　　　　　　　　モミジイチゴ　　　S一十
　Aαzη〃L（ψαノzα工功〃zo∫螂

　　　　　　　　　ヤマウコギ　　　　　S一十
　聾’う～〃フ～κ〃ψZゴ傭z〃μvar．オ・〃Z6伽∫Z4ノμ

　　　　　　　　　ヤブデマリ
0プ蜘αブ妙。／zガ‘α

Cα躍。αψαゴ妙。ノ～記α

ゐガ7z漉7層目gzαzκα

Cα5診απ8ασ一θηα彦α

R3めz‘∫ん∫プ∫z拡～4∫

コクサギ

ムラサキシキブ

ヤマコウバシ

クリ

クサイチゴ
3記gフzogプα〃z〃3α／＞o驚。ガssp．η’o”∫∬ガ刀2α

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

王（一2・2

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　ミソシタ
％むgo／zz槻声’好b1・〃」8　ミズヒキ

D∠05CO7－8αオ0乃0ア・o　　　i・コロ

Dガ・∫・・ザθαブ砂・η加　 ヤマノイモ
姦8隅一ガα5‘αη幽z∫var．7／Zαガノ・8∫

　　　　　　　　ヘクソカズラ
H∂磁畝y加αcoア『磁壁　　ドクダミ

Qμガ∫〃招ημ∫㍑η掘α’加Z∫・45var．抑・ノ～ゴα・∫

　　　　　　　　　コチヂミザサ
A〃妙プ∫κノ〃π4》o／z∫α‘ノμ　イヌワラビ

A∫躍68漉Z切∂θ馨ガ　　アカショウマ

3〃ZがZα餌ψα廊var．7‘∬～〃闇ガ6η∫1∫

　　　　　　　　　シオデ
CαZαη漉8読560Zo1・　　エビネ

＆Zノ蕗α‘ZαCんカzθアτ∫∫5　　ウマノミツ／ミ

5彦6磁7ゼα読’ηθ1［∫碗0ノーα　サワハコベ

％4ygoπκ耀ツ。々τ‘5認ζzノ躍〃z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハナタァ
施ノγ忽ノ妙・η加　　 ヤマヅキ
匠）0∫〃δ06ゐτ〃μ〃彦αノZ（ムんZ〃ゴα‘〃3

　　　　　　　　　ヤブハギ

K－1・2

K－1。2

K－1・2

K－1・2

K一十・2

K一十

K一÷

K一十

K一十

K一十

K一十

K一十

K：一十

K一十

K一十

K一十

孟改y1・α麗日5ノ妙。ノ～此α　ヒカゲイノコヅチ　K一十

飾yノ～α妙診・伽・1げαvar．α5忽加

　　　　　　　　　ハエドクソウ
ノ16記ノZO6ατガ0πんカノ3α伽ガα〃1’

　　　　　　　　　ノブキ
α8柵磁おブ砂。π∫cα　　ハンショウヅル

Rπ腕ααん砂z6　　　　　アカネ

β0θh規8プ忽宴）此碗α　　コアカン

バ4f万6ααガfαノπα臨ノZ6α刀αモミジガサ

▽ノoZαg1砂。ご87躍α5　　タチツボスミレ

K一十

K一十

K一牽

K一十

K一十

K一十

K一十

ノ1〃ψ肋αψαθα孟18∫．rカω膚〃zαvar．∫アz’6ηノz8漉媚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤフマメ　　　　　K一十
PO砂漉漉～〃πρoらFゐZψ1しごzノ闇～4〃’

　　　　　　　　　アイアスカイノデK一十
Cαψ85如〃3α∂ノ躍。オαπoピ盈∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　ヤブタバコ　　　　K一÷

Lage　u．　Datum　d．　Aufnahme：調査地と調査年月日；Tempel　Kotakuji（Nov．5．1980）広沢寺
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Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（㎡）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）；

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　Tab．59．メダケ群落
πθ∫o∂♂α5魏55fノπoπ∫ガーGesellschaft

　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　調　査　直　積

　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　出　現　種　数

1

6

2

95

9

Trennart　d。　Gesellschaft＝　　　　　　　　　　　　群落区分種

　1『Zθfo∂Zα5如∫5∫配。加ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　メダケ　　　　　　　　　　　　　　5・4

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

Ro∫α細隙儂　　　　　　　　ノイバラ　　　　i　2．2
　ムツ。加π沈ω舶〃b伽・π　　　　　　　　　　クコ　　　　　　　　F　　2・2
　みπθ〃3鋭αカr加α少5　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　1・1

　Mゼ56αη漉π∫∫αcc肱7びあプ螂　　　　　　　　　　　　　オギ　　　　　　　　　　　　　　　1・1

5勲加磁・　　　　　　　　コ…べ　　　　i　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ゐα痂ツ耀59厩π興8πθプ窃π5　　　　　　　　　　　　　レンリソウ　　　　　　　　　　　　　十

　〇∬αあ560プノ露α4Zα‘α　　　　こ　　　　　　　　　　　カタノミミ　　　　　　　　　　　　　　十

　Coc‘π伽∫01窃oz4αオμ5　　　　　　　　　　　　　アオツヅラフジ　　　　　　　　　　十

Lage　u．　Datum　d，　Aufnahme：調査地および調査年月日；Tozawabashi，　am　FluB　Sagami（Dec．28，1980）

　相模川，戸沢橋付近

るが，ここでは堤防強化のために自然堤防や土塁上に植栽されたものである。

　2．植　生　図

　植物社会学的な植生図は，大別して現存植生図，原植生（復元）図，潜在自然植生図の3つが

あげられる。現存植生図は，人間の様々にな影響下にある現在の植生配分を示したものである。

また原植生図は，人間の活動による影響がまだ少なかった頃の植生，すなわち，人間によって破

壊される以前の植生の姿を図示したものである。それに対して，現在様々な人間の影響下にあっ

て，代償植生が大半を占めようになっている文化景観域で，人間の影響を停止した時，復元，再

生する自然植生の配分を理論的に表現したものが潜在自然植生図である。

　これらの各植生図は，いずれも植物社会学的な群落単位を基本として表現される。また時間的

な系でみた時，現存植生図は現在を，原植生は過去，潜在自然生図は将来の植生の姿を表現した

ものといえる。今回は現地植生調査を基礎に，現存植生図と潜在自然生図の2図面が作成された。

　A　現存植生図

　現存植生図は，現在生育している植生の配分を地形図上に表現したものである。

　厚木市の現存植生図は，縮尺1：20，000の地形図上に描かれた。現存植生図は，植物社会学的

な群落単位を基礎とし，しかも群落の相観をも加味した29の植生単位と，その他4の計33の，凡例

によって描かれた。
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　a　厚木市の現存植生の配分

　植物社会学的な群落単位を基礎として表現された厚木市の現存植生図から，以下のような厚木

市における現存植生の配分的特徴が明らかとなった。

　　D　山地の植生配分（Fig．48参照）

　厚木市の西部～帯に位置する山地は，大山（1251m）を最高峰にして，標高約200m以上の山

地が続き，地質母材はおもに緑色凝灰岩で構成されている。この山地では，自然植生は大山の山

頂部や，派生尾根の尾根すじに沿って部分的にみられ，ヤマボウシーブナ群集，イヌブナーブナ

群集シキミーモミ群集の森林植生がごく小面積積で残存しているにすぎない。またおもに北向

｝｛6he　亘ber　Nieer

1200
（m）

1000

800

600

400

200

玉

6》Ω　◎Ω

　大山
　Berg　Ooyama

13　　1

a・Ln地．．ヒ部　　｝ldheres　Begland

5　　9

晦鰍鱈・．、＝

　　　　　冷

4 2　　3

，⊥＿＿』＿＿＿一

b．　出地下部　 Niedrlges　Bergland

　　　　　　G
　谷太郎川
FluβYataro

　　　　　　　　鐘ヶ岳
　　O　　Berg　Kaneg。t。k，

12　　　　9　　1210　　　3　　　　　　12

不動尻
Fudojiri

　12　3　6　11　3　7137
　　　　　　匡

　　　　　　　　　　　　Fig．48，山地の植生配分模式。

　　　　　Schematische　Verteilung　der　Vegetation　im　Bergland　in　Atsugi．

1：ヤマボウシーブナ群集　　　　　　　Corno・Fagetumcrenatae

2＝イヌブナーブナ群集　　　　　　 Fagetumlaponici．crenatae
3：シラキークマシデ群落　　　　　　＆ψ∫z〃2り砂。π∫6κ〃z・Cα7ψ加螂ブ砂。ηゴ。α一Gesellschaft

4；スズタケーリョウブ群落　　　　　 8α5αδoプεα傭一CZθ漉rαろαプ玩η¢瑠∫s－Gesellschaft

5：ミツバウツギーニシキウッギ群落

6：アズマイバラーツクバネウツギ群落

7：シバヤナギ群集

8＝タマアジサイーフサザクラ群集

91フジアザミーヤマホタルブクロ群集

10：アラカシーウラジロガシ群落

U：シキミーモミ群集

12；スギ，ヒノキ植林

13：建造物，緑地

＆砂疲yZ8α加刀zα♂ぬ一W6∫944詑co7α一Gesellschaft

Ro∫α♂ぬα6一肋読αゆα護13ぬオα一Gesellschaft

Salicetumlaponicae
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Illicio－Abietetum　firmae
C2二∬）オ。〃z8ノゴαゴ妙。πガ6α一，　C134ノηα8鯉αプガ∫　oゐ診㍑∫α騨Forst

Gebaude，　vegetationslose　Flache
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き斜面にはシラキークマシデ群落が生育しているが，同様に面積的には少ない。広い尾根上の湿

｛晶晶敢ではミツバウツギーニシキウツギ群落が，南向きの急傾斜地にはアズマイバラーツクバネ

ウツギ群落の自然生の低木林が発達している。また各地にみられる崩壊地ではフジアザミーヤマ

ホタルブクロ群集の草本植物群落が発達している。しかし，これらの低木，草本植物群落の占め

う生育地は限られており，面積的にもせまい。その他の広い面積はすべて代償植生によって占め

られている。すなわち，標高約1，000m以上の高海抜地では相観的にはスズタケのササ低木状植

分が多く，．スズタケーリョウブ群落にまとめられる低木群落が占めている。標高1，00Gm以下の

低海抜地ではスギとヒノキの人工造林によって，そのほとんどが占められ，わずかに二次林とし

てのシラキークマシデ群落の若令林がみられる。山地低海抜地の自然植生であるアラカシーウラ

ジロガシ群落の残存林は，南向き斜面にごく局部的にみられるにすぎない。また，河川沿いのタ

マアジサィーフサザクラ群集もごく局部的に生育しているだけであるが，不動尻のキャンプ場付

近では低木林ながら比較的まとまった群落をみることができる。

　　2）　丘陵地の植生配分

　丘陵地は山地と台地を結ぶ接点域にあり，厚木布のほぼ中央部にひろがっている。標高は約

200m以下の起伏に富んだ地域で，緑色凝灰岩と火山灰を母材としている。この丘陵地帯では森

林植生で占められている所が多い。しかし，いずれも代償植生であり，自然植生はほとんど残存

していない。代償植生のおもな群落はクヌギーコナラ群集の夏緑広葉樹林とスギ，ヒノキ，アカ

マツの人工造林である。また山足部の農寡周辺ではモウソウチク林が目立っている。これらの森

林植生が伐採された跡地を中心にアズマネザサーススキ群集，クサイチゴータラノキ群集，アキ

ノノゲシ一斑ナムグラ群集などの低木群落やマント群落が発達している。また山足部や盆地地区

では水田や畑の耕作地が作られ，典型的な田園風景を示している。この丘陵地は比較的起伏が多

いことから今日まで一次生産的な土地利用に限られ，比較的森林植生の多い地域であった。しか

し，最近ではゴルフ場や住宅団地の造成により，大規模に植生が破壊されはじめており，厚：木市

では丘陵地，低山地の受難の時代に入ったといえる。開発が進んで森林植生がほとんど消失して

しまった台地や低地の都市部に対して，この丘陵地帯は環境保全の多様な機能をもつ近郊緑地帯

として重要な位置を占めている。今後，自然環境の保護と調和のとれた開発が望まれる地域であ

る。

　　3）　台地の植生配分

　厚木市の台地は，おもに海抜1GO凱以下の火山灰台地である。ここでは中津原，荻野原などテ

ラス状の広い台地が続き，台地の周囲は河成段丘崖となっている。この火山灰台地上は，現在森

林植生はほとんどみられず，わずかにクヌギーコナラ群集の雑木林，スギ，ヒノキの人工林がみ

られるにすぎない。台地の大半は桑畑や果樹園の他，畑作地として利用され，集落が点在してい

る。台地の南東部では厚木市の中心街に近く，住宅地や工場が密集している。また台地上を走る

圏道や県道沿いを中心に住宅，商業，工業地が密集してきており，植生は1年生の雑草群落など
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a．丘陵地　Plateau
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　　　　　　　　　　Fig。49．丘陵地一台三一低地における植生配分模式。

Schematische　Verteilung　der　Vegetation　auf　Plateau．　Hochebene　und　Tiefland

ヤブコウジースタジイ群集

シラカシ群集
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アズマネザサーススキ群．集

河州敷植生（オギ群集地）

in　Atsugi．

　　畑地雑草群落（カラスビシャク一尺シキソウ群集）

　　亡ernatae－Euphorb量e亡um　pseudGchar【1aesycis）

11：耕作放棄畑地雑群落（アキノノゲシーカナムグラ群集，オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群

　落地）　Brachunkrautgesellschaften（Lactuco　indicae－Humuletum　japonicae
　　und．ε海gぞ1・oη5鋸〃zα〃・8π∫ガ5・Eプガg6ア・oπ‘召アzα融η∫ゴ5・GeseUschaft）

12：水田雑革群落（ウリカワーコナギ群集，ノミノフスマーケキッネノボタソ群集地）

　　Reisfeldunkrautgesellschaften（Sagittario－Monochorietum　und　Stellarlo－Ra－

　　nunculetum　ca且to鷺iensis　u．a．）

13：ゴルフ場（シバ群落地）　　Golf－Platz（Z∂：y∫ぬゴ妙。耽α一Gesellschaft）

14：伐採跡地の低木群落（クサイチゴータラノキ群集地）　Schlaggesellshaft（Rubo　hirsuti－

　　Aralietum　u．a．）

15：住宅地他　SiedlungeH　U，　a．

Ardisio－Castanopsietum　sieboldii
Quercetum　myrs三naefoユ｝ae
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O弓ψ♂・〃z8プゴαノ妙・πガ侃一，　Cゐαノノ3礁：｝ψ漉5・ウ’π5a－F・rs亡

nπ26∫伽頭・アーα一F・rst

飢翅05オα‘1り∫ゐ6彦6ノ層0研6Zαvar．餌6ε∫ぐθπ∫・Bestand

Arundinario　chino，Miscanthetum　s1nensis
AueHvegetatlon（Miscanthetum　sacchariflori　u．a．）
　　　　　　　　　　　　　　　Ackerunkrautgesellschaft（P　i　n　e　l　l　i　o
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低次の群落がわずかにみられるにすぎない。

　このように森林植生の極端に少ない台地地帯にあって，台地のまわりにある段丘崖では，急傾

斜地のため土地利用ができないことから，自然に近い植生が良く残存している。とくにシラカシ

群集，ケヤキ亜群集の自然林をはじめ，クヌギーコナラ群集スギ，ヒノキ人工林，モウソウチ

ク林と，代償植生を含めて森林植生が帯状に発達している。この段丘崖にそった森林植生群は，

立地保全上の他，森林植生のほとんどない台地から低地地帯の中にあって，最後に残された貴重

な緑地であるといえる。

　　4）　低地の植生配分（Fig．49参照）

　厚木南の低地は，おもに相模川，中津川の大型河川によって形成された沖積地である。ほとん

どが海抜高度50m以下の低地で占められている。低地では，その大半が現在水田として利用され

ている。次いで畑地利用が多い。植生的にはウリカワーコナギ群集や，カラスビシャクーニシキ

ソウ群集の！年生の耕地雑草群落が散生するにすぎない。森林植生は皆無に近く，農家や社寺の

境内に植えられた小樹林や樹木類が単木的に目立っ程度にすぎない。とくに南東部の厚木市の中

心街一帯では，住宅，商業施設が集中し，大きな樹木そのものも見られない程，緑地の乏しい地

区となっている。今後，積極的に郷土樹種による樹林を主とする立体的な緑地を形成し，より良

い持続的な生活環境の形成がもっとも望まれる地域である。
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Fig．50．相模川中流域の景観，砂礫地が多く，アキノエノコログサーコセンダングサ群集

　　　などの1年生草本群落が多い囎模川，関口付髭）。

Ein　Bild　der　Landschaft　am　Mittellauf　des　Fiusses　Sagami．　In　dem　sandlgen　Kiesbett　kommen

spaエ1icheinぬhr玉geK■autgesellscha｛ten　mit　Setario－Bidentetum　pUosae　u．a．　vor．

（Bei　Sekiguchi　20　m廿，　NN），
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　　5）河川敷内の植生配分（Fig．52参照）

　厚木市内には大型河州である相模川があり，この相模川にさらに中津川，小鮎川などが合流し

ている。厚木市の低地帯，市街地の中心域を流れるこれらの河川は，厚木市では重要な開放景観

域となっている。相模川下流域では川巾カミ500～750mにもおよんでいる。これらの河川敷内で

は一部，運動場や耕作地等に利用されているが，その大半は比較的自然に近い形で保全され，河

川敷特有の植生の発達がみられる。中津川，相模川の両河川とも，三田，中依知付近より上部の

中流域では，河川敷は小礫が中心であり，逆に中津川，懇懇川の合流する相模大橋より下流域で

は砂礫と砂泥質の土壌が中心となっている。これら中流域と下流域では，河川敷内の砂礫や泥の

堆積量，河川敷内の地形，流水の流速の違いなどがあり，そこに発達する植生もまた異なってい

る。より上流域の相模川の新昭和橋では，水流に沿ってオオクサキビーヤナギタデ群集が，つつ

いてアキノエノコログサーコセンダングサ群集の1年生草本群落が発達している。一段上の砂地

ではメドハギーヨモギ群落，アズマネザサーススキ群集，カラメドハギーカワラケツメイ群集な

どの多年生草本群落が発達している。また派生流の水辺にはツルヨシ群集の発達がみられる。

　より下流域の相模川戸沢橋付近では，桐観的には，上流域とはまったく異なり，高茎多年生草

本群落であるオギ群集が圧到的に広い面積を占めている。流水辺の礫質地にはイヌコリヤナギ群

集の低木林が，つづいてコアカザーオオオナモミ群集そして後方にオギ群集が広い面積を占め

　F培5！．相模川下流域の景観，オギ群集がもっとも広い面積で発達している

　　　　　　（相模川，以前付近）。

Ein　B員d　der　Landschaft　am　Unterlauf　des　Flusses　Sagami．　Im　FluBbett　entwickelt　sich

9τoBfl註chigdesMiscanthetum　sacchaτlflori（Nishimae2Qm廿．NN）．
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a．相模川中流域，新昭和橋付近　Mittellauf　des　Flusses　Sagami
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．52．河川敷内の植生配分模式。

　　　　　　　　　Schematische　Verteilung　der　Vegetation　im　FluBbett　in　Atsugi．
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て発達している。しかし，凸状地にはジャヤナギーアカメヤナギ群集の低木林が回状に分布して

いる。また本流から派生した小流水路辺ではツルヨシ群集，セリークサヨシ群集の高茎の多年生

草本群落の他，水辺にはミゾソバ群集の1年生草本群落が特徴的に発達している。このように，

厚木布内を流れる大型河川の中津川，相模川河川敷内では，上流域と下流域では植生配分が大き

く異なっている（Fig．52参照）。

　また小鮎川，新玉川，思曽川などの中小河川では河川敷が狭く，河辺植生の発達は少なく，オ

ギ群集が占めていることが多い。

　B　潜在自然植生図

　潜在自然植生図は，現存植生の現地調査で得られた植生のうち，自然植生と考えられる20の植

生単位と，その他2の計22の凡例で現存植生図と同様1：20，000の地形図上に描かれた。

　厚木市の潜在自然植生単位の把握には，現地調査で得ちれた現存植生として残存自然植生，残

存木などが重要な手がかりとされた。また残存自然植生や残存木の少い地域では，代償植生も含

めた現存植生と，自然立地および人為的影響との対応関係から理論的に導かれた。

　a　ブナクラス域の潜在自然植生

　神奈川県内に現存するブナ林は，丹沢山地と箱根山地に限られている。ブナが単木で生育して

いるものを別として，今日までにブナ林として報告され，現存している林分を標高別に比較する

とFig。53のようになる。すなわち，厚木斎の大山も含む丹沢山塊では，標高約1，100　m以上の山

地にヤマボウシーブナ群集が発達している。またオオモミジガサーブナ群集は約1，200m以上の

より高海抜地に集中していることがわかる。また箱根山地では，丹漁」」塊に比較して，より低海

抜地域から発達し，約900m以上の山地がヤマボウシーブナ群集が成立可能であることがわかる。

　厚木市では，標高1，25！mの大出の山頂付近にヤマボウシーブナ群集が残存している。この大

山の北斜面にあたる厚木甫では標高約1，000m以上の山地の潜在自然植生が，ヤマボウシーブナ

群集のブナ林と考えられる。標高約1，000m以下，800磁付近までの山地は，ブナに代ってイヌ

ブナ，アカシデ，クマシデなどの夏緑広葉樹類によるイヌブナーブナ群集が潜在自然植生域を占

めている。これらヤマボウシーブナ群集とイヌブナーブナ群集の両ブナ林植生は，ほぼ中康立地

を占める自然植生である。生態的には，より乾燥立地に発達する植生としてコカンスゲーツが群

集が，より湿性立地には，オオモミジガサーブナ群集およびツルシロカネソウーシオジ群集の渓

谷林がそれぞれ隣接群落として発達するものと判定される。しかし，厚木市内では，標高1，000

mを越える山地は大山（！，2511n）に限られており，しかも独立峰的な山容を形成していて，山

頂域がきわめて狭い。したがって，厚木市内ではこれらの隣接群落が発達する生態立地を欠いて

いると考えられる。標高約！，000m以下の山地では，生態立地がややひろがり，南斜面の乾燥立

地にアズマイバラーツクバネウツギ群落の低木群落が，逆に北斜面の急傾斜地不安定立地にシラ
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キークマシデ群落が，渓谷部にはタマアジサイーフサザクラ群集がそれぞれ土地的群落として潜

在領域を占めている。

　以上厚木市のブナクラス域における立地と自然植生の配分はFig・58の立地と自然植生の配分

模式ように表現することができる。

　以上のような自然植生と立地との対応関係などから，厚木市のブナクラス域の潜在自然植生単

位には，以下の7群落があげられた。

　　1）　ヤマボウシーブナ群集（凡例1）

　標高約1，100m以上の山地に発達すると考えられる。したがって，厚木市では大山の山頂域だ

けがヤマボウシーブナ群集の潜在領域を有することになる。厚木市域ヤマボウシーブナ群集の潜

在領域は緑色凝灰岩を母岩とし，褐色森林土壌地帯にある。代償値生としてスズタケーリョウブ

群落が発達する。

　　2）　イヌブナーブナ群集（凡例2）

　標高約800mから！，100mまでの山地に発達する。したがって，厚木市では大肉の派生尾根部

に限られている。地質および土壌的には緑色凝灰岩を母岩とした褐色森林土壌地域に生育してい

る。人為的影響下では代償植生としてのシラキークマシデ群落に後退する。

　　3）　シラキークマシデ群落（凡例3）

　標高約500m以上の山地の谷部に発達する。厚木市では大山からの派生尾根部に限られている。

やや崩壊性のある急傾斜地で，とくに北向き斜面に発達し，谷部にそって低下門地まで分布する。

地質：および土壌的には緑色凝灰岩を母岩とする褐色森林土壌地帯であるが。その多くは母岩の露

出した未熟土壌地であると考えられる。大由の派生尾根地域に分布するが現存植生の分布域より，

潜在領域はずっと狭い。

　　4）　ミツバウツギーニシキウツギ群落（凡例4）

　大山の肉頂域，標高約1，200m付近にみられる。広い尾根上部で排水の悪い湿潤立地上を潜在

自然植生域とする。面積的にはごく少ない。

　　5）　アズマイバラーツクバネウツギ群落（凡例5）

　標高約500mから700m南向きの急傾斜地で，母岩である緑色凝灰岩が露出している立地を潜

在自然植生領域としている。大山から派生する尾根部に多く生育している。

　　6）　タマアジサイーフサザクラ群集（凡例6）

　標高的には約400m以上の山地であるが，現存植生の分布からみて実際的には900m以上の山

地にはその生育立地はほとんどない。立地的には河川水による物理的なかく乱のある渓谷部や渓

谷の斜面下部である。タマアジサイーフサザクラ群集の潜在自然生域は大山を中心とした山域に

限られている。

　　7）　ヤマホタルブクローフジアザミ群集（凡例7）

　ブナクラス域の崩壊地，すなわち緑色凝灰岩の風化砂礫が露幽している立地を潜在自然植生域
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Fig．54．山地の潜在自然植生配分模式。
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としている。大山の派生尾根上に限って分布が考えられる。

　b　ヤブツバキクラス域の潜在自然植生

　厚木市のヤブツバキクラス域は，標高約800m以下の山地と低地一帯が含められる。ヤブツバ

キクラス域を指標するアカガシ，ウラジロガシの常緑広葉樹類の生育分布域は，標高800mがほ

ぼ上限域となっている。また，温量指数でみても，温かさの指数85℃，寒さの指数一15℃となるの

は海抜700～800m付近であることが，厚木市の平均気温からも算出できる（p．23，　Tab．！参照）。

　以上の結果から，厚木市におけるブナクラスとヤブツバキクラス域の分布界は標高約800mが

妥当である。
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　　　F1955厚木市内におけるノラカ／　アカカノの残存木位置図。
　Fundortkarte　der　noch　erhaltenen　Baume　und　der　Restbestande　von　den　lmmergrunen

　Q～κ1α’5Arten　ln　der　Stadt　Atsug1

　　　匿　ノラカノ　Qμ81cz65ノ覆y15zπα（ゲbZ7α

　　　日　アカカノ　（ル81α4∫αC雄α
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　　　　Flg　56厚木市内におけるスタノイ　タフノキの残存木位置図。
　　Fundortkarte　der　noch　erhaltenen　Baume　und　der　Restbestande　von（len　lmlnergrunen

　　Cα∫オαη（4）∫z5　und鳥パ8αArten　ln　der　Stadt　Atsug1

　　　　●　スタノイ　Cα諾αノz（4＞占z5‘κ～ρ～ぬ6αva「∫z8う。♂読z

　　　　O　タフノキ　1物∫しα疏μπろ81gπ
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　厚木市内に残存する常緑広葉樹林は，ぎわめて少なく，残存林とよべるほどのまとまりのある

林分は数えるほどしかない。しかも，いずれも小面積で社寺林として残されているものである。

厚木市内にこのように常緑広葉樹林の残存林がほとんど残されていないのは，ヤブツバキクラス

の常緑広葉樹林域に属する一帯が，標高100m以下の台地や低地が多く，今日まで様々な土地利

用がおこなわれてきたことによる。現在では，これら台地や低地一帯では，耕作地や住宅，工業

立地等として利用されており，植生的には遷移段階の低い一年生や多年生の草本植物群落が多い。

森林植生そのものも少く，タヌギーコナラ群集などの二次林や人工林ですら局地的に生育してい

るに過ぎない。このように厚木市内のヤブツバキクラス域は，自然植生はもとより，代償植生も

少な：く，しかも低次の群落が多い。したがって，厚木市のヤブツバキクラス域の潜在自然植生の

把握には，手がかりが少なく困難がともなう。そのため，厚木布内に残存する常緑広葉樹林の残

存林と，主要な常緑広葉樹類の残存木の分布をも手がかりとすることにした。

　まず，おもにシラカシ群集の優占種であるシラカシの残存木の分布をみると（Fig・55参照），

厚木市の東側，台地と低地に集中している。台地は中津原，荻野原，尼寺原，長谷原，愛甲原の

各台地で，すべて火山灰台地である。また低地は相模川と中津川の河川によっておもに形成され
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Fig．57．丘陵地一台地一低地地帯（ヤブッバキクラス域）の潜在自然植生配分様式。
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1：ヤブコウジースダジイ群集Ardisio－CastaRopsietumsieboldii

2：イノデータブノキ群集　　　Polysticho－Perseetumthunbergii

3：シラカシ群集　　　　　　Querctum　myrsinaefoliae

4：ムクノキーエノキ群集　　　Aphanantho－Celtidetumlaponicae

5：河川敷植生（オギ群集地）　Auenvegetation（Miscanthetum　sacchariflori

　　　　　　　　　　　　　u．a．）
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た沖積低地で，ともに人為的な影響が古くからあった地域である。また同じカシ類であるアカガ

シは，沖積低地を除いて台地から出地まで広域分布する傾向がある。アラカシ，ウラジロガシの

カシ類もアカガシと同様の分布域をもっているようである。おもに火山灰台地を中心にみられる

シラカシの残存木の分布域は，シラカシ群集の潜在自然植生域をほぼ指しているものと考えられ

る。しかし，他のアカガシ，ウラジμガシ，アラカシの各カシ類は，厚木市に発達する常緑広葉

樹林のいずれの群落にも混生し，残存木の分布域も広く各潜在自然植生の指標性は低い。

　次にスダジイとタブノキの残存木の分布域（Fig．56参照）が調べられた。スダジイは若干の

例外があるが，台地から丘陵地および山地の低海抜地（以下）にかけて集中している。したがっ

て，スダジイの優占するヤブコウジースダジイ群集の潜在自然植生域はおもに丘陵地と山地の低

海抜地にあると考えられる。それに対してタブノキは沖積低地から台地，丘陵地，山地と広域に

みられ，ヤブツバキクス全域のマクロな指標性はもつものの，各群落の指標性は低いといえる。

　こうしてみると，火山灰を母材とする台地ではシラカシ，アカガシ，アラカシのカシ類とスダ

ジイ，タブノキの両方の常緑広葉樹類が生育していることになる。厚木市の台地は，海抜高度

100m以下の低海坂地に位置し，気候的にも，残存林の垂直分布からみても，いわゆるシイータ

ブ林域内にある。すなわち，潜在的にはヤブコウジースダジイ群集とイノデータブノキ群集の両

群集が自然植生として発達しうる地域である。古くから，野火や人為的影響を強く受けてきた関

東ローム上は，残存林がほとんどなく，潜在自然植生の把握の困難な地域である。関東ローム台

地上の潜在自然植生として，シラカシ群集が発達すると報告されている（宮脇，大場1964）。し

かし，関東南部の沿岸地では，この厚木市でのローム台地がそうであるようにスダジイ，タブノ

キの残存木が多く，また気候的にもより温暖であることからヤブコウジースダジイ群集やイノデ

ータブノキ群集が火山灰台地上の気候的極相林として考えられる。しかし，厚木市の火山灰台地

上では，現在，土地利用があまねくおこなわれ，立地は貧化し，低次の草本植物群落がみられる

にすぎない。したがって，潜在自然植生としては厚木市の火山灰台地の大半は，群落組成的によ

り貧化したシラカシ群集が考えられた。ヤブコウジースダジイ群集とシラカシ群集との潜在領域

の境界は，シラカシの残存木の位置図を参考に決められた。

　アラカシーウラジロガシ群落は，おもにヤブコウジースダジイ群集の上限域である標高約200

m以上，800m付近までを潜在領域とし，尾根部にはシキミーモミ群集が隣接群落として発達す

るものと考えられる。以上の調査，考察結果などから厚木市のヤブツバキクラス域の潜在自然植

生単位として以下の群落があげられた。

　　1）　シキミーモミ群集（凡例8）

　標高約800m以下の山地に発達し，常緑広葉樹林のアラカシーウラジロガシ群落と隣接して尾

根部の貧養立地上を占めている。理論的には低地帯まで発達可能であるが，低地，台地丘陵地

には発達可能な立地は市内にはほとんどない。したがって，シキミーモミ群集の潜在領域は山地

のより高海抜地に集中している。
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　　2）　アラカシーウラジロガシ群落（凡例9）

　標高約200mから800mまでの山地に発達する。隣接群落のシキミーモミ群集に比較して，中

庸立地のほぼ全域を占める。理論的には海抜200m以下の丘陵地や台地にも発達することが可能

であるが，南向きの急傾斜地などごく局部的に潜在立地があるものと考えられる。代償植生とし

てシラキークマシデ群落が発達する。

　　3）　ヤブコウジースダジイ群集（凡例12）

　標高約200m以下の山地下部，丘陵地，台地．ヒを占める。隣接群落のイノデータブノキ群集に

比較して，より尾根部的乾燥立地を潜在i領域としている。代償植生としてクヌギーコナラ群集の

ピサカキ亜群集が発達する。

　　4）　イノデータブノキ群集（凡例13）

　理論的にはヤブツバキクラス域に属する標高約800m以下の地域に発達が可能と考えられ。し
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　　　　　　Fig．58．厚木市における立地と自然植生との配分模式。
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かし，山地上部は，おもに凝灰岩類によ未熟土壌地帯であり，富養立地上に発達するイノデータ

ブノキ群集の潜在立地はほとんどない。したがって，イノデータブノキ群集はおもに標高200m

以下の丘陵地を下部や河川沿いの排水の良い沖積立地中心に潜在領域を占めていると判定される。

　　5）　シラカシ群集（凡例10）

　シラカシ群集は，厚木市に広く分布する関東ローム台地上の大半を占めると考えられる。気候

的にはこれら関東ローム上もシイータブ林が成立することが可能であるが，おもに人為的な影響

で立地が貧化しており，より貧養で厳しい立地上を占めるシラカシ群集が広い潜在領域をもつも

のと考えられる。また丘陵部においても，大規模な土地造成等がおこなわれた地区：についても，

シラカシ群集が潜在自然植生としてあてられた。

　　6）　コクサギーケヤキ群集（凡例11）

　山地の渓谷沿いの低海抜地，丘陵地の斜面下部や海抜地を潜在領域としている。富養な残積土

の堆積した適湿立地を占める。

　　7）　ムクノキーエノキ群集（凡例14）

　おもに沖積低地上の湿性立地を潜在領域としている。厚木市内の沖積低地では，中津川，相模

川を軸として排水施設がととのっており，常時湿潤状態にある立地はほとんどない。また，湿潤

立地上に生育するハンノキやヤナギ類の生育もみられないことから，沖積低地のほとんどがムク

ノキーエノキ群集を潜在自然植生とすると考えられる。

　c）　　∫可　辺　ネ直　生

　厚木布内には相模川，中津川の両大型河川がある他，中小河川も数多い。これらの河川敷内に

発達する群落は自然，代償植生を含めて14群落以上に達している。とくに相模川，中津川の大型

河川敷地内には耕作地や人工林の他に運動面施設などもあり，現存植生は多彩である。しかも，

群落の多くは，小面積でモザイク状に発達している。したがって，河辺植生として以下の5群落

群にまとめて植生図化の凡例とされた。

　　1）　ジャヤ’ナギーアカメヤナギ群集，イヌコリヤナギ群集（凡例15）

　河川敷内に発達するヤナギ類の低木林で，河川の中流域の安定した立地に潜在領域をもつ。

　　2）　メドハギーヨモギ群集，カラメドハギーカワラケツメイ群集地（凡例16）

　河辺植生のうち乾性立地の多年生草本植物群であり，砂礫質の河川テラス上に潜在領域をもつ。

標題の群落他アズマネザサーススキ群集，タカアザミ群落を含む。

　　3）　セリークサヨシ群集，ツルヨシ群集地（凡例17）

　流水辺の湿潤立地上を占める湿生多年生草本植物群落群。礫を含みながらも，砂払の堆積した

湿潤立地に潜在植生域をもつ。標題の群落以外にサンカクイ群落，コガマ群落，ヨシ群落などが

含められる。
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　　4）　オギ群集（凡例18）

　オギ群集は，大型河川の中・下流域および中小河川沿いにも潜在自然植生領域をもっている。

オギ群集の生育立地は，湿性の二三から泥質土壌地であり，河川の後背湿地などを中心に比較的

広い潜在自然植生域を占めている。

　　5）　アキノエノ：コロゲサーコセンダンゲサ群集，オオクサキビーヤナギタデ群集他（凡例19）

　玉石状地から砂礫質土壌上に発達する1年生草本植物群落群である。降雨時の増水期には冠水

する不安定な立地に潜在領域をもつ。標題以外の群落ではコアカザー斜向オナモミ群集が含めら

れている。

3．厚木市の緑のマスタープラン

　厚木市は神奈川県のほぼ中央に位置し，地形，地質，気候，植生などの自然環境も多様で豊か

な地域である。また交通，商業の主要地の一つともなっている。とくに近年は大規模住宅団地の

造成，厚木市の人口の増大，各種工場，商社，文化施設の建設が急速に進んでいる。とくに厚木

市の中心甫街地を軸として，国道，県道沿線の都市化も急速で，日増しに過密性を増している。

こうした厚木市の急速な発展にともなって，厚木市の自然環境は，直接，間接の変化，寅化を余

議なくされている。しかも，自然環境の衰退震化は，人口のもっとも集中している都市部および

その近郊地帯でとくに激しい。したがって，人口が密集し，市民の多くが日常生活している都市

部にこそ人間の生活基盤である豊かな緑の自然環境の保全が必要である。また三時に失なわれた

自然環境を積極的に取りもどす施策が望まれる。

　本項では，厚木市全域の植生調査の結果から得られた多くの知見にもとづいて，厚木市の今後

の自然環境の保全，育成と，都市部に具体的な緑の環境創造，復元などによる積極的な自然環境

の改善および，その管理についての提言が行われた。

　a　厚木市の植生地理区分

　厚木市を以下の6植生地理区域に区分し，緑地の保全，管理についての基礎的提案が試みられ

た。

　植生地理区分は，植生図および地形区分図と土地利用形態や無機的な自然環境とは，多くは対

応関係にあることから植生調査結果の凝縮図である現存植生図，潜在自然植生図を基礎に，土地

利用形態，地形，地質，土壌を加味して，総合的に弓形化されたものである。作成に際しては，

潜在自然植生図と地形区三図を総合することによって，おもな区分が決定された。

　　の　山地上部；ブナーイヌブナ四域

　　標高約800m以上の山地。主に緑色凝灰1岩と砂岩，頁岩の互層で占められる。一部に火山灰

　の堆積がみられる。土壌は大部分が褐色森林土壌と山地未熟土壌で占められる。

　　大山Q，245m）を頂点とする丹沢山塊の一部が含まれる。
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　　0植生と土地利用

　　ヤマボウシーブナ群集，イヌブナーブナ群集，ヤシャブシークマシデ群落の夏緑広葉樹林や，

　アブラチャソーニシキウツギ群落，スズタケーリョウブ群落の低木林およびヤマホタルブクロ

　ーフジアザミ群集の自然植生が大半を占めている。

　　集落はまったくなく，一部にヒノキの植林がみられる程度である。

　2）　山地下部；ウラジロガシ虚心

　標高約200mから800mまでの山地帯下部一帯。白山（234m），高取山（5231n），華厳山

（601m），経ケ岳（633m），鳶尾山（234m），鐘ケ岳（561m）等の丹沢山塊および中津山地の

主な派生山地を含む。

　母岩は主に緑色凝灰岩と砂岩，頁岩の互層で占められ，土壌は乾性褐色森林土壌が大半を占

め一部に黒ボク土壌が分布している。

○植生と土地利用

　自然植生としてはアラカシーウラジロガシ群集，シラキークマシデ群落，アズマイバラーニ

シキウツギ群落，シキミーーモミ群集，タマアジサイーフサザクラ群集がある。谷から斜面にか

けてはスギ，ヒノキの植林地が多い。集落は少なく，山足部にわずかに点在する程度で畑作地

や，モウソウチク，マダケ林が小規模にみられる。

　3）　丘陵地；シイータブ林域

　標高約200m以下の丘陵地，鳶尾山（235m）のLLi足部，高松山（147m），津古久峠（145　m）

および大山山地，中津山地の山足部一帯が含まれる。地質的には泥岩，砂岩頁岩互層，緑色凝

灰岩および関東ロームと多様であるが，大半は緑色凝灰岩を基盤としている。表層土壌は褐色

森林土壌が大半を占めるが，谷部や斜面下部では黒ボク土壌あるいは低地土壌が分布している。

○植生と土地利用

　ヤブコゥジースダジイ群集，イノデータブノキ群集の常緑広葉樹林を潜在自然植生とする地

域であるが，残存林分は少なく，クヌギーコナラ群集の夏緑二次林やスギ，ヒノキの植林が多

く，薪炭林や造林地として古くから利用されてきた地域である。集落は農家が大半を占め，畑

作と林業および一部で水田利用がおこなわれている。

　4）　台地；シラカシ林域

　標高にして約！00m以下の台地地帯で，中津原，荻野原，尼寺原，長谷原，愛甲原の各台地

が含められる。地質はそのほとんどが立川，武蔵野，下末吉，多摩の各ローム層で占められ，

土壌もほとんど黒ボク土壌で占められている。

○植生と土地利用
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　潜在自然植生をシラカシ群集とする地域であるが，残存林はきわめて少なく，台地上にはそ

の代償植生であるクヌギーコナラ群集やスギ，ヒノキの植林も少なく，森林植生そのものの絶

対量が少ない。集落は畑作中心の農家が散在している。しかし，今日ではゴルフ場，大型工場，

集団住宅地として急速に利用されつつある。

　台地をとりまく河成段丘面では，とくにケヤキを優占種としたシラカシ群集の自然林が残存

し，またクヌギーコナラ群集，スギ植林地，モウソウチク林など多様な植生がみられ，台地上

とはうって変った特異な景観を呈している。

　5）　三角州性低地；ムクノキーエノキ林域

　標高的には約50m以下の低地が含められる。相模川の支流である中津川，小鮎川，恩曽川，

玉川，萩野川などの各河川によって形成された三角州性の低地である。地質的には第四紀成の

泥層，礫層が大半を占め，土壌は多湿黒ボク土壌や粗，継粒褐色低地土壌および灰色低地土壌

など多様である。

○植生と土地利用

　大半が水田として利用されており，一部で畑地として利用されている。また厚木市の中心市

街地を初め，商業地，作宅地としても利用され，もっとも土地利用の進んだ地域といえる。植

生としては自然植生はほとんど見られず，また代償植生も少なく，とくに森林植生がきわめて

少なく，わずかに社寺林や農家の尻敷林として存在するにすぎない。潜在自然植生をムクノキ

ーエノキ群集とする地域である。

　6）　自然轡型低地；河辺植生域

　中津川，相模川の大型河川の河川敷が含まれる。地質は河成の砂礫地である。

○植生と土地利用

　流水辺に平行してオオクサキビーヤナギタデ群集，コアカザー学漫オナモミ群集，アキノエ

ノコログサーコセンダン群集，セリークサヨシ群集，オギ群集などの多様な草本植物群落やジ

ャヤナギーアカメヤナギ群集，イヌコリヤナギ群集の低木林が自然植生としてみられる。その

大半は自然のままであるが一部では運動場や畑地としても利用されている。

　b　植生の保全，利用管理への指針

　多様な植物的自然環境に恵まれて，古くから交通の要所として発展してきた厚木市は，今日なお

急速な発展途上にある。厚木市が将来にわたって，自然環境と開発が調和しながら進むためには，

自然環境を指標し，具現した象徴としての植生の保全，管理計画がすべての計画の前提となる。

　以下に植生調査結果にもとずいた，前項の櫨生地理区分に対応しながら植生の保金，利用，管

理のための基礎的指針が提示された。
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　　1）　山地上部；ブナーイヌブナ林域

　　大規模な土地利用には適さない。人工的な施設は登山道路と小規模の休けい所だけにとどめ，

　全植生を保護，保全する。またスギ，ヒノキなどの人工林化もできるだけさけて，市民の自然

休養地としての持続的な利用を羅指す。

　2）　山地下部；ウラジqガシ林域

　大規模な土地利用には適さない。人工的施設としては登山道，遊歩道の他，キャンプ場，自

然教育啓蒙施設等の施設にとどめる。

　治水，立地保全上重要な地域であり，現存する自然植生，および代償植生をも含めて保全す

るように努める必要がある。現在，スギ，ヒノキの人工林も多いが，大規模な皆伐を避ける。

　3）丘陵地；シイータブ林域

　大規模な土地利用には不向きで，都市近郊緑地帯として，保全されることが望まれる。ここ

では自然植生のシイ，タブ林は，きわめて少なく，とくに，現在広い面積を占める代償植生と

してのクヌギーコナラ群集の雑木林の維持，保全が望まれる。すなわち，集落，農耕地と薪炭

Fig．59，都市近郊緑地として重要性の高いクヌギーコナラ群集（横林，海抜100m付近）。

　　Als　Gr廿nfl註che　in　den　Vororten　wichtigen　Waldbestand　des　Quercetum

　　acutissmo－serratae（Yokobayashica100m銭，NN）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　Flg　60　厚木市の植生地理区分図。

　　　　　　　　　Gllederung　voH　Vegetatlon　und　Geomorphologle　der　Stadt　Atsug1
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Fig．61．沖積低地の保存木指定のタブ，都脳内では鰹木の保全は困難であり，

　　　低木を補潔して樹林形態をとることが望まれる（戸潤，標高約12m）。

　　　Als　Schutzbaum　erhaltene盈ノη58α〃zz〃1δ醐9～∫（Toda　l2　m廿．　NN）．
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林としてクヌギーコナラ群集やスギ，ヒノキの入館林などとの文化景観と自然景観の調和のど

れた田園景観が望まれる。

　また社寺林等に残存するシイ，タブ林の保護育生を計る。

　4）　台地；シラカシ離縁

　起伏の少ない台地状地形であることから大規模な土地利用が可能であり，現在，実際にゴル

フ場，大型工場，集賄住宅等が集中している。ここでは，残存する森林植生の絶対量が少ない

ことから，森林植生の保全，育生とともに，むしろ積極的な郷土の森の創造が望まれる。また

河成段丘面に発達するシラカシ群集ケヤキ群集他の森林植生（Bild．3参照）は，環境保全上

きわめて重要な：植生域であり，厳しい保全：策が望まれる。

　5）　三角艸1性低地；ムクノキーエノキ林域

　中小工場地や商業，住宅地および各種の交通難と，過密に土地利用されやすく，現在もっと

も都市化が進んでいる。ここでも残存する森林植生の絶対量が少ないことから，社寺林や屋敷

林としてある残り少ない植生域の保全，育生が望まれる。また積極的な緑化策によって，豊か

な自然環境作りが望まナしる。

　　　　　　翻

鎌
鰻

蕪麟 購難灘灘
Fig．62．下流域の河川敷のオギ群集，水質浄化という機能的な緑地効果も高い（相摸川）。

　　Im　FユuBbet重des　Unterユaufes　des　Flusses　Saga荘｝i　wachsenδes　M　iscanthetum

　　sacchariflori．
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　　6）　自然提出低地；河辺植生域

　　都市部に隣接した自然の開放景観域であり，すぐれた自然環境の一つであることから，現状

　の維持がもっともふさわしい。すなわち，河川敷内に発達する自然植生であるオオクサキビー

　ヤナギタデ群集，アキノエノコローコセンダングサ群集，ツルヨシ群集，オギ群集などの草本

　植物群落やジャヤナギーアカメヤナギ群集等の低木林は，とくに水質浄化に有益であり，現状

　のまま維持保全されることが望ましい。

　c　現存植生の保護，育生

　人間を含めた動物の生存環境をはぐくむ植生は，数千年の長い年月をかけて完成された生物集

団である。植生はまた，植生自身で再生，復元を重ねて永続する能力をもったきわめて機能的な

一つの系でもある。しかし，植生がひとたび破壊されたとき，今日の最新の技術と資金を投入し

ても，植物が根付き，生長：し，一応外見上森林形態をなすまでには，最少限の生物的時間を必要

とする。すなわち，最低10数年の長い年月を必要とする。したがって，植生の利用，管理の前提

条件として，現在ある植生をいかに保全し，育生するかがもっとも重要な第1の課題である。

Fig．63．植生と表土をすべてはぎとってしまった大規模造成地。環境改善の必要性から大

　　　きなツケがまわってくる（高松山，標高100m付近）。

　Den　gesalnten　Mutterboden　und　die　Vegetatlon　hat　die　sogenannte　Entwicklung　vernlchtet

　（ca　lOO皿荘．　NN，　Takamatuyama）．
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　わ　現存植生の保護

　厚木市全域の植生調査の結果，57の植生単位と3人工植栽林が認められ，それらの具体的な

位置と拡がりが現存植生図（1：20000）に描かれている。これらの多様な植生は，それぞれ

意味と重要性をもっているが，ここでは自然度の高さ，環境保全の機能性の高さに視点をおい

て，厚木市において保護，保全：すべき植生を各植生地理区分別にあげた（Tab．60参照）。基本

的には自然度の高い，種組成の豊かな植生群があげられた。とくに，台地；シラカシ林域と三

角州性低地；ムクノキーエノキ群集域では，森林植生の絶対量が少ないことから，二：次林や人

工林の相対的価値が高く，保全：すべき植生としてあげた。

Tab．60．保護保全すべき植生

　SchutzwUrdige　Vegetation

山地a；ブナーイヌブナ林域

　ヤマボウシーブナ群集，イヌブナーブナ群集，スズタケーリョウブ群落，ヤマホタルブクμ一

　フジアザミ群集，アズマノイバラーツクバネウツギ群落，ミツバウツギーニシキウツギ群落

山地b；アラカシーウラジロガシ町域

　アラカシーウラジロガシ群落，シキミーモミ群集，シラキークマシデ群落，タマアジサイーフ

　サザクラ群集

丘陵地；シイータブ林域

　ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，クヌギーコナラ群集，社寺林

台地；シラカシ林域

　シラカシ群集，クヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ植林，モウソウチク林，祉寺林

三角州性低地；ムクノキーエノキ林域

　ムクノキーエノキ群集，イノデータブノキ群集，社寺林，スギ，ヒノキ人工林やモウソウチク

　林などの森林植生

自然堤性低地；河辺植生域

　ジャヤナギーアカメヤナギ群集，イヌコリヤナギ群集，ツルヨシ群集，オギ群集，セリークサ

　ヨシ群集，カラメドハギーカワラケツメイ群集，メドハギーヨモギ群集，オオクサキビーヤナ

　ギタデ群集，コアカザーオオオナモミ群集，アキノエノコローコセンダソグサ群集，ミゾソバ

群集

　2）　マント群落，ソデ群落の利用

　森林植生が湖や草原などの開放景観と接する場合には，自然では森林植生の縁をふちどって，

マント群落とソデ群落が発達している。すなわち，高木類の植物類を含む森林植生に対して，

マント群落（Mantelgesellschaft）は，好陽生の低木類やツル植物などによって構成される群

落である。さらに，マント群落の外縁には，好陽生の草本植物によるソデ群落（Saumgesell－

schaft）が位置している。これらのマント群落，ソデ群落は，森林内に強い直射β光や風の吹



i28

将来像

》鮒
醇木による植栽初期

　　蝉濃巖．．．、．．∵．㌧．気．

　　亀．・㌦：画・」　「　”　噂1．　　　
’・し @　　　　　　l　　　　　　　　　　l

i　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l
トーソデ群落　　＋マント群落同一一一一一一森1：材ill｛生
lSa。m－　IM、。t。1－　　　　／環境保4琳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Valdvegetatiて）n
　gesellschaft　　　　gesellschaft

群　　落　構　造 ．1㌔㌧：木植物群皆客 低　木　群　落 多層高本林
G（・se［；shaft

rtruk禰r
Kraし韮tpfkmzengeseUschaf匙 Strauch琶〔・sellschlLfL Vielschichしige　W証1〔ie「

群落の機能 ○飛砂、土壌侵食防止 ○．森林内への強日光、 ○防風、防砂、防音

Funktlon　der
○＝ヒ壌乾燥防．1ヒ

將ｼ射、反射光の緩和
風の進入の防．止 ○大気、水質の浄化

Gesellschaft
○美　　観 ○美観、修景 ○気候．条件の緩和

植　裁　種 ○各潜在自然植生の ○各潜♂｝懲然植生別 ○各潜在自然植生別

Anzupflanzende
朝£植物

iTab．6ト65）
の低木植物

の高木を中心に低
{、・∵（木植物

Arten ○園芸用の・∵・：花も可 ○園芸用の花木もli∫ （Tab．6ト65参照）　　　　　　　　　　　…

　　　Fig．64．緑地のソデ群落とマント群落の配列との機能。

Schematisch　dargestellte　Saum－und　Mantelgesellschaft　und　ihτe　Funktion．

き込みを防ぎ，森林内気候を一定に保ち，結果的には森林植生の保護，保全という機能的役割

をになっている。したがって，現存植生の保全策として，さらに新たな緑地形成に際しては，

中心緑地の両サイドにマント群落，ソデ群落を形成する必要がある。

　d　植生創造への指針

　厚木市は，全域の植生調査の結果，植物社会学的区分でいうヤブッバキクラス（常緑広葉樹林

域）とブナクラス（夏緑広葉樹林域）とにまたがって位置している。また，地質，地形的にも複
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雑であることから，現存する植生も多様で，今回の調査の結果では57の多数の現存植生単位がみ

とめられた。また，潜在自然植生単位も，小規模な局地的群落を除いても19の植生単位がみとめ

られた。このように厚木市における，植生の面から判断された自然環境は，きわめて多彩である

といえる。したがって，植生の保全を含めて，積極的な緑地の復元には，多様な厚木市の自然環

境に対応したきめ細い施策が必要となってくる。住宅地や道路，工場等の無機的な構築物とちが

って植物は生命をもっており，その土地の自然環境に合致した方策が不可欠である。

　1）　郷土林，緑地の創造

　大・中・小にかかわらず，人間による土木工事や様々な生産活動は，現存する植生に重大な

変化，あるいは消失を余儀なくさせる。この植生の破壊，自然環境の画一化は，我々人間の日

常生活する場所でもっとも著しい。しかし，人間はまた一動物として，都市部でも最低限の植

生，自然環境を必要とする。したがって，集約，過密化した都市，およびその周辺では，空間

をもっとも有効に利用した多層群落構造をもつ緑地の積極的復元が望まれる（Fig．64参照）。

　2）　潜在自然植生に基づく植栽樹種の選定

　自然状態における植生は，その土地の気候，土壌等の環境要因に対応して生育，発達してい

る。したがって，厚木市における緑化，複元計画に際しては，厚木市の多様な自然環境に対応

してそれぞれ進められねぽならない。現存植生の調査結果から理論的に推定された潜在自然植

生の概念とその具体化の成果である潜在自然植生図の利用が必要である。すなわち，緑化に際

しての具体的な植栽樹種の選定にあたっては，郷土林の翻造，緑化，計画対象地の潜在自然植

生を確認し，潜在自然櫨生の主な構成種群の中から基本的には選定されなけれぽならない。ま

た，一般に広く使用されているいわゆる園芸品種等の利用も可能であるが，それらはあくまで

もマント，ソデ群落として従的利用が好ましい。

　以下には，厚木市でもっとも積極的に郷土誌の形成，緑化，復元が望まれるシイータブ出域，

シラカシ林域，ムクノキーエノキ林域，ウラジロガシ林域の各植生地理区分域に対応する各潜

在自然植生域ごとの緑化利用可能種があげられている。
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　　　　　　Tab，61．ヤブコゥジースダジイ群集域緑化適性植物一覧表

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f廿r　das　Ardisio－Castanopsietum

sieboldii－Gebiet．

高木層を形成する種：Mit　der　Zeit　hoch　wachse認e　Baumarten

・スダジイ

・ウラジロガシ

ムカヤ

。アラカシ

・モッコク

。モチノキ

・コナラ

。クヌギ

。クリ

Cα∫孟απ（～餌∫α砂液如vaL

5f（3δoZ読ゴ

Qπθノー。μ∫5α砒ゴηα

7b2’2司鯉αππc麹7u

Q麗67℃μ5gzα郡。α

7セノ’η∫’ノー0ωπfα9ツηZηαη彦ん8プα

π8」じ漉θ97一α

Qπθプ。㍑∫∫θノブ・α如

Qπθプ。κ5αc磁∬勿zα

Cα5孟αη8α5θη一α診α

。マメザクラ

。カゴノキ

・アカガシ

　　　や。タフノキ

・エンコウカエデ

　　　　　　ヘリ。アカシア

。イヌシデ

。ヤマザクラ

。イロハモミジ

。ホウノキ

B一μημ∫　ゼη（ゴ∫α

Aごψ勿0ぬρゐη8ZαηCヴbZfα

Qμθκ泓∫α薦α

勘ノ・∫飢酒煎ろε7』9∫∫

Ac召ブ　〃ZOηo　var。7παηπ0ノ闇α’πノπ

Cα2ブ）臨調∫♂α5じ醒。ノ旧α

Cα7ψ加～45オ56ん。ηo∫んだ

乃一姻㍑∫ツαノπα5α肋・α

〆1c8ブρα〃ηα勘7z

Mα9ηo地・わ0槻如

低木層を形成する種
　　　　ぐ　　　　　　　　　　ロ

。ヤフツバキ

・ヒイラギ

・アオキ

・ヤツデ

・シキミ

▲イヌガヤ

。チャノキ

。ガマズミ

。ツルグミ

・マンリョウ

・マサキ

・ナンテン

・シロダモ

・ピサカキ

・イヌツゲ

◎マノレバウツギ

　　　　　　　　　　　　・ムラサキシキブ

　　　Straucher

翫ηZθZZゴαブ砂02Zゼ（｝α

0躍αη‘加∫襯θプψμZπ∫

，Aπ6μ∂αブ砂0π詫α

地∫fαゴ妙・耽α

妬‘加η2・θz∫9ゴ・∫π’ノz

Cθブ》んαZoオαz％5ゐα2γ加9’oη∫α

賜θα∫ゴη8π5f5

v7ゐμ2フ3πη3　漉♂ζz孟α～｝％η～

Ezζzθα9／zε払5　gzαうアu

A7一読∫fζz　α・θηα’α

E祝0ηツノノ膨∫ブψ0η1Cα

翫η漉2～π　面刀285～ゴ。β

魏oZ覚∫θα　∫θ2ゼα3α

E膨：yαブ＠0η∫6α

／zθ∬　σ一θ刀α‘α

1）6π勧α56αδアrα

c磁。αノ：餌ブ砂傭‘α

。コバノガスズミ

。コゴメウツギ

　　　　　　。ヤマブキ

O　コマユ　こ
　　　　　　、

o　マユ　ミ
　　　　、

。サンショウ

。ヤマツツジ

　　　ず。ヤフムラサキ

。ツクバネウツギ

。ウグイスカグラ

。ヤマコウバシ

。クロモジ

。ツリバナ

。カマツカ

V7δ麗7フZπノπ　θ2昌05㍑2π　f．

メ）πηoψαオ郡ノπ

5妙曲ηα励『αf／zcf∫α

K診ブブゴαゴψoη加

E泓0型η耀5αZα餌∫var．‘ψご81』μ∫

翫・筏y〃zπ5∫∫θろ。磁αηπ5

Z比η〃LOη諏ηZメ）ψ87∫旗7η

RIL・酒面π諭・η々α6〃伽7ゴ

CαZ砒αゆαノノz・♂Zゴ∫

Aろ8伽ψα沈ぬオα

Loπ油層α9ア¶国忌85　var．

910ゐプα

ゐ∫π6日目αgzαπcα

㍑ア磁η・απノπ加zz碗α

Eμo筏卿π∫o露1沙妙伽∫

1；わ％η｝ゐゴζZθα　7ゴ〃05α　var．　Zα8τ～ゴ∫

草本層を形成する種　Klrauter

・テイカカズラ　　7物漉βZo功8ノ’〃耀規var・

　　　　　　　　　　　　　点出8ノ・〃彦θ読㍑ノ丹

。オオバノイノモトソウ　Pご8ガ∫α窺∫Cα

・ベニシダ

・オオイタチシダ
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Dアコ曜8ノ帽∫5鰐彦んアq・∫oプα

Dア：y曜♂ノ’ガ5汐α6薩（㍑

D7ツ（4）‘θ7闇∫∫♂α68ノ』α
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。ヤブコウジ　　　Aプ読5fαノ妙。π∫6α

・ジャノヒゲ　　　（淳）ん∫砂090ηブ妙0π如4∫

・ヤブラン　　　 乙f7ゼψ6μαち4峻y”α

・ビナンカズラ　　K々ゐ聯αブ曜）oη沈α

・キズタ　　　　薦漉ア・α7’ん。〃めθα

・シュンラン　　　qy規椀読㍑ηz　go8がπ9麗

・オオバジャノヒゲ　（沙痂ρかogoπμαη∫∫o畷》μ∫

。常緑性　Immergr伽e　Arten

。夏緑性　Sommerg磁ne　Arten

△常緑針葉樹Immergr苞nes　Nadelholz
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。コウヤボウキ

。オケラ

麗r妙α∫6απ4θη5

君∫rα‘砂♂0漉∫ノゆ0πガ‘α

。ミツバツチグリ　Ib∫6撹”αプ短yπ如ηα

。ヤマジノホトトギス　：ル∫砂漉∫碓πf5

　　　　　　　　　　　　　Tab．62．イノデータブノキ群集域緑化適生植物一覧表
コ　コ

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f廿r　das　Polys毛icho－1）erseetum

Gebiet，

thunbergiレ

将来高

　　　　　・タフノキ

・スダジイ

木層を形成する種　Mit　der　Zeit　hoch　wachsende　Baumarten

　　　　ゆ・ヤフニッケイ

。モチノキ

。エノキ

・ムクノキ

。エゴノキ

。ミズキ

　　　　ぐ
。コフシ

抽r58α擁脚め8凪ぎ∫

cα∫伽（～麺∫c岬∫伽αvar．

∫fθろoZ読ゴ

α2ZηαηZOηZ％珊ブ曜）0η∫‘πη3

πθ¢珈’喀プα

CθZ’∫∫∫伽η∫f5　var。ブ妙。π加

毒》たαηα寵んθα宴＞eブα

5砂ブα∬．ノψ0ηf6α

Co7弓ηπ∫　coπ’ro勿θr5ζ乙

Mα9ηoあαん0δμ∫

Qイロハモミジ

・シロダモ

・アラカシ

▲カヤ

・アカガシ

。ケヤキ

。イヌシデ

。ヤマザクラ

。ホウノキ

。ハリギリ

A（｝8プραz〃3α臨那

焼oZ露∫θα　587ゴα～α

Qπθプ6π5gzαμoα

7bププ鯉α7躍。漉7’α

Qμ8プ6π∫αα4彦α

Z811為。ηα　58η・α孟α

αηう加π5孟56ん0η0∫々毎

乃・z4π麗5ツα2ηα5α々π7弓α

Mαgηoたα0う0りα如

ぬz（4》αηα露メ）f6禽4∫

低木層を形成する種　Straucher

・ヤブツノミキ

・シュロ

。ツルグミ

・マサキ

。カマツカ

。ウグイスカグラ

・アオキ

・ピサカキ

・ネズミモチ

CζzηzθZZ∫α　．ノ4》oπゴ。α

7》αc履yα〃ψμ5プbππη8∫

EZα8α9ημ∫9♂αろ7α

E㍑ηの7ノππ5ブ妙0η∫Cπ∫

Pbμπんfαθαηπ♂05αvar．　Zα8ηf∫

ム0ηゴCθrα92’α0∫♂々）85var．

9♂α加α

．Aπ6μうβノゆ0刀∫6α

E初ンαブ＠0短6α

Lゴ9π5〃π〃3ノ妙0ηガ6躍π

　　　　　　　　　　　　。ムラサキシキブ

。イボタノキ

。クロモジ

。マルバウツギ

。ツリバナ

。　コマユ　こ
　　　　　　、

。ヤマグワ

。サンショウ

。7ゴメウツギ

。ガマズミ

α〃∫‘αゆαゴ妙0厩‘α

Lfgπ5〃π1π0δ伽5〃わZ旧規

ム∫η誘7・α　π〃Lう8〃α孟α

1）（3z砿之ゴα　∫6αδrα

Eπ0ηツ〃Z％50露妙履ゾZπ∫

伽0ηy脚∫αZ磁5var．妙∫8rπ∫

Moπ45う0η疲yoゴ∫

〃刀擁0矧Z飯η露ρψθ万麺規

＆1砂ゐαηαπo研α加6∫5α

v写う配プη～4沸　読zζπα彦πη3

草本層を形成する種

・クマワラビ

。キチジョウソウ

。ホウチャクソウ

・ベニシダ

・ビナンカズラ

・ヤマイタチシダ

・オオイタチシダ

・シャガ

。オクマワラビ

　　　　Kr益uter

D7ツ（ψオθ7’f5　zαc8rα

R（3fη86ん6α　6α7フz（ヲα

D∫ゆ07・πノπ5θ55f♂θ

Dノツρμθ万5θη孟ゐプ050フ甲8

K砒ムμ7弓αゴ妙0π此α

Dノツ（ψ’θノ噛ゴ∫飯∬θ孟ゴαπα

D1＝y（ψ’8プ∫∫メ〉α‘笏。α

”ゴ∫ブψ0πガαZ

Dノツ9ρ‘θr∫5z切〃わη7zゴ∫

・イノデ

。ナキリスゲ

・テイカカズラ

・キヅタ

・ジャノヒゲ

・ヤブラン

1〕b砂∫距（：んπ1πρ0むろ勘りゐαブπノπ

Cα7－8二む　♂8η’α

7｝’α0んθ♂0宴》θrη凄Z〃η腐∫忽が。μη～・

var．ゴη∫βプηZθ漉㍑刀3

翫漉ノーα　プhoノπうθα

のんψ♪ogOηノ妙0πゴCπ∫

Lカ』ぎqカθ♪zα妙少厘yZ♂α

。オオバノイノモトソウ

　　　　　　　　　　　　　　倉θr∫5　cプ召だ。α
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　　　　　　　　Tab．63．ムクノキーエノキ群集域緑化適性植物一覧表

Ubers1chtstabelle　der　geeigneteH　Arten　fUr　das　Aphanantho－Celtidetum

japonicae－Gebiet．

旧来高

。ムクノキ

。エノキ

。ミズキ

　　　　　　・シロタモ

　　　　ず。コブシ

木層を形成する種 Mit　der　Zelt　hoch　wachsende　Baumarten

助娠ηαη読8αゆθプα

Cθ♂彦ガ∫伽θη∫ガ∫var．ブ‘ψ・航α

Coプη％5　‘oア～～1プ。τ26ノρ5α

魏0♂鉱∫6α　∫8，・f（＝α

Mα9π・伽々・伽

。イヌシデ

。ケヤキ

・タブノキ

。エゴノキ

Cαア：か伽∬∫漉。η・謝ゼ

Z4んOUα　58アγα彦α

∫診7唱5θα孟勧ηう82μ

3壱yブα」じノ妙0π此α

低木層を形成する種

・アオキ

。シ　　ロ
　　　ユ
　　　ぐ　　　　　　　　　　　

・ヤフツバキ

・マサキ

。イボタノキ

。ムラサキシキブ

。コゴ廼ウツギ

。ガマズミ

・ナンテン

　　　Straucher

融6めαブ‘ψoη加

7｝αo履yぐα1♪μ∫プわ7一孟z‘η皮

Cαアη〃∫の砂。πゴ。α

Eμ0ノリ〃ππ∫ブ砂0η∫C㍑5

㍑9配5襯ノπo伽5ケb♂ガ翻

C磁・αア：カαノ・ψ・η加

5砂んαηα励u伽∫5α

v7∂翻ノブz％〃1　ζ距zα孟αか，ノノ3

翫ηo弦α　欲）η彦8∫～冨。α

・チャノキ

・ピサカキ

・ヤツテ

。ヤマグワ

。　コマユ　ぞ
　　　　　　、

。サンショウ

。ウグイスカグラ

Tゐ8α∫加6η5∫5

翫7ツαプ‘ψ・航α

勲オ∫∫αノ砂・航α

Mo駕∂017吻。∫5

伽・役yη凄Z‘5αZ伽∫var．‘ψ渉8プz‘∫

Z廊η緬01：）ノZ伽η凄ρψθア’∫顔η3

五〇励の用α9ノ旧α・ゴ妙e∫var，

gzαうノ’α

草本層を形成する種

・キチジョウソウ

。ビナンカズラ

・ヤブラン

。ヤブコウジ

。ミズヒキ

　　　Krauter

R爾z8（涛θαoα7フz槻

施6～5％2僧αブ畷）0η∫0α

Lカ’f（4）8♪z磁妙妙zzα

。Aプ漉5∫αブ妙0π記α

∫わちノ90フ2％ノ乃ノ7Z麹？層クη6

・キヅタ　　　　　　飽。弛1一αプん。〃めθα

・ジャノヒゲ　　　0少ん∫（功090ηブ曜）0η∫0鰐

・オオバジャノヒゲ　（功ん∫（ψ（唇。πo航σガ

・ナキリスゲ　　　Cαプ6」じ陀雇α

。アオイスミレ　　V如Zαゐ。ηゐβη5ゴ∫

　　　　　　　　　　　　　Tab．64．シラカシ群集域緑化適性植物一覧表

Ubersichtstaqelle　der　geeiglleten　Arten　f茸r　das　Quercetum　myrsinaefoliae－

Gebiet．

将来高木層を形成する種

・シラカシ

・アラカシ

・アカガシ

ムカヤ

。イヌシデ

。ケヤキ

。ムクノキ

・ミズキ

。ウワミズザクラ

。イロハモミジ

・ヤマザクラ

。クヌギ

。アオダモ

　　　　　　　Mit　der　Zeit　h

仙θ7躍α’5η毎yア鞠5伽ヴ漉α

Qμθκμ∫gzαπcα

Q拗一6％5αα磁

7bノ』r（くyαノzzκ雄ノ僧α

ω厚）ゴノZ245‘56ん0刀05々ゴ∫

Z8Z為0刀α　∫｛3ノγ6オα

助加η翻伽θ珈1・α

Cαフzκ∫ω刀か一〇ηθプ∫α

乃‘μ耀’59／4yα刀β

Ao6”ノ）αz〃zα彦μη2

乃’κノz闘∫ツα〃3α∫α々〃層α

Qz48プα6∫αoκが∬∫ηzα

矛｝・α魏螂伽π9伽∫σ

och　wachsende　Baumarten

　　　　　　　　。タブノキ

　　　　　　　　・カゴノキ

　　　　　　　　。モチノキ

　　　　　　　　。シロダモ

　　　　　　　　。コナラ

　　　　　　　　。クリ

　　　　　　　　。エノキ

　　　　　　　　・エゴノキ

　　　　　　　　・ケンポナシ

　　　　　　　　。コブシ

　　　　　　　　・ユクノキ

　　　　　　　　　　　　　　にず　　　　　　　　。クマシァ

抽ノ曜58硯加舶βノ9π

．A6孟加0磁♪1LηθZαηC．施〃α

1z6エ∫ηオβ9プα

漉。距診∫εα　58プゴ（〕8α

Qπθプ。泓∫58プノ旧α孟α

Cα∫孟αη6α∫8アγα’α

C幽55ゴηβη5∫5var．ノゆ0刀加

5らη”α¢ブζψ・π加

施”｛〃2ガβ　読4‘ガ5

M詑9ηo伽々・加∫

ααdらrζz5～ゼ5　3かん。々ゴ‘z刀α

Cαノ：抑麗∫ゴ‘ψo競α
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低木層を形成する種
　　　　　　　　　　　　　で

・ヤフツハキ

・アオキ

ムシュロ

　　　　　ゆ・ヤツァ

・チャノキ

・ツルグミ

。クロモジ

・マルバウツギ

。コクサギ

。ヤマコウバシ

。イボタノキ

　　　　　ぐ。アワフキ

　　　Strまucher

磁ノπ8Zたαノ砂0η乞‘α

A螂πろαノ砂0η∫6α

箔一α01砂6αア：餌sプb溜πθ乞

魚’5ガαノ砂0曜‘α

％8α5∫ηθπ5ガ∫

EZαθα9πz659♂α∂プα

Lカ2漉プαz〃アめ8zzα’α

D8z4舵∫ζτ∫αzうプα

02‘薦αブ妙。ηゴ。α

L加盈プαgzα㍑cα

L忽π∫オブ麗〃ZOδ彦μ∫加存Z〃η

ハ48々α5ηzαη妙プ加痂α

・ヒサカキ

・ネズミモチ

・マンリョウ

・シキミ

・ナンテン

▲イヌガヤ

。ウツギ

。カマツカ

。ガマズミ

。　コマニし　こ
　　　　　　、

。ヤマグワ

　　　　　　　　　　　“。ムラサキシキブ

E％1ツαブ0ρ0ηゼCα

五fgz‘∫オブκηzノ妙02z∫躍ノπ

みプ読∫乞α　σ・θηα孟α

π距ご旗ηZブθ距g∫0∫躍ノ診

ぬ22漉α故刀η8∫顔‘α

Cゆhα♂o彦6z即配5んzププ∫η9’oη如

D8κオ之∫αα・8ηα診α

％麗プ彦んガζZθαη∬♂0∫αvar．♂αετガ∫

v宏ろ醐・箆πノπ6露zα診α彦z‘173

翫0ηy〃耀∫αZ磁∫var。砂’θプμ5

Moプπ∫う0ηZの0誌

CαZた‘αψαブ砂。痂。α

草本層を形成する種　Krauter

・オモト　　　R読伽ブ砂・η加
。オクマワラビ　　D1二y砂頗・∫5脚zがb1フ7廓

・ヤブソテツ　　　qyが。〃z珈ノπノbノーごμπ♂

。ナキリスゲ　　　Cαプ8」じ陀廊α

・アイアスカイノデ　∫b4y∫廊。んμη3／）04yうZ彫）んαプπ規

　　　　　　　　　　　　　var。∫ηオθプ〃Z8漉πηZ

・ヤマイタチシダ

・キヅタ

　　た　　　　　　　　　　　　　

。ベニシタ

　　　や・ヤフラソ

・テイカカズラ

・ジャノヒゲ

Dノツg1励6プ∫∫飯∬6々α2zα

洗面ノーα2－1ZO〃め8α

Dノ＝y砂診θノー∫∫61ツ漁プ0∫0ノーα

五∫プゆ8μ鰐ρ観zα

Tレ司ζπゐθ♂0宴）8〃ノ耀ノ2Zα∫ガα‘此ん1π

var．ゴ刀勿ノブπ86左駕〃3

Cφん∫（ψogoμブ砂。ηゼ。η∫

・ビナンカズラ

。イヌショウマ

　　　ゆ。ヤブミョウガ

。ミズヒキ

。クマワラビ

。タチツボスミレ

・オオイタチシダ

・ナガバジャノヒゲ

・シャガ

。アオイスミレ

。イヌワラビ

。エビネ

ぬるπプαノゆ0窺Cα

αη毎6卿9αノ妙0π∫ぐα

％Z舘αノ砂0厩0α

Pb4ygOηZ払ノπノンZヴbプ〃Zθ

Dぴ（～餌θア閣∫5♂αごθ2層α

脇0♂αgr）φ068ノ”α5

D7ツ（ψオ67」誌ρα6哲。α

　の飯（ψ090π0んωガ

乃ゼ5ブαρ0πガω

V写oZα　hoπ6旋）8η∫ガ∫

孟孟勿プ珈ノππψ0ηゼαη3

CαZαπ孟んヲ6露∫‘oZoプ

　　　　　Tab．65．アラカシーウラジロガシ群落域緑化適性植物一覧表

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f最r　das（｝πθプα∫ggZ側。α一Qκθ1・cμ∫5α砒ゴπα一

Gesellschaftsgebiet．

将来高木層を形成する種

・アラカシ

・ウラジロガシ

・ヤブニッケイ

。イロハモミジ

　　　　　　。アワフキ

　　　　　　　ず。クマシァ

。ヤマザクラ

。コナラ

。エゴノキ

。ミズキ

。ホウノキ

。クマノミズキ

　　　　　　　Mit　der　Zeit　hoch　wachsende　Baumarten

Q粥ノ℃μ∫9♂α鷹α　　　　　　　　　・アカガシ

Qμ67℃泓∫5αZ∫認πα　　　　　　　　　ムカや

C加ηαηZOη耀那ノ吻0η詑μノπ　　　　ムモミ

A6傑∫》αZノπα魏ノπ　　　　　　　　　。ケヤキ

M読05加α履y7・如η痂θ　　　　　　。シラキ

α〃少加π5ブ妙。πf6α　　　　　　　。エンコウカエデ

乃層観π5ノαηZα5α々μプα　　　　　　　。イヌシデ

Q㍑θア℃泓∫58プηzψα　　　　　　　　oクジ

5妙アακノ吻）o厩6α　　　　　　　　　。アオダモ

Co7・ηπ∫60η〃ouθノ・∫α　　　　　　　・アカシデ

ル毎gη0磁0う0τ漉α　　　　　　　。マメザクラ

CO〃ZZf∫∂7一α0伽少0融

Qz‘6ノーα‘∫αo漉α

7bノγのαπ麗。卿1層α

∠4ろf8∫万2帽ηzα

Z8Zた0ηα56η・α’α

磁露Z4ノπフ吻0漉‘躍ノZ

∠406ア帽ηZOπo　var．　η3ζZプηZOプζZ彦Z4〃Z

Cαゆfπz己∫’5choηo∫んだ

C々∫孟αη6αα・6πα診α

F｝禰α鋭ηπ3ZαηZ69加05α

Cα2ψ加z65　Zα¢魂α‘α

乃・μπ㍑∫カ20乞∫α
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低木層を形成する種Straucher

・アオキ　　　　　Aπ6μうαブ妙。痂6α

。ピサカキ　　　E硯yαプψo毎ごα

。ヤブツバキ　　　Cαη1θ疏αブ妙。加6α

・アセビ　　　　　窟8痒5ノ妙。πfcα

・ヒイラギ　　　05ηzαπ読π∫ゐ8‘8プρが妙ππ∫

▲イヌガヤ　　　　αψん認。如∬κ5んα揮加9如η∫α

・ウラギソツルグミ　・研αθα9π鰐プげ薦α

・ミヤマシキミ　　5窺規ノ擁αノ妙0π∫6α

。ガマズミ　　　　　Viうz6プητ↓〃3読♂αオα’z6η3

。コバノガマズミ　V乃雄纐ηzθプ。∫κノπf．

　　　　　　　　メ）ππc孟αオπη3

。ツリバナ　　　　Eπo型η躍∫o忽凝液ツμπ5

。ヤマツツジ　　　Rん04∂48π4ナ。π々αθ〃4ゲヒrゴ

。　コーマニ」ミ　　　　　　　E郡0ηツ2πz4∫　α♂α‘z65　var．4瑳82闇z6∫

。マノレノミウツギ　　DθZ躍zfα50αろrα

。ツクバネウツギ　Aろ8Z如宴》α酔吟α如

。ダンコウノくイ

。ネジキ

。アプラチャン

。ヤマボウシ

。ウグイスカグラ

。クロモジ

。サンショウ

。ヤマコウバシ

。コゴメウツギ

。ウツギ

。イボタノキ

。ヒメウツギ

。カマツカ

　　　　　　　や。ムラサキシキブ

。ヤブムラサキ

しごπ融プα0∂‘μ5ガ♂0うα

勿0癩・ηα♂の♂ガαvar．6♂」ψ∫κα

R〃αゐβπzo加ρ7曹αε60忽

Coプππ5た。μ5α

乙0耽θプα9プα副ψθ5var．

9♂αう2’α

乙ガπ漉プαz4ηめθπα’α

Zα漉んOjじヅμηzρψ8ブf旗ノπ

五加漉プαgzα㍑6α

5渉ゆhαπαπみα加‘ごα

エ）6π診窺∫αcプ8ηα’α

Lガ9π5々’泓η30ろ頗∫4b痘z6η3

Dθ麗麗αg糠。漉∫

Pb御πんゴαθαηだZO∫αvar．　ZζZθη∫∫

CαZ面。αψα細。加αz

CαZZfc〃：勿27zoZ痂

草本層を形成する種　Klrauter

・ジャノヒゲ　　（：励ゆ090幻砂0π∫餌∫

。キヅタ　　　　H2ゴケαプん0醒66α

・テイカカズラ　　7｝α訪8面ψθ2闇η耀ηzα∫ゼ観餌ηz

　　　　　　　　　var．ゴπ’θηη66謀’麗ノπ

。アキノキリンソウ　50た4agO窃719α・απプ8αvar．

　　　　　　　　　α∫zα‘z6α

・ヤマイタチシダDり’（ψ詑rf∫醒∬8面αηα
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　3）緑地の形態

　機能的な観点からみても，緑地は，緑地効果のもっとも高い森林形態，森林構造をとること

が望まれる。厚木市の台地や低地地帯では，土地利用の密度が高く，緑地として利用できるス

ペースが小さい場合も多い。しかし，緑地の森林形態は，緑地の輻がわずか数メートルでも最

低限の樹林形態を形成することは可能である。

Ω
、

／

ノ

〆

a．ピラミッド型　　　　　b．逆U字型　　　　　　　c．台　形　型
Pyramid今r－Form　　　　　　　　Umgekehrte　U－Form　　　　　　　　　　　　Trapez－For瑚

　　　　　　　　　　　　　Bg．65．緑地完成時の緑地形態。
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　緑地としての面積幅が，最小面積しか確保できない場合には，樹林形態の最小型であるピラ

ミッド型（Fig・65－a）が，やや幅員のとれる時には逆U字型（Fig．65－b），緑地面積幅に

余裕がある場合には，ピラミッド型の側辺を平行移動した時にできる台形型（Fig．65一・c）の

緑地形態が望まれる。このように緑地として利用できる面積によって，環境保全林の樹林形態

を変化させることによって対応することが可能である。

　4）　緑地地盤の形成

　緑地形成の成否は，ひとつには，植栽すべき樹種の選定にあり，その土地の気候風土に合っ

た郷：土種の中から選ばれることが望まれる。また，もうひとつには，栽植すべき土地の適性な

造成が必要である。植栽地が，自然土壌や畑地の土壌が多くある場合には，大きな問題はない

が，土地造成やひんぱんな土地利用によって表層土壌（母土）が失なわれている場合には，表

層土の客土を行う。またマウンドの形成を完全におこない，排水を良好にするなどの土壌改良

が望まれる（Fig．66参照）。
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　　　　　　　　　　　Fig．66．植栽地盤の標準形状模式図。

Schematische∋arstellung　der　Damln－Formen　fOr　die　Pflanzung　vonτJmweltschutzw装1dern．

Tab．66　マウンドの幅と比高との関係

Verhaltnis　von　Breite　zu　Hδhe　der　Damme

幅（B） b h 1　N

10m
20

30

40

50

100

5m
10

15

20

25

50

0．5～LOm　　1：10～1　5
1．0～2．0　　　　　　　　〃

1，5～　3．0　　　　　　　　　　〃

2．0～4．0　　　　　　　　〃

2．5～　5．0　　　　　　　　　　〃

5．0～10．0　　　　　　　～1　〃
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　5）　植生創造の具体例

　厚木市の気候風土に合った郷土種を利用して，植生復元をおこなう一例として，以下に並木

の例F1967，広域緑地の例F1968，学校緑化の例F1969，工場線化の例F19．70が典型

例としてあげられている。
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　　　　　　Fig．68，広域緑地の形成の例。

Beispiel　f廿r　Umweltschutzw益lder　mit　der．　gen荘gender　Breite．
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お　わ　り　に

　神奈川県土の要に位置している厚木市は，長い間にわたって自然環境や植生に対応した土地利

用，農林業を主とした産業，集落，田丁づくりが行われてきた。その結果，相模川沿いの沖積低地

から海抜1，246mの大山山頂にいたるまで，地形に応じた厚木の田園景観が形成されてきた。

　最近の新しい交通施設ニュータウン，各種の新しい産業立地の建設などの市域開発と，それ

に伴う都市の膨張，人口の増加は，必然的に残された自然植生の断片や，立地に対応した自然景

観，さらには田園景観にまで影響を与えかねない現状にある。厚木市では新しい時代に対応した

市の将来計画と，市民の持続的な生存環境の保証，緑豊かな郷土の森を創造するための科学的な

植生調査，地域に応じた現存および潜在自然植生図化が行われた。

　単年度調査のため，まだ不十分の点もあると考えられる。しかし，現在の厚木市の生態学的処

方箋，科学的記録；Documeatとして，新しい都市計画，緑の環境創造の基礎図，基本書として，

また郷土の緑の教科書として，本書の積極的な利用が望まれる。

　また，日本列島の中心部に位置する厚木市の植生の現状の調査，研究成果が広く我が国各地方

公共団体の地域計画，緑の環境創造のための具体例として広く利用されように期待したい。
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摘 要

　神奈川のほぼ中央部に位置する面積約931（鵬2の厚木市は，交通の要地として，また都市近郊型

の工業都市として急速な発展の途上にある。また，厚木市は神奈川県内では有数の高海抜地であ

る丹沢山塊の大山（1，251m）を含む山地と，中津原，尼寺原，長：谷原にみられる標高100m以下

の関東ローム台地，そして県内で最大の河川である相模川河川敷と，派生する広大な沖積低地を

備えており，自然環境的にも恵まれた多様で，均衡のとれた地域である。

　植生調査は市の全域にわたり，約200ヵ所で植生調査がおこなわれた。この現地植生調査資料

をもとに植物社会学的な位置づけをおこなった結果，植生は垂直分布的には二つの植生域，すな

わち常緑広葉樹林の植生であるヤブッバキクラスと夏緑広葉樹林の植生であるブナクラスの両ク

ラスにまたがっている。植物社会学的にはヤブッバキクラス，ブナクラスの両気候的植生群の他

に，土地的植生群を加え11クラス，53群集，群落と6人工植栽林の計59の多数の群落がみとめら

れた。以下に厚木市でみとめられた群落を植物社会学的群落体系に基づいて列記されている。

！．　フナクラス

　ササーブナオーダー

　　スズタケーブナ群団

　　　1）　ヤマボウシーブナ群集

　　　2）　イヌブナ～ブナ群集

　　　3）　スズタケ～リョウブ群落

　コナラーミズナラオーダー

　　イヌシデーコナラ群団

　　　4）　クヌギーコナラ群集

　　　5）　シラキークマシデ群落

　　ケヤキ群団

　　　6）　コクサギ～ケヤキ群集

2．　ヤフツバキクラス

　ヤブツバキオーダー

　　ヤブコウジースダジイ群団

　　　7）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　8）　イノデータブノキ群集

　　サカキーーウラジロガシ群団

　　　9）　シラカシ群集

　　　！0）　アラカシーウラジロガシ群落
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　　　11）　シキミーモミ群集

　オーダー未決定

　　クサギーアカメガシワ群団

　　　12）　クサイチゴータラノキ群集

3．　オノエヤナギクラス

　コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　イヌコリヤナギ群照

　　　13）　イヌコリヤナギ群集

　　タチヤナギ群団

　　　14）　ジャヤナギーアカメヤナギ群集

　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　フサザクラ群団

　　　15）　タマアジサイーフサザクラ群集

4．　ヨシクラス

　ヨシオーダー

　　ヨシ群団

　　　16）　ヨシ群落

　　　17）　サンカクイ群落

　　　18）　コガマ群落

　　オギーヨシ群団

　　　！9）オギ群集

　　セリークサヨシ群団

　　　20）　セリークサヨシ群集

　　　2D　ツルヨシ群集

5．　ススキクラス

　ススキオーダー

　　ススキ群団

　　　22）　アズ’マネザサーススキ群集

　シバスゲナーダー

　　シバ群団

　　　23）　シバ群落

6．　ヨモギクラス

　ヨモギオーダー

　　カナムグラーヤブガラシ群団



　　　24）　アキノノゲシーカナムグラ群集

　　カワラバハコーヨモギ群団

　　　25）　カラメドハギ一宇ワラケツメイ群集

　　　26）　メド引摂ーヨモギ群落

　　群団は未決定

　　　27）　メヤブマオーヨモギ群落

　　　28）　アシボソーヨモギ群落

7．　オオバコクラス

　オオバコオーダー

　　ミチヤナギ群団

　　　29）　日計クサーオオバコ群集

8．　コウキクサクラス

　コウキクサオーダー

　　アオウキクサ群団

　　　30）　アオウキクサーサンショウモ群集

9．　クラス，オーダーは未決定

　　アゼナ群団

　　　3D　アゼガヤツリーーカワラスガナ群集

　　　32）　イボタサーミソハギ群落

10．　タウコギクラス

　タウコギオーダー

　　スズメノテッポウ群罰

　　　33）　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集

　　オオクサキビーアメリカセソダングサ群団

　　　34）　オオ’クサキビーヤナギタデ群集

　　　35）　コアカソーオオオナモミ群集

　　　36）　ミゾソバ群集

　　　37）　アキノエノコログサーコセンダソグサ群集

11，　イネクラス

　タマガヤツリータイヌビエオーダー

　　イネータイヌビエ群i団

　　　38）　ウリカワーコナギ群集

12．　シロザクラス

　ツユクサオーダー
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　　カヤッリグサーザクロソウ群団

　　　39）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　40）　オオアレチノギクーヒメムカシヨモギ群落

13．上級単位未決定の群落

41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

53）

ムクノキ一日ノキ群集

ミツバウツギ一握シキウツギ群落

アズマイバラーツクバネウツギ群落

カナウツギ群落

シバヤナギ群集

フジアザミーヤマホタルブクロ群集

ミツデウラボシーイワタバコ群集

クコーノイバラ群落

オオブタクサ群落

タカアザミ群落

ナルコスゲ群落

ヒメウワノミミソウ藩洋落

オヒシバーアキメヒシバ群集

！4．その他

54）

55）

56）

57）

58）

59）

スギ，ヒノキ植林

アカマツ，クロマツ植林

ニセアカシや植林

モウソウチク林

マダケ林

メダケ林

　1）現存植生

　ブナクラスの植生は丹沢山塊の大山（！，200m付近）を中心にみとめられる。自然植生として

は，大山山頂域にわずかながらヤマボウシーブナ群集が，大山から派生する尾根部（800m付近）

にはイヌブナーブナ群集が残存している。また水はけの悪い広い尾根上部にはアブラチャソーニ

シキウツギ群落の低木林が発達し，地肌が露出した崩壊地にはヤマホタルブクローフジアザミ群

集がみられた。南向きの急傾斜地にはニシキウツギーヤマボウシ群落の低木林の発達がみとめら

れた。代償植生としてはシラキークマシデ群落の夏緑高木林が発達している他はスギ，ヒノキの

造林地が大半を占めている。また谷部の渓谷部には自然植生としてのタマアジサイーフサザクラ

群集が海抜400mの低地まで発達しているのがみられるが現存植生としては狭い面積でしかない。
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　ヤブツバキクラスの植生は，丹沢山塊の山足部や関東ローム台地および沖積低地を中心にみる

ことができる。しかし，自然植生としての常緑広葉樹林は，厚木市内ではごく限られた，小規模

の植分が断片的に見られたにすぎない，丹沢山塊の派生尾根では，尾根上部にシキミーモミ群集，

斜面にはアラカシーウラジロガシ群落がそれぞれ小規模ながら残存している。山足部ではやブコ

ウジースダジイ群集，イノダータブノキ群集の残存林分がみられるが，いずれも社寺林とてし局

地的に，しかも，ごく狭い面積の植分である。関東ローム台地では，全面的に土地利用が行われ

ており，低次の代償植生群であるススキクラス，ヨモギクラスあるいはシロザクラスの草本植物

群落が優勢である。しかし，河成段丘斜面にはシラカシ群集ケヤキ亜群集が帯状に，段丘をふち

どって残存しているQ

　2）　潜在自然植生

　厚木市内の潜在自然植生は，おもに気候的要因によって規定される4森林植生によってまとめ

られた。すなわち標高200田以下にはヤブコウジースダジイ群集，また200～800mにはアラカシ

ーウロジロガシ群集，800～1，100mまではイヌブナ群集，1，100m以上はヤマボウシーブナ群集

である。ヤマボウシーブナ群集域では，広尾上部の湿性地にミツバウッギーニシキウツギ群落の

低木林が，また土壌のむき出している崩壊地にはヤマホタルブクローフジアザミ群集がそれぞれ

局地的な潜在自然植生として考えられた。イヌブナーブナ群集域ではイヌブナーブナ群集に接し

て谷部にシラキークマシデ群落の夏緑林が一部潜在自然植生として考えられた。アラカシーウラ

ジロガシ群集域では尾根部の貧養地にシキミーモミ群集が，谷部にはコクサギーケヤキ群集が隣

接群落としてあげられた。またアラカシーウラジロガシ群集域の上部からイヌブナーブナ群集域

にかけての谷部では，タマアジサイーフサザクラ群集を潜在自然植生としている。低地のヤブコ

ウジースダジイ群集域では，斜面下部の適湿地にはイノデータブノキ群集があげられた。また成

立時代が新しく，地質構造の異なる関東ローム台地上にはシラカシ群集が潜在自然植生として判

定された。また沖積低地で現在かんがい施設が完備しており，いわゆる湿田がほとんどなく，ま

た，わずかな残存林からムクノキーエノキ群集が潜在自然植生と考えられた。

　3）　緑のマスタープラン

　厚木市全域を，地形と潜在自然植生の違いから6植生地理域に区分した（Fig．60参照）。この

6植生地理域別に，各々，保全：すべき植生（Tab．60），植生の保：全：（Fig．64），育生，利用，管

理の指針を提示した。また，積極的な植生復元の指針をも示し，各潜在自然植生別の植栽適齢

（Tab，61～65），緑地の形態（Fig．65），郷土林の形成植生復元の具体例（Fig．67～70）を示し

た。
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ZUSAM．MENFASSUNG

Vegetaion　der　Stad士Atsugi　i類der　Prafektur　I（anagawa

von

Miyawaki，　A．，　Sasaki，　Y．　und　Kobayashi，　R．

　　Die　Stadt　Atsugi，　mit　einer　Flache　von　ca．93　km2　etwa　i無der　Mitte　der　Prafektur　Ka・

nagawa　gelegen，　ist　eine　Industriestadt　am　Rand　eines　Ballungszentrums　mit　verkehrsgUn－

stiger　Lage，　die　sich　rasch　entwickelt．　Seine　h6chste£rhebung，　der　Ooyama　im　Tanzawa・

Bergland，　liegt工251　m　hoch，　die　zum　Kanto－Lehm－HUge11and　geh6rigen　Gebiete　Nahatsu－

hara，　Ogi簸ohara，　Amaderahara　und　Nagayahara　hegen　jedoch　unteτ100　m　H6he　und　wer－

den　von　dem　gr6Bten　Fluβder　Pr琶fektur　Kanagawa，　dem　Sagami－gawa，　durchflossen，　an

dessen　M伽dung　eine　alluviale　Ebene　liegt．　Die　naturr琶umlichen　Gegebenheiten　sind　also

sehr　v量elf設1tig　（Fig．2，3）．

　　Etwa　200　Vegetationsaufnahmen，　die　sich　Uber　das　ganze　Stadtgebiet　verteilen，　sind　von

uns　gemacht　worden．　Vom　pflanzensoziologischen　S芒andpunkt　her　laBt　sich　das　Gebiet

vertikal　in　2　groBe　Klassen　unterteilen，　namlich　in　die　Lorbeerwalder　der　C　a猟elhetea

japonicaeinderu厩erenStufeund重ndiesom狙ergr茸nen　Fagetea　cre無atae　in

der　oberen　Stufe．　D量e　reale　Vegetation　wurde　in！！Klassen，53　Assoziationen　und　6　zus註tz－

1iche　Forst－Gesellschaften，　also　insgesamt　59　verschiedene　Vegetationseinheiten　gegliedert．

　　Die　F　a　g　e　t　e　a　c　r　e　n　a　t　a　e　haberl　ihr　Hauptverbreitungsgebiet　um　den　Gipfel　des　Ber－

ges　Ooyama．　Auf　demGipfelselbstw註chstdas　CorRo－Fageturn　crenatae　auf

demBergrUckenbis800mhinabdasFagetum　cτenato－japonicae．　Au｛schlecht

entwasserten　B6de無flacheてBergr菰cken　w註chst　die　Ge脆schgesellschaft　des　5オψんメ8α6z己一

フ7zαZ磁一W18ガg召Zα46ω7一α一Gesellschaft；dort，　wo　Bodensc埴den　auftreten，　das　C　i　r　s　i　o－Cam－

panuletum　hondoensis；an　Steilh蝕genmitNeigungnachS琶dendasGe聴schgesell－

schaft　deLRo5αZzκゴα8－A6εあα功α漉z‘8α孟¢Gesellschaft　Als　Ersatzgesellschaften　bedeck：en　die

5ψfz‘”zブ砂。／z∫α〃z－Cα厚励z‘5ノ妙。アz比α一Gesellschaft　als　somlnergr哉ner　Hochwald　und　Forsten

von　C7一露）彦。駕θrゴαブ＠o／2ガ。α　und　C1法α刑α6のψα7－2∫oうオz45αdie　H註lfte　des　Gebietes．　In　T琶1ern

undSchluchtensteigtdas　Hydrangeo　involucratae－Eupteleetum　polyan－

draebis　auf　400　m　H6he　hinab　bedeckt　aber　heute　nur且och　eine　sehr　kleine　Fl註che．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　Die　CamellietealaponicaesindindenunterenBereichendesTanzawa－Gebirges，

auf　dem　Kanto－Leh恥H茸gelland　und　auf　den　Alluvionen　verbreitet．　Jedoch　sind　die　natur－

lichen　Lorbeerw琶1der　im　Stadtgebiet　fast　vollst註ndig　vernichtet；nur　verstreut　findeR　sich

noch　Restbest註nde，　die　folgeaden　Gese11schaften　angehδren＝

！．

2．

3．

Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaatMurase1964

　　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok：．1966

　　　　Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　1）Como－Fagetum　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　2）　Fagetum　japonico－crenatae　Sasaki1970

　　　　3）　3α∫α60rθαZゴ∫一α8孟んrα6α7窃7zεプ擁5－Gesellschaft

　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　Miyawakietal．！971

　　　　Carpinio－QuercioR　serratae　Miyawakieta1．197！

　　　　4）Quercetum　acutissiIno－serratae　Miyawaki1967

　　　　5）　5妙飢駕ブ妙。πゴoz切2－Cαψゴ鰍∫ブ砺）07痂α一Gesellschaft

　　　　Zelkov｝on　serratae　Miアayakieta1，1977

　　　　6）Orixo－Zelkovetum　serratae　MiyawakietTohma1975

CaInellietea　laponicae　MiyawakietOhba1963

　　Camellietalia　japonicae　OdaetSumata1966

　　　　Ardisio－Castanopsion　MiyawakietaL1971

　　　　7）Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok！952

　　　　8）　Polysticho－Perseetum　thunbergii　Suz．一Tok1952

　　　　Sakakieto－Cyclobalanopsion　SuganumaetSuz．一Tok．1965

　　　　9）Quercetum　myrsinaefoliae　MiyawakietOhba1965

　　　　！0）　Q㍑8γα‘∫gZ側。α一Q祝67一α655α♂如7zα一Gesellschaft

　　　　11）111icio－Abietetum　firmae　Suz。一Tok1961

Unbekannte　Ordnung

　　Clerodendro－Mallotion　laponicae　Ohba1970

　　　　12）Rubo　hirsuti－Aralietum　Miyawakieta1．1971

Salicetea　sachali．nensis　Ohba1973

　　Sedo－Salicetalia　subfragilis　Okuda！978

　　　　Salicion　integrae　Miyawakiet．Okuda！972

　　　　！3）Salicetum　integτae　MiyawakietOkuda1972

　　　　Salicion　subfragihs　Okud段．．1978

　　　　14）　Salicetu．m　erioc．arpo－chaerlom．eloidis　Okuda1978
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4．

5．

6．

　　Alno－Salicetalia　serissaefo1玉ae　Ohba1973

　　　Eupteleion　polyandrae　Miyawakieta1．1977

　　　！5）Hydrangeo－Eupteleetum　po玉yandrae　Miyawakietal．1964

Phragmitetea　Tx．e乞Prsg．1942

　　Phragmitetaha　eurosibir三cae　Tx．etPrsgほ842

　　Phragmition　W．Koch1926

　　　16）　跳rαg加オθ5α％5〃αZ2∫一Gesellschaft

　　　17）　5cガ厚）拐∫か勾πθ’θr・Gesellschaft

　　　18）　乃φんαo短ε疵αZf5・Gesellschaft

　　　Miscantho　sacchariflori－Phragmition　M玉yawakietOkuda！970

　　　19）Misc孤thietum　sacchariflori　MiyawakietOkuda1970

　　　0enantho　japonicae－Phalaridion　aru職dinace＆e　Miyawak量eも

　　　Okuda　1970

　　　20）OeRantho－Phalaridetum　arundinaceae　MiyawakietOkuda
　　　　　　　！972

　　　2D　PhragInitetum　japonicae　Minamikawa／963

Mlscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　Miscanthion　sinensis　Suz．一Tok　etAbe！959em，　Suganuma1970

　　　22）Ar職dinario　chino－Miscanthetum　si箆ensis　Miyawaki

　　　　　　　1971

　Car圭cetalia　nervatae　Suganuma1966

　　　Zoysion　japonicae　Suz。ToketAbe1959emSuganuma1970
　　　23）　Zの∫∫α」砂。窺6α一Gesellschaft

Arte皿isietea　principis　Miyawakie七〇kuda1972

　Artemisieねlia　principis　MiyawakietOkuda！972

　　　Humulo－Cayra重ion　Okuda1978

　　　24）　Lactuco　indicae－Humuletum　laponicae　Okuda1978

　　　A総aphalio－Artemisioa　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　25）　．Lespedezo　3unceae－Cassieturn　Oku（1a1978

　　　26）　五θゆθゐ駕6襯θα’α・ノ1プ陀解ゴ∫αρr勿α4）5－Gesellschaft

　Unbekanntes　Verba簸d

　　　27）　Bo8ん2π6痒αμα‘απ〃bZ∫α一．Aπ6窺∫∫∫αρr勿。｛4）5－Gesellschaft

　　　28）　Mぎσ05～短8ゴz6刀z加隅ゴπθz二脚var．ρoら15乱π履yz6郷一ノ1π8ηz∫∫fαρ万7zoゆ5－Gesellschaft
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8．

9．

10．

11．

12．
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Plantaginetea　majoris　Tx．etPrsg。！950

　Plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　　polygonion　avicularis　MiyawakU964

　　29）　Eragrostio　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．

　　　　　1977．

Lemnetea　W．KochetR．Tx．1954emObeτd，1957．

Lemnetalia　W．KochetR．Tx．1957．

　　Lemnion　pauicostatae　MiyawakietJ．丁甑en1960

　　30）Lemno　paucicostatae－Salvinietum　natantis　Miyawakiet

　　　　　J．Taxen　1960

Unbekannte　Klasse　und　Ordnung．

　Lindernion　procumbentis　MiyawakietOkuda1972

　　31）Cyperetum　globoso－sanguinolent玉s　Okuda1978
　　き2）　A7z漉Zε解αん♂5αん一1≧y漉彫工αηα4＞∫一Gesellschaft

Bide、ntetea　tripartitae　Tx．，LohmetPrsg．1950

　Bidentetalia　tripar亡itae　Br．一B1．etTx．1943

　　Alopecurioa　amureRsis　MiyawakietOkuda1972

　　33）Stellario－Ranunculetun　cantoniensis　MiyawakietOkuda

　　　　　1972

　　Panico・Bldention　frondosae　MiyawakietOkuda1972

　　34）Panico－Polygonetum　hydropiperis　MiyawakietOkuda　l972

　　35）Chenopodio－Xanthietum　strumarii　MiyawakietOkuda1972

　　36）Polygonetum　thunbefgii　Lohm，etMiyawaki1962

　　37）Setario－Bidentetum　pilosae　MiyawakietOkuda1972

0ryzetea　sativae　Miyawaki1960

Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　0ryzo一£chinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclan1955

　　38）Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960

Chenopodietea　BL－B1．1951

CQmmelinetalia　communis　Miyawaki1960

　　Cypero－Molluginion　strictae　Miyawaki1969

　　39）Pinelliae　tematae－Euphorbietum　pseudochamaesycis
　　　　　Miyawaki　1969

　　40）　ルガ9即。η5瑚zα〃θη5ガ5－Er憩召r伽6αηα漉π5∫5－Gesellschaft
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　　13．

14．

UIlbekannte　h6heren　Einteiten

Celto－Aphananthion
41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

53）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Okuda　！978

Apharlantho－Celtidetum　japonicae　Ohno1980
5孟妙1耽yZθα6z切zαZ4α一W8麺4α4θco㍑一Gesellschaft

Ro5αZzκガαθ一Aう読αψαオ加4α孟α一Gesellschaft

5韓）んα7zα7z4耀オα7zαたαθ一Gesellschaft

SalicetuIn　laponicae　AsanoetNakayama！978

Cirsio－Campanuletum　hondoensis　Mayawaki，OhbaetMurase
1964

Crypsinus　hastatus－Conandron　ramondioides－Ass．
Miyawaki　et　aL！971

々y6ガz伽アヲLoητ6〃b売μ7π一Ro5αηzπ髭卯02一α・Gesellschaft

．Aηzろro5ぢα’r諺4α一Gesellschaft

α7旧5謡海ノ）6η4z‘Zz〃z－Gesellschaft

Cα7一砿‘躍麗60Z♂ガ∫一Gesellschaft

盈θ5’05勿吻認辮zか4♂碗3627z－Gesellschaft

Eleusine　indica－Digitaria　violascens－Ass．Okuda1978

Sonstiges

54）

55）

56）

57）

58）

59）

　　Auf　den　BergrUck

Abietetum
schaft，　am　BergfuB　das

sticho－Perseetum
Tempeln　kaum　mehr　zu

　　Auf　deln　Kanto－Lehm－H

schaften王（rautgesellschaften　wie　die　M　i　s　c　a　n　t　h　e　t　e　a

unddieChenopodietea

heutzutage　noch　das　nat駐rlich

t玉on　von　2忽Z為0ηα∫θノアα‘α．

α一：ゆ’・ηz6磁ゴ妙・πガ6α一，　C加η2α6‘飽α7一∫5・∂オ錫5α一Forst

勘ZZ45ぬ刀5加0フーσ一，乃フ2245伽ノ加μ一Forst

Ro6ゼノ抜zメ）5αf40α6α6如一Forst

思詰Zo5‘α6んツ5　hε診θ1・06ツ6Zαf．ρz‘み85cθ7z5－Bestand

飢ツZZO5’α吻5ろα”Z幡0ピ漉5－Bestand

Iゼθぎ。ろZα5’z‘∫5加zo7zゴゴーBestand

　　　　en　in　den　unteren　Lagen　des　Tanzawa－Gebirges　w益chst　das　I　l　l　i　c　i　o－

fir皿ae，　an　den　BerghangendieQπ67－6％5g♂αzκα一Q耀rα‘35α砒魏α一Gese11－

　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　unddas　Poly－

　　　　　　　　　thunbergii，　das　anf3erhalb　der　Haine　von　Schreineτ1　und

　　　　　　　　finden　ist．

　　　　　　　　　Ugelland，　das　inteRsiv　genutzt　wird，　haben　sich　als　Ersatzgesell一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，die　Artemisietea　principis

　　　　　　　　　　　　　ausgebreitet．　An　den　Abh註ngen　der　Terrassenstufen　wまchst

　　　　　　　　　　　　eQuercetum　myrsinaefohae　mitderSubassozia一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15！

　　Die　potentielle　natarliche　Vegetation　von　Atsugi　1註Bt　sich　hauptsachlich　infolge　klima．

tischer　Faktoren　in　vier　Waldg積rtel　untergliedern：Bis　200　m　H6he　wachst　das　A　r　d　i　s　i　o－

Castanopsietum　sieboldii，　von　200－800m　H：6he　die　Qz‘67一α’5　gZαz66α一Qz昭746z65

5読6ぽ7zα一Gesellschaft，　vor1800－1，100mH6hedas　Fagetum　laponico－crenatae，

Uber1，100mH6hedas　Como－Fagetum　crenatae．
　　Gesellschaften　der　potentiellen　nat茸rlichen　Vegetation　mit　geringer　Verbreitung，　die　an

besondere　Bode灘verh吾1tnisse　gebunden　sind，　sind　dieぬブα687z驚。ガ7zノ）7一α600灘一W16ガ望♂α礁‘orα．

Gesellschaftauf　staufeuchten　BergrUcken　und　das　Cirsio－Campanuletum　hon－

doensis　auflabilen　B6コ口n．

　　Im　Geb1et　des　Fagetum　japonico－crenatae　wachst　indenT琶lerndie　som－

mergr慧ne　5ψ加πノψo瑠α‘77z－Cα2ソ）伽‘3ブαρ072∫ごα一Gesellschaft．　Im　Gebiet　der　Qz，θπz‘5　g♂αz66α一

Qπθプα‘∬α砒♂72α一Gesellschaftwachstan　den　Bergh銭ngen　das　Illicio－Abietetum　firmae

nebendem　Orixo－Zelkovetum　serratae．　In　denh6hergelegeneaGebietender

Qz‘8πμ5　gZαzκα一Qz‘8κ祝∫∫α砒ゼ7zα一Gesellschaft　bis　hinein　in　das　Gebiet　des　Fagetum

japonico－crenatae　kommt　als　potentielle　natUrliche　Vegetation　das　Hydraロgeo

involucratae．Eupteleetum　polyandraevor．　InnerhalbdesArdisio－Cas－

tanopsietum　sieboldii　desTieflandesistanfeuchtenStellendasPolysticho－

Perseetum　thunbergii　ver1）reitet，　AufdemerdgeschichtlichlungenKanto－Lehm－

HOgelland　wachst　als　potentielle　natUrliche　Vegetation　das　Qz‘6πθ’～捌”鋭yr5沈α8プbZ伽6．

　　Die　AIIuvionen　werden　heutzutage　be－und　entwassert，　so　daB　die　traditionelle　Art　des

Reisanbaus　auf　wasserstauenden　B6den　ohne　Bew銭sserung　kaum　mehr　zu　sehen　ist．　Auf

Grund　der　sp註rlichen　Res℃bes伽de　von　Waldem　wird　hier　als　potentielle　nat菰rliche　Vege－

tationein　Aphanantho－Celtidetum　laponicae　angenommen（Fig．58）．

　　Die　Stadt　Atsugi　wurde　nach　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　und　der　Geomor－

phologie　in　6　Vegetationsareale　gegliedert（Fig．60）．　Far　diese　6　Vegetationsareale　werden

auf　Grund　der　vegetationskundlichen　Ke簸ntnisse　k：onkrete　Vorschlage　gemacht：Schutw賛rdige

Vegetatio且（Tab．60），Σrhaltung　der　Vegetat量on（Fig．64），　Anweisung　fUr　die　Entwicklung，

Nutzung　und　Pflege　der　Vegetation　und　ihrer　Standorte．　F積r　die　Enもwicklung　und　Nutzung

der　Fl銭chen　wurden，　um　die　Voraussetzungen　f廿r　eine　neue　naturgemaBe　Vegetationsent－

wicklu且g　zu　schaffen，　geeignete　Bepflanzungsarterl　gemaB　der　potentiellen　nat茸rlichen　Ve－

getation　vorgeschlagen（Tab．6レ65）．

　　Die　Gestaltung　der　GrUnanlagen（Fig．64）sind　einzelne　Beispile　fUr　eine　neue　gr益ne

Umwelt（Fig．67－70）wurden　m6glichst　ge且au　dargestellt．
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